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　　　旅立ちの章







「──む」

　老眼鏡越ごしに目を細めたのは白はく髪はつの男である。派手さはないが小こ綺ぎ麗れいなグレーのスーツを着た五十代前半。多くの皺しわが刻まれた顔は、長い時を生きた樹木だけが重ねることのできる年輪を思わせた。

「ええと……」

　白髪が手元の履り歴れき書しよに落としていた視線を上げると、長机の向こうに横一線で座る五人の男女が見えた。彼らは漏もれなく二十代の若者だ。今にも引きつりそうな表情筋を懸けん命めいに制せい御ぎよし、皆みな一様に不自然なほど明るい笑え顔がおを作っている。

　いや、全員ではない。一人だけ妙みように余よ裕ゆうを感じさせる者がいる。白髪から見て右端はしの席に座る青年だ。そして用があるのも彼だった。

「キミ、志望理由の欄らんが白紙になっていますよ」

　白髪が老眼鏡を外しながら右端の青年に声をかけた。よく見ると彼は中学生の娘むすめが夢中になって観みているテレビドラマ、その主役をやっている若手俳優に似ていた。整っていながらもどこか胡う散さん臭くささの漂ただよう顔立ちがそっくりだ。新入社員となった彼を連れて帰宅すれば、思春期真まっ真ただ中なかで父親と廊ろう下かですれ違ちがうだけで顔をしかめる愛まな娘むすめも、長らくご無ぶ沙さ汰たになっている笑え顔がおを向けてくれるかもしれない。そう思うと採さい点てんを甘くしたくなるが、あくまでなるだけだ。そんな私情を挟はさんでいる者が任されるはずもない。そう、人事部部長という役職を。

「確かく認にんしなきゃダメだろう」

　部長の右隣どなりにいる七三分けの男が溜ため息いき混じりに言うと、左の小太りの男も頭を搔かいた。ともに四十歳前後。肩かた書がきは七三が副部長、小太りが課長だ。

「社会に出るとこういう小さなミスが大きな問題になることもある。覚えておきなさい木き瀬せ──木瀬幸ゆき成なりくん」

　出来の悪い生徒に言い聞かせるように七三の副部長が再度溜め息を吐つく。すると、

「書き忘れたのではなく、あえて書きませんでした」

　木瀬と呼ばれた青年は依い然ぜん余よ裕ゆうを湛たたえたまま告げた。

「わざと書かなかったってこと？」

　副部長が手にしている万年筆で木瀬を指す。表情こそ笑っているものの、彼の声が苛いら立だちを含ふくんでいることに誰だれもが気づいていた。

「たまにいるんだよ、キミみたいに奇きをてらったことして注目されようって学生。でもそういうことされてもこっちは全然採用しようって気にならないけどね」

　副部長は明らかに不ふ機き嫌げんだった。木瀬のような行為は見慣れて、いや見飽あきてうんざりしているのかもしれない。

「そもそも面接で──」

「──なぜ書かなかったのですか？」

　説教じみた口調になりかけていた副部長を手で制し、部長が静かに問うた。

「彼が言ったようにこちらの目を引くためですか？」

「はい」木瀬が頷うなずく。

「確かに目は引きました。ですが──」

「『面接官の皆みなさまにかえって悪い印象を与あたえてしまった』。その通りだと思います」

　今まさに自分が言おうとしていた言葉。それを先回りするように完成させた木瀬を部長は内心で見直した。毎年一定数見かける、自分は周囲と違うとアピールしたいだけの者とは少し毛色が違うようだ。

「そこまで分かっていながら、どうしてこのようなことを？」

　部長はあらためて木瀬を見た。

「たとえ印象がマイナスからのスタートでも、私という人間に興味を持っていただきたかったからです。それにこうして真正面から言葉を交かわさせていただければ、多少のマイナスは帳消しにできると思っていましたので」

　微笑ほほえみを湛たたえながら木き瀬せは語る。容姿だけでなく話し方も俳優のごとく非常に滑なめらかだ。それだけに、ただ受け答えているだけでドラマのワンシーンのように華はながあった。

「大した自信だね。少し分けて欲しいぐらいだよ」

　会話をしていた部長に割り込む形で、小太りの課長が大げさに肩かたを竦すくめた。すると七三の副部長も「まったくだな」とその皮肉に便乗する。しかし、

「ありがとうございます」

　婉えん曲きよくな非難など意に介かいさないどころか、木瀬は笑みを深めてみせる。それにより課長と副部長は揃そろって怯ひるまされてしまった。

「──ふ」

　学生に手こずる部下の様子に、部長は履り歴れき書しよで口元を隠かくしながら笑う。だが次の瞬しゆん間かんには面接官の表情に戻もどっていた。

「キミの言い分は分かりました木瀬くん。では次の質問に移らせていただきます」

　何事もなかったように部長は面接を再開させた。だが目の端はしでは密ひそかに木瀬を捉とらえ続けている。どうやら白紙作戦は一定の成果を挙げたようだ。




「もっしもーし」

　明るい声を発したのは携けい帯たい電話を耳と肩で挟はさんだ青年だ。可愛かわいらしい顔と平均に足りない身長と体重が小型犬を連想させる。

《──もしもし》

「あ、ユッキー？」

　受話口から気け怠だるそうな声が聞こえた瞬しゆん間かん、青年はパアッと顔を綻ほころばせた。少年のアイドルを好む女性なら黄色い悲鳴を上げかねない笑顔だ。

《何の用だ、阿あ久く津つ》

「用ってほどじゃねぇんだけどよ。俺今スンゲー暇ひまでさ、遊びに行かね？」

　愛らしい見た目とは裏腹に雑で砕くだけた口調で阿久津が言う。すると電話の向こうで溜ため息いきが漏もれた。

《残念だが俺は仕事中だ。おまえと違ちがって女のご機き嫌げんだけとってりゃいいわけじゃない》

「聞き捨てならねぇな！」

　阿久津が語気を荒あららげる。同時に彼は手にしたカーペットクリーナーを四よつん這ばいの体勢でコロコロと転がした。ローラーに付いた粘ねん着ちやくテープが、フローリングの上に敷しかれたカーペットに落ちたゴミを順調に取り除いて行く。

「機嫌だけとってりゃいいとでも思ってんのか!?　こっちはなぁ、いかに女の子に気持ちよく生活してもらうかを追究してんだよ。掃そう除じ、洗せん濯たく、料理、夜のアレだって一いつ切さい手て抜ぬきなんてしちゃいねぇ！」

　粘ねん着ちやく力の尽つきたテープをローラーから剝はぎ取り、「ヒモ舐なめんな！」と近くのゴミ箱にダンクシュートを決めながら阿あ久く津つは叫さけぶ。しかし、

《最高にカッコ悪い台詞せりふをカッコ良さげに言うな、ヒモ》

　電話の相手はさらに溜ため息いきを重ねた。己おのれの仕事に対する情熱をぶつけたつもりだったのだが、阿久津の思いはイマイチ伝わらなかったらしい。

「成りたいからって成れるモンじゃねぇのに」

　拗すねたように口先を尖とがらせかけた阿久津だったが、

「あ。そういや、さっきスルーしちまったけどユッキーマジで就職したの？」

《しちゃ悪いか。つーか、おまえも俺が就活してたの知ってるだろ》

「それは知ってたけどさ。でもまさか大学のゼミで『ビッグになってここにいる全員の足あし下もとに札束叩たたきつけてやるよ』とか真顔で言っちゃうような根性のねじ曲がったヤツを採用する会社があるとは思わなくて」

《俺もまさか女に寄生してるクズに人格を否定デイスられるとは思わなかったぜ》

「ジョークだよ、ジョーク。マジになるなよユッキー」

　不ふ機き嫌げんな声を耳で浴びながら阿久津はヘラヘラと笑った。言葉も態度も吹ふけば飛びそうなほどに軽い。

「で？　ユッキーを拾ってくれたクレイジーな会社はどこさ。──え、碧あお井い商しよう事じ？　超ちようメジャーなとこじゃん！」

　阿久津が感かん嘆たんの声を上げる。

「おめでとうユッキー！　今度飲みに行こうぜ！」

　阿久津は友人を祝福しつつも、最後に「おまえの金で！」と付け加えることを忘れない。

《集たかるなヒモ》

「ケチケチすんなよぉ、エリートビジネスマンくん」

　いやらしい笑えみを浮かべていた阿久津だったが、不意にその目が真しん剣けんな色を帯びる。視線の先にあるのは、座ざ卓たくの上で震ふるえる携けい帯たい電話だ。

「んじゃ、空いてる日あったら知らせてちょ。また連れん絡らくするわ。チャオ」

　返事を待つことなく通話を終わらせると、阿久津はもう一台の携帯電話に手を伸のばす。

「はいはーい、あくっちゃんでーす！　これから？　……もちろんオーケーだよ。蕩とろけるような熱い時間を約束するよ──お姫ひめさま」

　阿久津は鼻に抜ぬける甘い声で囁ささやく。暇ひまつぶしに友人に電話をかけていた状じよう況きようから一転、とても忙いそがしくなったようである。




「一方的に喋しやべって一方的に切りやがった」

　溜ため息いきを吐ついたのは木き瀬せである。消化不良の気持ちをぶつけるように、やや強くスーツの内ポケットに携けい帯たい電話を投げ込んだ。

　気持ちを切り替かえるために右手側がわの窓を覗のぞき込むと、青空を背景にした都心の街並が一望できた。長身のビルばかりかと思いきや、意外にも緑も多く点在している。ただそれを知ることができるのも、木瀬のいる碧あお井い商しよう事じの本社社屋が他ほかの建物より圧あつ倒とう的に大きいお陰かげだろう。

「木瀬くん」

　聞こえたのは優やさしい声である。木瀬が窓外に向けていた視線を正面へ戻もどすと、長い廊ろう下かを小走りで駆かけて来る女が見えた。顔立ちが幼いため高校生のようにも見えるが、身にまとっているのはこの場所に相応ふさわしいスーツである。ただし、着ているというよりまだまだ『着られている』感じだが。

「よかった。お昼休み終わる前に見つけられた」

　元々にこやかではあったが、女は木瀬の元へ辿たどり着くなりさらに笑えみを深めた。

「どうした田た中なか」

「えっと……これ」

　恥はずかしそうにうつむくと、田中は手に持っていた小さな包みを木瀬に差し出した。

「社員研修で私がケガした時ハンカチ貸してくれたでしょ？　私の血で汚よごしちゃったから、代わりにと思って」

「そういえばそんなことあったな」

　頷うなずきながら木瀬が包みを開けると、誰だれでも知っている有名ブランドのハンカチが入っていた。

「安物だったから気にしなくてよかったんだが」

「そうはいかないよ」

　田中が勢いよく顔を上げる。真しん剣けんな表情だ。

「あの時は本当に助かったし、それに……」

　言いかけたところで田中はハッとなり、顔を赤らめ再びうつむいてしまった。

「それに──どうしたんだ？」

　木瀬が続きを促うながす。しかし肝かん心じんの田中は、胸の前で指を組んだり解ほどいたりを繰くり返すばかりで何も言わない。

　その様子に木瀬は溜め息を一つ。だが先刻の阿あ久く津つとの電話直後とは違ちがい、彼の口こう角かくは上向きだ。

「いいハンカチをありがとう。大切に使わせてもらうよ」

　木瀬がそう告げると、田中は花が咲いたような笑顔を見せた。

「よ、よかった。そ、それじゃ私行くね？」

「──田中」

　足早に立ち去ろうとしていた田中を木瀬が呼び止める。

「今夜なんだが空いてるか？　実は駅前に美味うまそうな店を見つけたんだけど、カップルばっかりで一人じゃ入り辛づらくてさ。奢おごるから協力してくれないか？」

「も、もう。しょうがないなぁ」

　呆あきれたように言いながらも田た中なかは嬉うれしさを滲にじませている。

「助かるよ。じゃあ仕事終わったら連れん絡らくする」

「うん、じゃあ後でね」

　小さく手を振ふると田中は来た道を戻もどって行く。その背中を静かに見守っていた木き瀬せだったが、彼女の姿が完全に見えなくなった直後、

「よし！　よし！　よぉぉぉし！」

　虚こ空くうへ向けてアッパーカットを三連続で叩たたき込んだ。

（社員研修で同じ班になって以来、あの手この手を使って好感度を上げて来た甲か斐いがあったぜ。もはや完全に俺に好き好きビームを出してやがる）

　達たつ成せい感に浸ひたりながらふと窓を見ると、そこには悪役のごとく口くち端はしの片側がわを吊つり上げる胡う散さん臭くさい男おとこ前まえがいた。

（同期──いや社内でも田中はぶっちぎりで可愛かわいい。なのに男の影かげが一いつ切さい見えなかった。そのせいで『地じ雷らい』の可能性を疑ったこともあった。だが同期どもから聞いた話をまとめた結果、『女手一つで育ててくれた母親と暮らす気立てのいい娘むすめ』って評価に落ち着いたからな）

　木瀬は田中の去った方向を見据すえると、

「チャンスがあればゴールを決める！」

　力強く右足を振ふり抜ぬいた。夜のストライカーになるつもり満々である。

「おーい」

　今度は背後から声。向き直ると針金を思わせる細い男がこちらに近づいて来ていた。

「課長が呼んでるぞ。おまえに仕事頼たのみたいんだと」

「今行きますよ先せん輩ぱい、ハハハ！」

　木瀬が胸を張って大おお股またで歩き出すと、それを見ていた針金は眉まゆ根ねを寄せた。

「おまえって自分中心に地球が回ってるとか思ってそうだよな」

「ええ、実際回ってるんじゃないかって思う時があります！　先輩はないんですか？」

「あるわけねぇだろ……常識的に考えて」

　大きく嘆たん息そくすると、針金は先行するやたらと自信に溢あふれた後こう輩はいの後を追った。




　太陽が月に空を譲ゆずって数時間が経たつ。碧あお井い商しよう事じからほど近い駅、その周辺に広がる繁はん華か街がいは大勢の人で賑にぎわっていた。中でもスーツ姿の男女が目立つのは、この一帯に碧井を含ふくめた多くの企き業ぎようが集中しているためだろう。

　時折、居酒屋の前などで出欠を取るホロ酔よいのサラリーマンやＯＬの一団がいる。どうやらこれから二次会へ突とつ入にゆうする人員を募つのっているようだ。カラオケボックスのようにもっと騒さわげる場所を選ぶ者たちもいる一方、二軒けん目はゆったりとした時間を求める者たちもいるだろう。そして昼間に約束を交かわした新入社員の二人が選んだのは後者だった。

「今日はありがとな」

　飴あめ色の海に浮かぶ氷山、そんな画えを連想させるグラスを持って言ったのは木き瀬せだ。視線の先にはカウンター席に並んで座った田た中なかがいる。駅前の洒落しやれたイタリアンレストランで夕食をとった彼らは、間接照明の灯ともるバーでしっとりとした二次会を開いていた。

「私の方こそ、ご馳ち走そうさま」

　そう言って田中も微笑ほほえみを返す。彼女の前に置かれているのは純白のカクテルだ。

「お腹なか、少しは落ち着いた？」

「だいぶマシになったよ」

　木瀬が腹をさすると、田中は呆あきれと安あん堵どの入り混じった息を落とした。

「動けなくなるまで食べるなんて子供みたい」

「あんまり美味うまくてつい、な」

　苦笑して木瀬はグラスを傾かたむける。田中をここに連れて来るための演技だったことは秘密だ。

「わあ……あんまりお酒は得意じゃないけど、これ本当に飲み易やすくて美味おいしい」

　雪原のようなカクテルを口にした田中が詠えい嘆たんの声を漏もらす。するとカウンターの向こうで老年のバーテンが静かに一礼した。

「調子に乗って飲みすぎんなよ？　社員研修の時みたいにおまえをおぶって帰るのは嫌いやだぞ」

「もう、木瀬くんイジワルだー」

　ニヤニヤと笑う木瀬から顔を背そむけると、田中は残ったカクテルを飲み干す。そして入いれ替かわりに息を吐はき出した途と端たん、カアと顔が熱を帯び始めた。飲み易くてもやはり酒は酒のようだ。

「私がケガした時はあんなに優やさしかったのになぁ」

　しみじみと言いながら田中がカウンターに顔を伏ふせる。そしてわざとらしい半眼を作って木瀬を見た。

「まったく、あの時の木瀬くんは一体どこに行っちゃったんでしょうねー」

「──どこにも行ってねぇよ」

「木瀬……くん？」

　田中が目を大きく見開く。気づけば彼女の手の甲こうに、木瀬の手が重ねられていた。冷たいグラスを触さわっていたと思えないほどその掌てのひらは温かい。

「ここにいるだろ。おまえにだけ優しい俺は」

　木瀬は正面、酒瓶びんの並んだ棚たなを見つめたまま告げる。しばらくそんな彼の横顔を見つめていた田中だったが、

「……うん、そうだね」

　やがて柔やわらかな微笑ほほえみとともに一回り半大きな手を握にぎり返した。




　青みがかった灰色の空がある。東の果てには僅わずかに覗のぞく夕焼けのような茜あかね色。まだ日の出すら迎むかえていない早朝の証あかしだ。夜のうちに地表の熱は根こそぎ持って行かれてしまったのだろう。風もないのに空気はひんやりとしている。

　冬に逆ぎやく戻もどりしたような肌はだ寒さむさの中、向かい合って話す男女の姿があった。一人はスエット姿の木き瀬せ、もう一人は昨日と同じスーツを着た田た中なかである。彼らの横手にはきれいな二階建てのアパートが立っていた。

「それじゃ、また会社でね」

　どこか気き恥はずかしそうに、それでも微笑みながら田中は言った。

「十分待ってくれたら駅まで送って行くぞ？」

　寝ね癖ぐせだらけの木瀬がまだぼんやりとしている目をこする。昨日の身だしなみを再現している田中とは対照的に、彼はまさに今起きたと言わんばかりのいでたちである。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、駅までそんなに距きよ離りないし。私に構わず木瀬くんはゆっくり寝ねてて？　ね？」

　木瀬の申し出を田中はやんわり断った。就業時間まであと四時間以上。朝の準備に彼がどの程度の時間を要するのかは分からないが、通勤時間を含ふくめても二時間は寝られるはずである。

「おまえは大丈夫か？　あんまり寝てないだろ、昨日寝たの遅おそかったし」

　欠伸あくび混じりに木瀬が言うと、田中は「ぜ、全然平気」と顔を赤らめる。言葉の通り、彼女はまったくといっていいほど眠ねむ気けを感じていなかった。むしろ元気が漲みなぎりすぎて怖こわいくらいだ。

「そ、それじゃ帰るね」

　二度目の『それじゃ』を口にして田中は歩き出した。だが何度も振ふり返って手を振るのでなかなか進まない。結局、彼女が曲がり角に消えるまで五分近くかかった。

「駅まで送っても変わらなかったかもしれねぇな」

　小さく笑いながら木瀬は踵きびすを返す。部屋に戻もどる途と中ちゆう、二階に通じる階段の下に立ち寄った。そこには集合住宅用のポストが身を寄せ合うように壁かべに設置されている。木瀬が開けたのは２０３と記された扉とびらだ。

　大学時代から住み続けている１ＤＫに入ると、木瀬は持ち帰った郵ゆう便びん物の選別を始める。幾いくつか重要な封ふう書しよもあったが、そのほとんどが興味のない店や商品のダイレクトメールとパンフレットだ。中には『日給一千万』などと謳うたった、あからさまに怪あやしい仕事を紹しよう介かいするチラシまであった。

「ったく、ゴミ増やしてんじゃねぇよ」

　顔をしかめながら木瀬は不要な物を床ゆかに放ほうり投げる。そのままベッドに倒たおれ込むと、ほのかに甘い匂においが鼻先を掠かすめた。……いい夢が見られそうだった。




　心地ここちよい二に度ど寝ねから目覚めた木き瀬せは、普ふ段だん通りの時間に普段通り出社した。普段通りでなかったことといえば、エレベーターで一いつ緒しよになった田た中なかの手をみんながいるのにこっそり握にぎり、彼女の頰ほおを赤らめさせたことぐらいだ。……と思っていたのだが、自分の部署に入ってからも普段通りではないことがあった。周囲の人間が遠巻きに木瀬をチラチラ見ているのだ。

「……？」

　小首を傾かしげながら机に鞄かばんを置いていると、針金のような先せん輩ぱいがオフィス内とは思えない速さで駆かけて来た。

「おい、木瀬！」

「どうしたんですか先輩。お子さんの運動会に備えて練習ですか？」

「うちの子はまだ寝返りも打てねぇよ！　そんなことよりおまえ何やったんだ？」

「は？」

　針金が切せつ迫ぱくした表情をしているせいか、平時の対応をしている木瀬はどこか暢のん気きに見えた。

「ただごとじゃねぇぞ。さっき会長の秘書が来て『木瀬幸ゆき成なりを会長室まで寄よ越こすように』って部長に言ってたんだよ」

「……会長が俺を？」

　木瀬は寸刻思考を巡めぐらせて、

「早さつ速そく海外のでかいプロジェクト任せたいとかですかね」

　告げた。もちろん真顔で。

「お、おまえマジで大物だなぁ。俺なんて会長に呼び出されたらチビる自信あんのに」

　木瀬の立場に置かれた自分を想像したのか、針金の額や頰には汗あせの玉が浮かんでいる。

「……なにしろ相手はあの碧あお井い辰たつ正まさなんだぜ？」




　碧井商事本社社屋は三十階建てだ。一流商社の会長ともなれば、見晴らしのいい最上階の部屋で高そうな椅い子すに座ってふんぞり返っている──そういったイメージを持っている者もいるだろう。実際、木瀬もそれに近いものを想像していた。ところが蓋ふたを、いや扉とびらを開けてみると、誰だれもが知る企き業ぎようの会長室はとても地味なものだった。ちなみに最上階ではなく八階にある。その理由は会長が好きな数字が八だからというシンプルなものだ。

　室内にはビジネス系のテレビ番組における社長室訪問コーナーなどでありがちな、桁けた違ちがいに高価な調度品の類たぐいは一いつ切さいない。応接用の三人掛がけのソファーが二組と長方形のテーブルが一つ、そして飾かざり気けのない重厚な机と年季の入った革かわの椅子があるだけ。ダークブラウンの落ち着いた内装も手伝い、どこか学校の校長室を連想させた。

「木瀬くん、といったかね」

「はい」

　返事をしながら木瀬は机を挟はさんだ向こう側がわにいる老人を見た。その双そう眸ぼうは生気に溢あふれ、体つきも逞たくましく紋もん付つきの羽織袴はかまがよく似合っている。

（妖よう怪かいだな）

　新入社員は自社の会長を心しん中ちゆうでそう評した。確か碧あお井いは会長職どころか人生をリタイアしていてもおかしくない高こう齢れいだったはずだ。

（半世紀以上も経済界をリードして来た『戦後の巨きよ人じん』の一人。そんな大物が俺にどんな話をするんだ？）

　怯おびえていた先せん輩ぱいとは違ちがい、木き瀬せは期待に胸を膨ふくらませていた。本当に海外事業を任せてくれるのではないか、などという大それた考えは未いまだ健在である。

　ところが、

「キミは随ずい分ぶん娘むすめと仲がいいようだね」

「え？」

　碧井の意外な一言に木瀬は目を瞬しばたたかせた。すぐに脳内で検けん索さくをかけてみるものの、一向に碧井という苗みよう字じの女は引っかからない。

「人ひと違ちがいではないでしょうか。私の友人の中に会長のお嬢じようさんなど──」

『いない』と言いかけた寸前、木瀬の脳裏を一人の女の顔が横切った。深い仲になったせいかその映像はとても鮮せん明めいだ。

「……心当たりはないかね、田た中なか美み里さとという名前に」

　木瀬の表情の変化を待っていたかのようなタイミングで碧井は尋たずねた。

「まさか、田中が碧井会長の？」

　想定外の繫つながりを知り、さすがの木瀬も呻うめきにも似た声を漏もらす。すると碧井は椅い子すを軋きしませて立ち上がった。

「妻が産んだのは三人とも男でね。だから世間に公表できない愛人の子とはいえ、ただ一人の娘が可愛かわいくて可愛くて。まさに目に入れても痛くない存在なのだよ」

　瞑めい目もくして娘のことを思い浮かべているのか、碧井の表情は優やさしさに満ちている。だが見開き再び木瀬を捉とらえた彼の両眼は、悪あつ鬼きのごとき獰どう猛もうさを帯びていた。

「そんな愛まな娘むすめに手を付けたのだ。キミも相応の覚かく悟ごがあるのだろう？」

「……っ！」

　激動の時代を生き抜ぬいて来た巨人の眼光に、さすがの木瀬も気け圧おされる。それでもここで怖おじ気けづくような柔やわな心臓は有していない。

「もちろんです！　私は彼女と結婚を前提とした真しん剣けんなお付き合いをしていく所存です！」

　背筋を伸のばしつつ木瀬はハッキリと宣言する。付き合うことはともかく、実際は結婚まで想定していなかった。それでも田中の性格や容姿、碧井会長の娘という隠かくれた特典も加味すれば決断に迷いはない。

（美人の妻をゲットしつつ碧井商事会長が俺の義理の父親に！　こいつは始まっちまうな。俺のスーパー・サクセス・ストーリー──略してＳＳＳが！）

「フフフ……」

　木き瀬せは込み上げる笑いを堪こらえきれない。だがそんな彼に、碧あお井いはまたしても意外な一言を口にした。

「いや、そういうのはいい」

「……あの、どういうことでしょう」

　唐とう突とつに首を振ふった碧井に木瀬が問う。

「キミが娘むすめと真しん剣けんに付き合うとか、責任を取って結婚するとか、そういう答えは望んでいないのだよ。私はね、キミに『地じ獄ごくを見る覚かく悟ごがあるのか』確かく認にんしただけだ」

「はあ、じごくですか……──って地獄!?」

　頭の中で碧井の発した単語の漢字変へん換かんが済んだ瞬しゆん間かん、木瀬は思わず大声を上げた。その様子を見ていた碧井はとてもにこやかに語りかけて来る。

「今度、海外に新しい支社を作ろうと考えていてね。そこをキミに任せたい。南国は嫌きらいかな？」

「南国、ですか？」

「そうだ。新支社はオーストラリア大陸をず[image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─][image: ─]っと南に行ったところを予定している」

（それたぶん南国じゃなくて南極だろ！）

　木瀬が顔を引きつらせながら心しん中ちゆうでつっこむ。そんな心情を見透すかしているのか、碧井は宥なだめるように新入社員の肩かたに優やさしく触ふれた。

「選びたまえ。『南国』の支社長という辞令を受け入れるか、それとも娘の前から消え去るか」

　二に択たくを強要する碧井だったが、突とつ然ぜん「おお」と思い出したように手を叩たたいた。

「どちらも拒否するという第三の選択肢しもある。だがその場合、私の持っている人脈、金、時間のすべてを使ってキミの人生を台無しにすることを約束しよう」

「ほ、本気ですか？　たかが小こ僧ぞう一人に碧井辰たつ正まさが……」

　一いち縷るの望みにかける思いで木瀬が問うも碧井から答えはない。ただし木瀬の肩に触れていた皺しわだらけの手が、いつの間にか猛もう禽きんの爪つめのごとく食い込んでいた。

「私は冗じよう談だんが嫌きらいでね」

　碧井は真顔で告げる。この一言を最後に木瀬は会長室から追い出された。さらに翌日、彼は碧井商事を自主退社することになる。

　なぜなら、ただの脅おどしだと思っていた碧井商事南極支社の話題が夜のニュース番組で速報として流れたからだ。しかも『碧井会長、支社長に新入社員の木瀬幸ゆき成なりさん（22）を抜ばつ擢てきすると発表』というおまけ付きで。




　都心から離はなれた住宅街の道を、朗ほがらかな春の日ひ射ざしを浴びながら走る一台の車がある。それは可愛かわいらしい赤い海外製の小型車で、ハンドルを握にぎるのは同じく『可愛い』に分類される顔立ちをした青年、阿あ久く津つだ。

「オーイエー、それが僕の愛し方～フフフーン」

　鼻歌混じりに阿久津が車を停止させる。そこはまだ築年数の浅そうな二階建てのアパートの前だ。

「生きてっかなー」

　助手席に置いてあった紙の手て提さげ袋ぶくろに指を引っかけ車外へ出ると、阿久津はそのまま軽かろやかにアパートの階段を上って行く。しかし目指していた２０３号室のインターホンを押したものの、一向に返事がない。

「ヤッホー、ユッキー。キミの親友マブダチあくっちゃんだよーん」

　応おう援えん団よろしく三さん三さん七なな拍びよう子しのリズムを守って阿久津がしつこくドアを叩たたき続けると、

「──うるせぇ」

　見るからに不ふ機き嫌げんそうな木き瀬せが出て来た。しばらく剃そっていないのだろう、無ぶ精しよう髭ひげがかなり伸のびている。清潔感が失われたことで、胡う散さん臭くさい顔に拍はく車しやがかかっていた。

「何の用だよ」

　木瀬が尖とがった視線を送るも、阿久津はヘラヘラと笑っている。

「いや、会社クビになったって言ってたからさ。やっぱ心配するっしょ、親友としては」

「クビじゃねぇ。自主退社だ」

「どっちも変わんねぇって。ほらこれ、差し入れ」

　持っていた手提げ袋を木瀬に押しつけると、阿久津は遠えん慮りよなど微み塵じんもなく２０３号室へ上がり込んだ。

「うお、何だこりゃ」

　驚おどろきの声を発したのは阿久津である。彼が目にしているのは段ボールの山だ。それが連なり山脈となって木瀬の部屋の半分以上を占せん領りようしている。

「……布ふ団とんのカバー？」

　手近な段ボールから中身を取り出してみると、掛かけ布団用と思おぼしき布製のカバーだった。

「少し前、美少女キャラクターの絵がプリントされた抱だき枕まくらが流行はやってると小こ耳みみに挟はさんだことがあってな」

　一部地域で、と付け加えながら木瀬が阿久津の後ろで言った。

「それをアレンジして一ひと儲もうけ出来ないかと」

「だからってこの柄がらはないっしょ。誰だれだよこのジジイ」

　カバーを広げた阿久津が眉まゆをひそめる。そこには悪戯いたずらっぽく舌を出した老人の顔が描えがかれていた。

「アルベルト・アインシュタインだ。学校で習ったろ？　まだ開かい拓たくされてない路線を狙ねらって『世界の偉い人じん』をプリントしてみた」

「で、売れたん？」

「……さすがの俺も職を失ったばかりで混乱してたらしい」

　阿あ久く津つの質問に木き瀬せは遠い目で答えた。白状すると製作した記き憶おくはなく、正気に戻もどった頃ころには在庫の山に埋うもれていたのである。

「まあ、長い人生こんなこともあるさ。とりあえずそれでも食って元気出せよ」

　毒にも薬にもならない慰なぐさめの言葉をかけながら、阿久津は木瀬に渡わたした手て提さげ袋ぶくろを指差す。中には四つのプラスチック容器が入っていて、それぞれ炒チヤー飯ハン、海老えびのチリソース炒いため、回ホイ鍋コウ肉ロウ、青チン椒ジヤオ肉ロウ絲スウが詰つまっていた。

「オール炒めものかよ」

　眉まゆ根ねを寄せながら木瀬は面積の少ない床ゆかに座る。そして袋に一いつ緒しよに入っていたスプーンと箸はしを使って阿久津の料理を食べ始めた。

「──美味うまい」

　心なしか明るい顔で木瀬が言った。最初に手をつけたのは青椒肉絲だ。油でピーマンやタケノコが艶つや々つやしているものの、実際に食べてみるとまったくしつこさがない。

「胃もたれするんじゃないかと思ったけど、そんな心配なさそうだ」

「具材は油通しした後、中ちゆう華かスープに潜くぐらせてある。旨うま味みを閉じ込めつつも油の切れはいいはずだぜ」

　手て頃ごろな高さの段ボールに腰こしかけると、阿久津は得意げに笑えみを浮かべる。

「下ごしらえが大事なんだよ。料理も、そして女も」

「『決まった』みたいな顔してんじゃねぇ。その勤勉さを他ほかのことに活いかせバカ」

　木瀬は呆あきれ顔がおで炒飯を搔かき込んだ。今日は中華の炒め物だけだが、阿久津は他にもあらゆる料理を作ることができる。しかもどれも素す晴ばらしい味なのだ。それを知っているだけに木瀬は苛いら立だってしまう。店でも始めれば、料理の腕うでと見た目の相乗効果で繁はん盛じようするかもしれない。それにもかかわらず阿久津は女に寄生する日々を邁まい進しんしている。木瀬にはそれが才能を腐くさらせているようでもどかしかった。

「これからどうすんだ？」

　木瀬の食事が一段落したのを見計らって阿久津が言った。手には冷蔵庫から勝手に出した炭酸水の瓶びんが握にぎられている。

「その様子じゃ次の就職先決まってねぇんだろ？」

「まあな」

　渋しぶ々しぶという様子で木瀬は肯こう定ていした。同じく彼も炭酸水を飲んでいる。

「俺のように女の子たちからの愛を食べて生きる方法を伝授してやってもいいけど、性格最悪のおまえにできるかどうか……」

　難問だと言わんばかりに阿あ久く津つは唸うなるが、すぐさま木き瀬せが「誰だれがヒモになりたいって言った」と睨にらみつけた。

「ただ、入社早々に逃にげ出した態ていだから退職金も出ねぇし、布ふ団とんカバーでだいぶ貯ちよ金きん減らしちまったしな。次の仕事捜さがしながらバイトすんのが現実的か」

　木瀬が深い溜ため息いきを落とす。我を失って散財もしたようだが、今は冷静な思考を取り戻もどせているようだ。

「そっかそっか。大変だろうけど頑がん張ばれよ？　仕事決まったらパーリーしようぜ。もちろんおまえの金で」

　笑って阿久津が炭酸の瓶びんを差し出したので、「集たかるな、ヒモ」と木瀬も自分の持っている瓶を軽くぶつけた。

「んじゃ、帰るわ。静しず香かさんは掃そう除じ苦手のくせにキレイ好きだからよ。結構念入りにやっとかねぇといけねぇんだ」

　現在の寄生相手と思おぼしき女性名を口にしつつ、阿久津は座っていた段ボールから下りる。

「──ほい」

「何だよ、この手は」

　目の前にある阿久津の掌てのひらを木瀬は訝いぶかしげに見つめる。

「本日のお食事代。千円って言いたいけど親友特価で負けてやるよ」

　白い歯を見せて阿久津は笑った。余談だが木瀬から徴ちよう収しゆうした金額は九百八十円だった。




「阿久津のヤロー、何が親友特価だ」

　軽さを増した財さい布ふをズボンのポケットにしまいながら、木瀬はつい先ほど部屋を去った友人に文句を口にする。阿久津の料理に千円を払はらう価値はあったと思う。だが頼たのんでいない上に、食べさせておいてから金を請せい求きゆうする手法はいかがなものか。

「くそ、外でランチ楽しんだのと変わらん出費をしちまった」

　しかめっ面つらで床ゆかに座り込むと、木瀬は少し離はなれたところにあったアルバイト情報誌に手を伸のばした。最も寄より駅の無料配布誌の棚たなから入手したものである。

「就活も並行してやんなきゃなんねぇから、時間の融ゆう通ずうの利きくバイトにしねぇと……」

　呟つぶやきながらページを開いたその時、部屋の隅すみで充じゆう電でんしていた携けい帯たい電話が鳴り始めた。ディスプレイに表示されている文字は『田た中なか美み里さと』である。だが木瀬はそれを静観するのみだ。

　一分ほどして着信音が途と絶だえると、木瀬は重く長い息を吐はきながら携帯電話を手にした。そして田中の番号を着信拒きよ否ひに設定する。

「くそっ、あの妖よう怪かいジジイの娘むすめじゃなかったら！　俺史上、ぶっちぎりのいい女だったのに！」

　逃にがさざるを得なかった大魚──いや、人魚のことを思い出すと木瀬は悔くやしくて堪たまらない。昂たかぶった気持ちが抑おさえられず、近くの段ボールを蹴けり飛ばしてしまった。それにより在庫の山が雪崩なだれを起こし、残り僅わずかなスペースまでアインシュタインに侵おかされてしまう。

「ついてない時はとことんついてねぇな」

　暗い顔で崩くずれた段ボールを積み直していると、木き瀬せは足裏でチラシを踏ふんでいることに気づく。それは田た中なかを泊とめた翌朝、ポストに入っていたものだ。どうやら段ボール山脈の下した敷じきになっていたらしい。

「舐なめてんのか」

　ほどなく木瀬は眉まゆをひそめた。その理由はたった今拾い上げた、皺しわだらけの紙に書かれていた文面のせいである。

『労働者募集　年ねん齢れい：不問　日給：一千万円　勤務地：ご自宅から徒歩０分』

「バカバカしい。こんな分かり易やすい詐さ欺ぎに引っかかるバカがどこにいんだよ」

　チラシをくしゃくしゃに丸める木瀬。だがしばらく考え込んだ後、彼は団だん子ごになった紙の復元を始めた。

「……一応な、一応。日給一千万の仕事がどんなものか興味あるし」

　言い訳じみた独り言を口にしつつ、木瀬はチラシの隅すみに表示された電話番号を携けい帯たい電話に打ち込んでいく。人間、本当に困っていると懐かい疑ぎ心よりも一発逆転の気持ちが先走ってしまうものなのかもしれない。

《──はい》

　受話口から聞こえたのは若い女の声だった。

「もしもし、チラシを見てお電話させていただきました。この日給一千万円というのは本当なのでしょうか」

　もっとも気になっている質問を木瀬が早さつ速そくぶつけると、

《はい、間ま違ちがいございません》

　電話の相手は迷いもなく肯こう定ていした。それを聞いた木瀬の目が金かね色に輝かがやく。

「これはどのような内容のお仕事なのでしょう」

《ご興味をお持ちくださってありがとうございます。業務内容についてですが、直接ご説明させていただいてよろしいでしょうか》

「いえ、直接は……」

　木瀬が言葉を濁にごした。彼の頭の中では、集合場所で強面こわもての紳しん士したちが待っていて非合法の仕事を押しつけられる光景が映し出されていた。警けい戒かい心が働いているあたり、まだ完全に金に目が眩くらんでいるわけではないようだ。

　ところが電話の相手は木瀬の反応に構わず話を続けていた。

《現在会話を行われておられます端たん末まつを、お近くの安定した場所に置いてくださいませ》

「え？　あ、はい」

　不可思議な指示に首を傾かしげながら、木瀬はこの部屋で一番安定しているだろう床ゆかに携帯電話を置く。しかし、

「何をしてるんだ俺は」

　自分の行動を客観視し、木き瀬せはうな垂だれた。

　と、次の瞬しゆん間かん、携けい帯たい電話のディスプレイが眩まばゆいエメラルドグリーンの光を放ち始める。

「お、おいおい……」

　まるで南国の海に沈しずんだような室内で木瀬が呆ぼう然ぜんとしていると、光の中に人ひと影かげのようなものが生まれた。徐じよ々じよに光が収まっていくにつれ、それが一人の少女だと気づく。

　年ねん齢れいは十代前半から半ばあたり。若じやつ干かん吊つり目めではあるが顔立ちそのものは非常に美しく、背もその年齢の女子にしては高い方だろう。だが何より目を引くのは彼女の髪かみだ。先ほどの光と同じく翠すい玉ぎよく色のそれは太ふと腿ももに届くほど長い。
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「この度たびは私どもの依い頼らいに興味を持ってくださってありがとうございます。私は今回の案件を担当いたしますイフリーデ・ヒャルヒーと申します。イフとお呼びくださいませ」

　深々と頭を下げるイフだが、表情にも声にも抑よく揚ようがない。まるでロボットのようだが、今の木瀬にそれをつっこむ余よ裕ゆうなどない。あんぐり大口を開けたまま立ち尽つくすのみだ。

「私の言葉に何かおかしな点がございましたか？」

「いや、言葉はおかしくねぇけど……」

　言葉以外は全部おかしい、という二の句が木瀬の喉のど元もとまで来ていた。

「安心いたしました。てっきり翻ほん訳やく機が故こ障しようしているのかと」

（今、翻訳機って言ったよな……？）

　木き瀬せはイフの発言にまたしても引っかかりを覚える。しかしまだ先刻の『光の演出』の驚おどろきから平常心が帰き還かんを果たしていなかった。

「それでは早さつ速そくお仕事についてお話しさせていただきます。失礼ながら、その前にお名前を伺うかがってもよろしいでしょうか」

「あ、ああ。木瀬幸ゆき成なりだ」

　正直に答えてから偽ぎ名めいにすればよかったと後こう悔かいした木瀬だが、住所が知られているのでどのみち意味がないという結論に至った。

「木瀬幸成さまですね」

　イフは己おのれの記き憶おくに刻み込むかのように一度深く頷うなずき、

「それではお話を始めさせていただきます。まずは私どもがなぜ木瀬さまのような方々を募つのっているかという事情からご説明いたします。実は木瀬さまがお住まいのこの世界は──」

（何か小難しい話を始めやがったぞ、こいつ）

　イフがつらつらと語り出した頃ころ、ようやく木瀬はこの状じよう況きようを冷静に把は握あくできるようになっていた。それは同時に両の瞳ひとみに金かね色の輝かがやきが戻もどったことでもある。

（俺はただ一千万のバイトがどんなものか知りたかっただけなんだが）

　依い然ぜんイフは淡たん々たんと話し続けているが、木瀬は完全に聞き流していた。

（しかしさっきの登場は凄すごかったな。まるでプロの映像作品みたいな……そうだよ、ただのガキにあんな高いクオリティ出せるわけねぇ）

　謎なぞは解けたと言わんばかりに木瀬は音を立てずに膝ひざを打つ。

（これはテレビの企き画かくだ。素人しろうとにドッキリ仕し掛かけるタイプの。で、このガキは売れてないアイドルってとこか）

　そんな推すい理りが頭をよぎった途と端たん、眼前の少女に付き合うのが面めん倒どうになってきた。元々長い話はあまり好きではない。

「そういった事情もあり、大変恐きよう縮しゆくなのですが木瀬さまのような方々にお手伝い──」

「んなことより、マジで一千万もらえんの!?」

　急に鼻息を荒あらくして木瀬がイフの説明に割り込む。どうせドッキリなので、精々いいリアクションをして謝礼を弾はずんでもらおうという腹づもりだ。

　ところが、

「もちろんでございます。仮かり契けい約やくの木瀬さまにはすでに全額お支し払はらいしておりますので、よろしければご確かく認にんくださいませ」

「か、確認だと……？」

　イフの一言に呆ぼう然ぜんとしかけた木瀬だったが、ほどなく半信半疑の面おも持もちでアパートを出た。正体の確定していない少女を部屋に残して来てしまったが問題ないだろう。今の木き瀬せ宅で盗ぬすめるものといったら世界の偉い人じん布ふ団とんカバーのみ。むしろ盗んでくれると助かる。

　木瀬は一番近いコンビニに入ると脇わき目めも振ふらずＡＴＭに直行した。

「いくら金に困ってるからって、あんなガキの言うこと真まに受けてどうする幸ゆき成なり」

　自じ嘲ちようしながら木瀬はキャッシュカードで自分の口座の残高を調べるが、

「──なんじゃこりゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　怒ど号ごうにも似た大声が店内に轟とどろいた。何事かと店員やまばらな客が目をやると、ＡＴＭの前で一人の青年が身を震ふるわせている。異様な雰ふん囲い気きを察知し、店員が意を決して話しかけようとしたその時、彼は弾はじかれたようにコンビニを飛び出してしまった。

「マジかよ……！　マジかよマジかよマジかよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　木瀬は全力で来た道を戻もどり、最後は自分の部屋に文字通り転がり込んだ。

「マジだった！　マジで一千万入ってやがった！」

　掲かかげるようにイフにキャッシュカードを見せながら木瀬が叫さけぶ。機械の画面に仲良く並んでいたたくさんの０が脳裏に焼き付き離はなれない。

「手続きにミスがなかったようでなによりです」

「あ、あの金マジでもらっていいのか!?」

「ええ。私どもの依い頼らいをお請うけいただければ、正式に木瀬さまへの報ほう酬しゆうとなります」

「マジかよ……」

　あまりの衝しよう撃げきに言語中ちゆう枢すうが麻ま痺ひしてしまったのか、木瀬は先ほどから同じ言葉を繰くり返してばかりだ。もはやドッキリか否いなかはどうでもよくなっていた。

「本ほん契けい約やくを結んでいただいたと判断してよろしいようですね」

　イフが尋たずねると木瀬は無言ながら懸けん命めいに首しゆ肯こうする。力を込めすぎて頭が落ちそうだ。

「ありがとうございます。ではお仕事はいつ始められますか？」

「え？　いつからやるか選べんの？」

「はい。始めるタイミングは木瀬さまにお任せいたします」

「なら明日からでもいいか!?」

「承知いたしました。では木瀬さま、明日からよろしくお願いいたします」

　二度目の深い礼を行うイフだが、それを受け止める役の木瀬はすでに玄げん関かんで靴くつを履はいていた。手にはいつの間に拾ったのか携けい帯たい電話が握にぎられている。

「あ、好きなだけいていいから！　盗みたかったら何でも盗んでいいぞ！」

　革かわ靴ぐつの爪つま先さきで地面をノックしながらイフに言うと、木瀬はまたしても他人を残して外へ出た。そしてすぐにある人物に電話をかける。

「おいヒモ！　パーリーするぞ！」




「くあっ……！」

　呻うめいたのは木き瀬せだ。そのまま寸刻うつむき、やがて勢いよく顔を上げた。

「何だこりゃ！　この世のモノとは思えないほど美味うめぇ！」

　興奮冷めやらない木瀬が箸はしを伸のばした先には、テーブル中央に埋うめ込まれたロースターがある。真下の炭火により熱せられた鉄てつ網あみ、その上では脂あぶらで煌きらめく厚切りの牛肉がジュウジュウと食欲をそそる音を奏かなでていた。

「最高だ……死んでもいい……いや、やっぱ死ぬのは嫌いやだ……」

　押し寄せる多幸感に惚ほうけながら木瀬は言った。歯を使う必要がないほど柔やわらかで、豊かな脂は上質な果実のように甘く、そして舌を蕩とろけさせる鮮せん烈れつな旨うま味み。ここまで美味おいしさを強く主張する肉は生まれて初めてかもしれない。

「どうした、食欲ないのか？」

　木瀬が向かいに座る阿あ久く津つに尋たずねる。肉に夢中で気づかなかったが、友人はまだ手元の箸にさえ触ふれていなかった。

「いや、食欲はスゲーあんだけどさ」

　苦笑とともに阿久津は視線を巡めぐらせる。彼らがいるのは広さ十五畳じようほどの個室で、黒を基調とした内装が洒落しやれた雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。いい意味で飲食店らしくない。

「この焼き肉屋、目ン玉飛び出るぐらいお高いってテレビで言ってた店だぜ？　無職とヒモの最強タッグで入って大だい丈じよう夫ぶかよ」

「俺の奢おごりって言ったろ？　心配しないでガンガン食え」

　木瀬がいい焼け加減の肉を阿久津の皿に置いてやる。しかし友人は「もしかして食い終わったあと鬼おにごっこする予定じゃねぇだろな？」と半眼を作った。どうやら食い逃にげの敢かん行こうを疑われているらしい。

「ふっふっふっ、阿久津くん。あるんだぜ、金なら！」

　木瀬が尻しりポケットから取り出した札束をテーブルに置いた。立てられるほどの厚みだ。

「うっひょー！　ユッキーその金どうしたのさ!?　もしかしてパワーショベルでＡＴＭ丸ごとゲットしちゃったん？」

　驚おどろきと興奮のあまりか阿久津は椅い子すの上で起立する。その間も両眼は垂すい直ちよくに立つ一万円の集合体に釘くぎづけだ。

「フフフ、実は超ちよう高額のバイトを見つけてな」

「何それ超やばそう！　怖こわいからつっこまないでおくわ！」

　木瀬の容姿以上の胡う散さん臭くささを感じ、阿久津は詳くわしく聞かないことを即そく断だんした。だが奢りに関しては遠えん慮りよを止やめたらしく、爛らん々らんとした目でメニューをめくっていく。

「ヘイ、ユッキー！　俺このシャトーブリアンっての食ってみたいんだけど!?」

「頼たのめ頼め、好きな物を好きなだけ頼め！　おまえのバックにはこのスーパーお大だい尽じんさまがついてるぞ！　ハハハ！」

　高笑いすると木き瀬せはグラスに入ったビールを飲み干す。完全に金の魔ま力りよくにやられていた。

「ユッキー超ちよう男おとこ前まえ！　すいませーん、そこの尻しりがやたらエロいおねーさん！」

　廊ろう下かに顔だけを出した阿あ久く津つが接客係の若い女を呼び止める。

「シャトーブリアンとミスジとザブトンと極ごく上じようカルビをそれぞれ五人前！　あとこの店で一番高い酒持って来て！　ボトルで──いや、むしろ樽たるで！」




「食った食った」

「ふいー、余は満足じゃ」

　木瀬と阿久津が張りに張った腹を撫なでる。高級焼き肉店での豪ごう華か晩ばん餐さんを終えて外に出ると、紺こん色いろの空に星が瞬またたいていた。

「まだこんな時間かー」

　心地ここちよく酔よっ払ぱらった阿久津が腕うで時ど計けいを見る。随ずい分ぶんと長い間飲み食いしていたつもりだったが、そもそも開始が夕方前だったので夜としてはまだ浅い頃ころだった。

「ヘイ、ユッキー。もう一軒けん行っちゃう？」

　自分で支し払はらう気はまったくないにもかかわらず、阿久津は木瀬に二軒目を促うながす。だが謎なぞの大金を持っている友人からの返事はない。瞑めい目もくして深く考え込んでいるようだ。

「ユッキー？」

　もう一度阿久津が呼ぶと木瀬はゆっくりと目を開いた。そして真しん剣けんな面おも持もちで語り出す。

「なあ阿久津。『飲む打つ買う』って聞いたことあるか？」

「えっと、俺らの父親とかそれより前の世代のおっさんたちの遊び方だっけ？」

　若じやつ干かん自信なさげに阿久津は言った。最近はそれを口にする者も少なくなっているため、彼も耳に挟はさんだことがある程度だ。

「飲む打つ買う。それはかつて『男が道楽の限りを尽つくすこと』を指していたらしい」

「ユッキー、おまえまさか……」

　阿久津の視線に木瀬は力強く頷うなずく。

「俺たちはついさっきまで浴びるほど酒を『飲んだ』」

「ってことは、お次は──」

　二人は顔を見合わせて笑うと、最も寄よりの駅に向かって駆かけ出した。




　煌きらめくスタジアムライトが照らすのは長大なダートコースだ。そこでは走ることを宿命づけられた馬たちが己おのれの存在を懸かけて疾しつ走そうしている。そんな彼らに歓かん声せいや怒ど号ごうや悲鳴を浴びせながら人間たちは今日も己の資金を賭かけていた。

「来い来い来い来い！」

「おまえならやれる！　行けぇぇぇ差せぇぇぇぇぇぇ！」

　最後の直線でのデッドヒートに木き瀬せは前のめりで、阿あ久く津つは念を送るように両手を突つき出して応おう援えんをする。男の道楽の一つ『飲む』を達たつ成せいした二人は夜の競馬場に来ていた。そう、博打ばくちを『打つ』ためである。

「だー！　届かなかったかー！」

「過去のことは忘れろ阿久津！　次だ！　次のレースこそが本命だ！」

「よっしゃぁ！　今度こそ俺に勝ちをくれよ？　頼たのむぜ、カワイ子ちゃん」

　こうして彼らはバカ騒さわぎしながら大いにレースを楽しんだ。

　二時間ほどして──

「ちくしょう、全部外れちまった」

　競馬場と駅を結ぶ道で阿久津はうな垂だれていた。そんな彼の肩かたを木瀬がニヤニヤと叩たたく。

「自じ称しよう『女のプロ』のおまえも幸運の女神は落とせなかったみたいだな──俺と違ちがって」

「うっせー。おまえだって散々スッたくせに。あんだけの金使ってプラス二千円じゃねぇか」

「フッ、勝ちは勝ちだ」

「あー、牝馬おんなが俺を裏切るなんて有り得ねぇよ！」

　頭を抱かかえて阿久津が叫さけんでいると、隣となりを歩いていた木瀬が不意に足を止めた。

「……なあ、阿久津。やっぱ最後はアレだよな？」

　木瀬は神しん妙みような面おも持もちだった。だから少しだけ先行していた阿久津は、振ふり向きざまに親友の問いに本気で応こたえた。

「酒のむ、博打うつと来ればアレしかないっしょぉぉぉぉぉぉ！」




　長ちよう寿じゆの八や重え桜ざくらを思わせる豪ごう華か絢けん爛らんたるシャンデリアが天てん井じようで輝かがやいている。その過か剰じようともいえる光を浴びて艶つやを得るのは、胸むな元もとの大きく開いたドレスを身にまとった華はなやかな化け粧しようの女たちだ。普ふ段だんなら美術館めいた店内の各席に散り、彼女らコンパニオンは各おの々おので客に色気を振り撒まく。しかし今日は違った。全員が中央の二席に集合しているのだ。

「くっ、バランスを崩くずした！」

　十人以上座れそうな長いソファーの中心に陣じん取どった木瀬が、隣となりの赤いドレスの女にもたれかかる。倒たおれないよう必死だったせいか、彼の両手は彼女の豊かな胸をしっかり摑つかんでいた。表情こそ平素と変わらないが、顔色は真っ赤なので相当酔よいが回っているようだ。

「やだぁ、もぉエッチー！」

　赤いドレスは笑いながら木瀬の手をペチンと叩く。さすが接客のプロだ。この程度のオイタでは動じない。

「悪い悪い、ケガさせちゃったかな」

　そう言うと木瀬はズボンのポケットに手を入れ、

「あ、これ治ち療りよう費ね」

　取り出した一万円札を赤いドレスの胸の谷間に差し込んだ。それを見た女たちが一いつ斉せいに目の色を変える。

「ねえ、今度はこっちに倒たおれて！」

「あ、ずるーい！　こっち！　こっちに来てよぉ！」

「コラコラ、揉もめない揉めない」

　木き瀬せは互たがいを押し退のけて手招きする彼女たちを宥なだめると、

「──なぜなら揉むのは俺の仕事だからだっ！」

　両手を前に突つき出して宣言した。ほどなく黄色い声が店内に響ひびき渡わたる。

「おー、ユッキー弾はじけてんなぁ。俺も負けちゃいられないぜぇ！」

　全力で楽しむ木瀬の姿に刺し激げきされた阿あ久く津つは、景気づけと言わんばかりに手に持っていたウイスキーのグラスを一気に空ける。そして横並びに座るコンパニオンの瑞みず々みずしい太ふと腿ももにヘッドスライディングを決めた。

　まだまだ狂きよう乱らんの宴うたげは続きそうである。




「うぐ……頭が割れる……！」

　目覚めた瞬しゆん間かん、木瀬は頭ず蓋がいを内側がわから穿せん孔こうされているような痛みを覚えた。この症しよう状じようは知っている。純然たる二ふつ日か酔よいだ。

「昨日阿久津と飲みに行って、それから……あー、キャバクラの後どうしたっけ……？」

　自室でうつ伏ぶせになったまま記き憶おくを遡さかのぼろうとするも、ある時間以降は白紙のスケジュールのように何も書かれていなかった。さすがの脳もアルコール漬づけの状態では記録する気力が起きなかったのだろう。

「何も思い出せねぇ」

　緩かん慢まんに寝ね返がえりを打つと、不意に雪原を思わせる肌はだの色をしたきれいな足が目に入った。酔よっ払ぱらってマネキンでも持ち帰ってしまったのだろうか。木瀬は自分に嘆たん息そくする。

「……にしても最近のマネキンは随ずい分ぶんエロいな。質感とか本物みてぇだ」

　昨夜の宴の熱がまだ残っているのか、木瀬の指は吸い寄せられるように魅み力りよく的な足を触さわろうとする。

「おはようございます、木瀬さま」

　突とつ然ぜん降って来た声に木瀬はビクリと体を跳はねさせた。そしておそるおそる上を見上げると、きれいな足の持ち主が自分を見下ろしていることに気づく。翠すい玉ぎよく色の髪かみを持つ少女、イフだ。

「……お、おはようございます？」

　引きつった顔で挨あい拶さつを返しながら、伸のばしかけていた手をこっそり引っ込める木瀬だった。




「えっと、イフ──だったっけ？」

　キッチンから戻もどりつつ木き瀬せはイフに声をかけた。手には冷蔵庫から出した小さな小こ瓶びん、ウコン入りの清せい涼りよう飲料水だ。二ふつ日か酔よい防止を謳うたっている商品だが、すでに二日酔いになっている場合も効果はあるのだろうか。

「こんな朝っぱらからどうした？」

「現在の時刻は午後三時六分です。朝という定義からは少し遠いかと存じます」

「細かいことはいいじゃねぇか。で、俺に何か用？」

　ウコンドリンクの瓶を咥くわえたまま、木瀬は部屋の端はしに追いやられていた布ふ団とんを引き寄せてくるまる。カバーにはもちろん天才物理学者がプリントされていた。

「業務の開始時間が迫せまっていることをお知らせに参りました」

「業務？」

　眉まゆ根ねを寄せた木瀬だったが、ほどなく昨日のやり取りを思い出す。まだ酒を飲んでいなかったのでそのあたりは覚えていた。

「ああ、業務ね。実はもう少ししたらやろうと思ってたんだよ」

「さようでございましたか。そうとは知らず出すぎた真似まねを。大変失礼いたしました」

　イフは深々と頭を下げる。果たして木瀬の言葉を信じているのか、それとも今の今まで忘ぼう却きやくしていたことを見抜ぬいているのか。表情にも声にも波がないため、彼女の考えが読めない。

「それでは準備が整われましたら私にお声かけくださいませ。業務を開始させていただきます」

「ん？　ああ、いつでも始めていいぜー」

　布団の中から木瀬が答えた。

「かしこまりました。では昨さく日じつも申し上げました通り、今回木瀬さまには『混乱の鎮ちん静せい化』を行っていただきます。もう一度規則についてのご説明をお聞きになられますか？」

「はいはい、オッケーオッケー」

　適当に聞き流しつつ、木瀬はポケットから携けい帯たい電話を取り出す。

（ポンと一千万も寄よ越こす仕事なんて法律に触ふれる仕事に決まってる）

　そして１１０番の準備をしながら心しん中ちゆうで唱えた。

（『ボクはワケも分からず巻き込まれただけの憐あわれな無職です』、『ボクはワケも分からず巻き込まれただけの憐れな無職です』）

　繰くり返すのは警察に保護された時の台詞せりふだ。あくまで自分は被ひ害がい者という立場で通すつもりらしい。散々豪ごう遊ゆうしておいて。

（──待てよ）

　木瀬がハッとなる。

（やばい仕事だったとしたら、あのド派手な演出は何の意味があったんだ？）

　回想するのは昨日イフが登場した際の眩まばゆいエメラルドグリーンの光だ。

（やっぱテレビの可能性も捨てきれねぇ。どっちだ？）

　木き瀬せは迷いに迷っていた。

「むむむ……」

「──木瀬さま」

「悪いけどちょっと静かにしてくれ。今考えてる途と中ちゆう……」

　眉み間けんに皺しわの寄った顔を上げると、背を向けたイフがこちらを振ふり返っていた。いや、問題は彼女ではない。彼女の前方にある青白い渦うずだ。海面に発生したものをちょうど横置きにしたような見た目である。

「な、何だそれ！」

「次元門ゲートでございます。大変お待たせいたしました。それでは木瀬さま、よろしくお願いいたします」

　イフが深々と頭を下げた瞬しゆん間かん、渦は凄すさまじい光を放ちながら木瀬を吸い込んだ。

「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!?」




「ぐ……」

　木瀬の口から微かすかな呻うめき声ごえが漏もれる。目の前が真っ暗で何も見えない。強きよう烈れつな光に焼かれたため、一時的に正常な視力を失ってしまったらしい。

「さっきの光は……いや、それより何だこの匂におい」

　鼻び腔こうに押し寄せている香かおりに、薄うす目めしか開けられない木瀬は顔をしかめる。それは濃のう厚こうな緑の匂いだった。

「大量のパクチーをこれでもかと料理にぶっかけたみてぇな……」

　連想するのは山のように香こう草そうの盛られたタイ料理である。そんなことを考えている間に、木瀬の目は少しずつ色しき彩さいを取り戻もどしていく。

「……は？」

　木瀬の唇くちびるからこぼれたのは声と息の中間の音である。ついさっきまで平へい凡ぼんなアパートの一室にいたはずの彼は、いつの間にか草原の真ん中で布ふ団とんを羽織って座っていた。頭上には天てん井じようの代わりに目にしみるほどの青い空が広がっている。

「正解はテレビの方だったか！」

　しまった、と言わんばかりに木瀬は頭を搔かく。賭かけでいえば大穴が来てしまった形である。

「最近の映像技術って凄すげぇんだな。完全に現実だもんな、これ」

　感心しながら木瀬は腰こしを下ろしている緑の絨じゆう毯たんを凝ぎよう視しする。植物の知識に自信はないが、それらはあまり日常的に見かける種類ではないように見えた。

　その時、後方でクシャと草を踏ふむ音が聞こえる。

「ああ、そこにいたのか」

　木き瀬せが肩かた越ごしに振ふり返った。誰だれがいるのかは分かっている。先刻から姿の見えないあの翠すい玉ぎよく色の髪かみの少女──ではなかった。

　特大の樽たる。

　それが木瀬の第一印象だ。半ば背を向けた彼の目に映っているのは、まさに特大の樽のごとき巨きよ大だいな豚ぶただった。しかもただ大きいだけではない。その額には本来あるはずのない剣けんのごとき角つのが生えていた。

「グゴォォォォォォ！」

　地鳴りのような咆ほう哮こうを上げると、一いつ角かく豚とんは木瀬を目がけて鋭するどい角を突つき出して来た。

「うわっ!?」

　どっかり座って身動きの取れない木瀬は、反射的に羽織っていた布ふ団とんを投げつけた。直後、パーティー用のクラッカーのごとく白い羽う毛もうが飛び散る。

「おいおい……」

　真っ二つになったアインシュタインを見下ろし、木瀬が表情を強こわばらせた。あの角は飾かざりではないようだ。

「ブゴォ！」

「うわわっ!?」

　突とつ進しんして来る一角豚を高速のハイハイで木瀬は躱かわす。そのまま近くの大岩の陰かげに滑すべり込んだ。

「いくらテレビでもこれはシャレにならねぇ！　早くこのマシーンを止めてくれ！」

　先ほどから姿の見えない少女ではなく、むしろスタッフに向けて木瀬は頼たのんだ。しかし反応はない。必死さのこもった声だけが空しく草原に響ひびいたのみである。

「おい、聞いてんのか!?」

　再度呼びかけた刹せつ那な、木瀬が背を預けていた大岩に亀き裂れつが走る。そしてそのまま豪ごう快かいに崩くずれ落ちてしまった。

「よ、よう」

　障害物が排はい除じよされ木瀬は一角豚との再会を果たす。両者の別れは一分にも満たなかったが。

「ブフーッ、ブフーッ……！」

　顔に付着した大岩の欠片かけらを首振りで払はらいつつも、一角豚の血走った目は木瀬を決して離はなさない。そんな熱ねつ烈れつなアプローチを受けている青年は苦笑しながら両手を上げた。

「もしかして中に人が入ってるタイプ？　あんた最高の演技だよ。完かん璧ぺきに豚になりきってる。──よっ、この豚野や郎ろう！　もちろん今のは誉ほめ言葉だぜ？」

　一角豚の中にいる演者に木瀬は賞賛と拍はく手しゆを送る。ところが、そんなものは欲していないとばかりに角を持つ巨体はこちらへの突とつ進しんを開始した。

「うおっ！」

　激げき突とつを避さけようとした木き瀬せだが、焦あせりのせいか草に足を取られた。その場で尻しり餅もちをついてしまう。途と端たん、背筋を寒さむ気けが駆かけ上がった。本能が警告してくれているのだろうか。

　──死が迫せまっている、と。

「う、うおあぁぁぁぁぁぁぁ！」

　恐きよう怖ふのあまり木瀬は絶ぜつ叫きようする。そんな彼の前に颯さつ爽そうと躍おどり出た人ひと影かげがあった。二メートルはありそうな大男だ。筋肉で盛り上がったその背には身の丈たけを超こえる剣けんを負っている。

「ぬぅぅぅんっ！」

　男は長大な剣を引き抜ぬくと、重厚な気合を込めて頭上から振ふり下ろした。大地さえ両断しかねない縦一いつ閃せんを浴び、角つのを持つ豚ぶたが真っ二つになる。だが疾しつ走そうの勢いは残っていたのだろう、半分になりながらも二、三メートル前進を続けた。中でも右半身は目指していた木瀬のすぐ側そばまで迫せまる執しゆう念ねんめいたものを見せた。

「完全にグロ画像だ……」

　木瀬は足先に転がる赤黒い血にまみれたかつて豚だったものから目を背そむける。むせるような血の臭においも手伝って戻もどしそうだった。

「青年、ケガはないか？」

　長大な剣を背負い直すと、大男は木瀬に手を差し伸のべた。野球のグローブを思わせる大きな掌てのひらが軽々と成人男子を立ち上がらせてくれる。

「ど、どうも」

「見慣れぬ服装だな。どこから来た」

「東京です。あ、俳優の人ですか？　日本語お上手ですね」

　大男を観察しながら木瀬は言った。刈かり込んだ金きん髪ぱつに彫ほりの深い顔立ち。西洋人なのだろうが正確な出身国までは見極きわめられない。彼らがアジア人の見分けがつかないのと同じである。

「……トーキョ？　それにヘイユーとニホングとは何だ？」

　大男は怪け訝げんな面おも持もちだった。これだけ流りゆう暢ちように日本語を喋しやべりながら彼は何を言っているのか。

「──シュワルツ！」

　言葉の真相を問う前に女の声がした。遥はるか遠くで二つの人ひと影かげがこちらへ手を振っている。

「すまぬ、私は行かねば」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　シュワルツと呼ばれた男は木瀬の制止も聞かず、少し離はなれた場所で待っていた二足歩行の恐きよう竜りゆうに似た動物の背に跨またがる。

「さらばだ！　キミに戦神スタロゥンの加護があらんことを！」

　恐竜に鞭むちを入れるとシュワルツはかなりの速さで走り去ってしまった。

「まだ話の途と中ちゆうだろうが……」

　もう豆まめ粒つぶほどになってしまった屈くつ強きような背中を見送りながら木瀬は立ち尽つくす。聞こえるのは風が奏かなでる葉は擦ずれの音のみ。またしても独りになったことを嫌いやでも実感させられる。

「……はあ」

　木き瀬せが重い溜ため息いきを吐ついた。すると、

《お疲つかれでございますか？》

「うおっ!?」

　突とつ然ぜん耳元で話しかけられ、木瀬は思わず仰のけ反ぞる。ただこの声には聞き覚えがあった。

「イフか!?　どこだ!?」

《木瀬さまの左後方でございます》

　案内に従うと確かに翠すい玉ぎよく色の髪かみの少女はそこにいた。

「いくらテレビだからって、こんなタチの悪い冗じよう談だんやって許されると思ってんのか!?」

　犬歯を剝むいて木瀬が詰つめ寄ると、イフは無表情のまま首を小さく傾かしげる。

《冗談、でございますか？》

「これが冗談じゃなくて何だってんだ！　最新のヴァーチャルリアリティだか知らねぇが、突然こんな殺人マシーンけしかけやがって！　俳優の人が助けてくれなかったら大変なことになってたぞ！」

　怒いかりの収まらない木瀬は足あし下もとの一いつ角かく豚とんの半身を蹴けりつける。

《落ち着いてくださいませ、木瀬さま》

「落ち着けるわけねぇだろ！」

　イフの言葉を燃料にして木瀬がさらに怒いかりの炎ほのおを強めたその時、草原に犬の遠とお吠ぼえのような声が響ひびき渡わたった。

《どうか声の大きさにご注意くださいませ。新たな個体を呼び寄せてしまいます》

「新たな？　またこういうの寄よ越こすつもりか？」

　木瀬はしかめっ面つらで足あし蹴げにしている一角豚を指差す。するとイフはゆっくり、地平線をなぞるように周囲を見回した。

《そちらの生物はこの辺りに多数生息しているようです》

「生物？　機械だろ？」

《いえ、生物でございます》

　イフが断言すると木瀬はグシャグシャと自らの髪かみを乱した。

「いい加減にしろよ？　もうおまえらの冗談に付き合うつもりはねぇ。これでも生物だって言い張るつもりか？　ええっ!?」

　声を荒あららげると木瀬は一角豚の半身に手を突つっ込む。赤黒い海の中から捜さがすのは動力を司つかさどっているはずの機械だ。しかし、どんなに手を深く入れてもそれらしい手て応ごたえがない。代わりに得ているのは湯気が立つほどの温かさだ。

「……もしかして本物か？」

　木き瀬せが真顔でイフを見ると、

《さようでございます》

「うげぇぇぇ……！」

　大おお慌あわてでしゃがみ込み、木瀬は血まみれの手を草や土で懸けん命めいに拭ぬぐう。

「何なんだよ。一体何なんだよ、この状じよう況きようは……」

《どうやら木瀬さまと私の間に認にん識しきの齟そ齬ごが生じているようです》

　疲ひ労ろう感いっぱいでうな垂だれている木瀬を見下ろし、イフが小さく頷うなずいた。

《この件に関しては早さつ急きゆうに修正するべきなのですが、現状に限ってはあちら──南東へ向かって移動することを最優先で提案いたします》

「無茶言うな。こんな精神ガッタガタの状態じゃ歩くどころか立ち上がる気力も湧わかねぇ」

　ガラス玉のような目で木瀬はイフを見上げる。しかし、

「お急ぎくださいませ。すでに撒まき散らされた血の臭においを嗅かぎつけた生物がこちらへと接近を始めております。到とう着ちやくまであと三十二秒。足音から推すい測そくして三頭、足あし下もとの生物よりも遥はるかに巨きよ大だいな肉にく食しよく獣じゆうです」

「何でそんなこと分か……」

　問い質ただそうとしたその時、木瀬の足の裏が何かを感じた。地じ震しんではない。もっと一定間かん隔かくの震動だ。そう、何かとても大きく重量のあるものが移動しているような。

「だあぁぁぁぁぁぁ！」

　飛び上がるように立つや否いなや、木瀬はイフの指定した方角へ駆かけ出した。泣き言を言っていた割に力強い走りである。

《このまま直進いたしますと、木瀬さまに親しみの深い単位でいうところの十分四十一秒後に最も寄よりの町へ到とう着ちやくいたします。諸もろ々もろのお話はそこでゆっくり──突とつ然ぜん申し訳ございません木瀬さま。後方より接近する生物が確かく認にんされました。このままでは追いつかれてしまいます。振ふり切るために木瀬さまに親しみの深い単位でいうところの二十三パーセント速度をお上げくださいませ》

「ちくしょう、何で俺がこんな目に……っ！」

　奥歯を嚙かみ締しめながら木瀬は足に鞭むちを打つ。これほどの激走は中学のマラソン大会以来のことだった。













　　　仲間の章







「や……やっと着いた」

　大きく肩かたで息をしながら、木き瀬せは額に貼はりついた前まえ髪がみを払はらう。懸けん命めいに走ったお陰かげで南東の町には予定よりも大おお幅はばに早く到とう着ちやくしていた。正確にはまだ町の入り口である門の付近だが。

「さっきの話の続きをするぞ。『これ』は一体何だ？」

　町に近づけたことで安心したためか、木瀬はあらためてイフに切り出した。

《『これ』とは？》

「全部だよ、全部！　このファンタジー映画のロケ地みたいな場所はどこなんだとか、何で俺がこんなとこにいるのかとか、そのへん引っくるめて全部説明しろ！」

《承知いたしました》

　木瀬が摑つかみかかる勢いで詰つめ寄るも、イフはこれまで通り淡たん々たんと頷うなずく。

《ではまず、この場所についてのご説明からさせていただきます。現在木瀬さまがおられるのは、普ふ段だんお暮らしになられている世界ではございません》

「普段の世界じゃない？」

《はい。ここは異なる次元に存在する、我々が『エフドラ』と呼んでいる世界でございます》

「あのなぁ、そんなデタラメ信じ……」

　反はん駁ばくしかけた木瀬だったがすぐに首を横に振ふる。それから「続けてくれ」とイフを促うながした。彼女の話の真しん偽ぎを論じるのは話を聞き終わってからでも遅おそくない。何よりアパートの一室にいたはずの自分が広大な草原の真ん中に瞬しゆん間かん移動させられたり、見たことも聞いたこともない角つののある豚ぶたに殺されかけたりした実体験がある。デタラメの一言では片づけ難にくい。

《次に木瀬さまがエフドラにおられる理由ですが、これは至し極ごく単純でございます。ここが勤務地ですので私がお連れしました》

「は？　勤務地？」

　意味が分からず眉まゆをひそめた木瀬だったが、すぐに「あ」と息を漏もらした。

「自宅から徒歩０分の勤務地……」

　チラシに書かれていた一文を思い出す。確かにアパートからこの世界に来るまで歩いた記き憶おくはない。

「ここでやれってのか、バイト」

《はい。このエフドラの混乱を治めていただくことが木瀬さまのお仕事でございます》

「この世界の混乱を──」

　呟つぶやきながら木き瀬せは辺りを見回す。これから入る町は白しろ煉れん瓦がの壁かべに囲われ、その向こう側がわには石造りの家々や塔とうが覗のぞいていた。とりあえず都心では見かけない建物ばかりで、もっとも近しいのは教科書などで目にした中世の町並だろうか。そこから視線を横へ滑すべらせていくと、先刻まで疾しつ走そうしていた大草原が、さらに霞かすむほど遠くでは歪いびつな三日月のごとき頂を有する山がそびえていた。……と思いきや、山の上半分が翼つばさを広げ彼方かなたの空へ飛び去る。どうやらおそろしく巨きよ大だいな飛行生物だったらしい。

「……」

《どうかなさいましたか？》

　イフが声をかけるも木瀬は無反応である。だがその心しん中ちゆうでは、

（無理むりムリ無理むりムリ無理むりムリ無理むりムリ無理むりムリ無理むりムリ無理！）

　声にならない叫さけびが爆ばく発はつしていた。瞬しゆん間かん的な混乱度合いではこの世界よりも彼の方が上回っていたかもしれない。

「な、なあイフぅ」

　やがて多少冷静さを取り戻もどした木瀬が、気味が悪いほど甘えた声でイフを呼ぶ。

「一時的に家に帰りたいんだが……部屋の戸と締じまりとか確かく認にんしたくて」

　引きつった笑え顔がおで木瀬が拝むと、

《承知いたしました》

「え？　マジで!?」

《はい。ただし有ゆう償しようになりますが、それでもよろしいでしょうか？》

「いい！　何でもいいから早く帰らせてくれ！」

　一時帰宅と言いつつ木瀬は完全にバイトを無断退職バツクれるつもりだったが、

《承知いたしました。では、木瀬さまの国の通貨で八百六十二万円いただきます》

「──高っ！」

　イフから提示された金額に木瀬は白目を剝むく。

《申し訳ございません。次元門ゲートを開くには莫ばく大だいなエネルギーを必要とします。そしてそれを賄まかなえる燃料が非常に稀き少しようで高価なのでございます》

　人差し指と親指で挟はさんだ、菓か子しのコンペイトウにも似た青の結けつ晶しようをイフは見せる。

《ご安心くださいませ。出勤と退勤の二回に関してはこちらが交通費を負担する契けい約やくとなっております。業務を終えて、晴れてご帰き還かんの際はお金をいただきません》

（『大金払はらわずに退勤しかえりたかったら仕事終わらせろ』ってことかよ）

　抑よく揚ようのないイフの説明を聞いた木瀬は心中で唸うなる。このまま帰れば報ほう酬しゆうの九割近くが引かれてしまう。ただでさえ昨日阿あ久く津つと一いつ緒しよに散財の限りを尽つくしたのに、だ。

（帰りの金まで負担したら最悪足が出るんじゃ……）

　木瀬は思わず頭を抱かかえた。こんな危険な世界など一秒でも早く離はなれたい。しかし今ここで帰れば、待っているのは大量の布ふ団とんカバーの在庫だけの職も金もない生活である。

　どちらも嫌いやだ。それでもどちらかを選ぶしかない。

《それでは木き瀬せさまのお部屋に戻もどりま──》

「中止！　やっぱ戻るの中止！」

　イフが例のコンペイトウを放ほうり投げようとした時、両腕うでで頭上に大きくバツ印を作りながら木瀬は叫さけんだ。

《お部屋の戸と締じまりはよろしいのですか？》

「ああ、いいんだ。盗ぬすまれて困る物なんて別にねぇし……」

　巨きよ大だい飛行生物の舞まう空を見上げて木瀬は弱々しく笑う。身の安全より金を選んだ瞬しゆん間かんだった。




　一時帰宅を諦あきらめた木瀬は異世界初の町に足を踏ふみ入れていた。

「ところで、この世界の混乱を治めろって言うけど実際何すりゃいいんだよ」

　正面からやって来た青年とすれ違ちがいながら木瀬がイフに尋たずねる。すると腰こしに剣けんを差した青年は怪け訝げんそうな顔で木瀬たちを見つめ、そのまま門の外に出るまで視線を送っていた。

（やっぱ異世界の服は目立つか）

　木瀬が着き替がえを検けん討とうしていると、

《──ますか？》

「ん？　ああ、悪い。聞いてなかった」

　イフの言葉を聞き逃のがしたことに気づき、木瀬はもう一回と人差し指を立てた。

《先ほど外で遭そう遇ぐうした生物を覚えておられますか？》

「忘れられるわけねぇだろ！」

　木瀬がほんのり赤色に染まっている両手を突つき出す。一いつ角かく豚とんを触しよく診しんした時に付着した血の跡あとなのだが、元の世界と違って手洗い場がないのでずっと落とせずにいた。

《失礼いたしました。元々この世界には魔ま獣じゆうと呼ばれる獰どう猛もうな野生動物──あの角つのを持つ豚ぶたのような生き物が全域に生息していたのです。しかし彼らは縄なわ張ばりさえ侵おかさなければ人間を襲おそうこともなかったため、時折事故はあったものの両者は上手うまく住み分けができていました》

　ところが、とイフは小さな間を挟はさむ。ここからが本題のようだ。

《数年前から魔獣たちが縄張りを侵していない人間まで襲うようになりました。そこから徐じよ々じよにエフドラ全土の魔獣は凶きよう暴ぼう化し、時には群れを成して町や村を襲しゆう撃げきするように──》

「話が長なげぇよ。簡潔に言え、簡潔に」

　苛いら立だちを隠かくすことなく木瀬が口を挟む。バイトを終わらせる条件が聞きたかっただけで、この世界の詳しよう細さいなどには興味はないのだ。

《承知いたしました。『魔獣王』と呼ばれる存在を討とう伐ばつする。それこそ混乱を治める確率が最も高い行動だと思われます》

「魔ま獣じゆう王おうって。そんな物々しい名前のヤツを俺とおまえなんかで倒たおせるのか？」

《いえ、魔獣王に挑いどめるのは木き瀬せさまのみでございます。私はこの案件に直接関かかわることが不可能ですので》

「はあ!?　聞いてねぇぞ！」

　木瀬が声を荒あららげるとイフは小さく首を傾かしげた。

《この件はすでに昨さく日じつお伝えしたと存じますが……》

「き、昨日はちょっと体調が悪かったんだよ」

　怒いかりから一転、木瀬は病人のごとく咳せき込んでみせる。まさか昨日イフが喋しやべったことのほとんどを聞き流していたとは言い難にくい。

《私の見立てでは昨日の木瀬さまは健康そのものでしたが、心因性の体調不良の可能性もございます。お察しすることができず失礼いたしました》

「お、おう。これから気をつけようぜ、お互たがい」

　話を聞いていなかったのは木瀬なので、本来ミスをしていないはずのイフに謝罪されるのはさすがに気まずかった。

《では、あらためてご説明を──》

「待て」

　再び語り出そうとしたイフを木瀬が制す。だが彼の目が捉とらえているのは、翠すい玉ぎよく色の髪かみの少女ではなくもっと先にいる男だ。あの逞たくましい背中は忘れもしない。一いつ角かく豚とんから木き瀬せを救ってくれた戦士、シュワルツのものだ。彼の後ろには細長い耳の若い女、さらに禿とく頭とうの青年が続いていた。

「おまえが手伝えない理由は後で聞く。だから今は俺の質問に答えてくれ」

《何でしょう》

「この仕事、誰だれかに手伝ってもらったら俺の報ほう酬しゆうは減るのか？　たとえば現地の人間とか」

《いえ、そのようなことはございません》

「安心したぜ」

　ニヤリと笑うなり、木瀬は早足で移動を始める。

《何をされるおつもりですか？》

「ファンタジー世界でモンスターとそのボスを倒たおす。フッ、中ちゆう坊ぼうの時にやったゲームにそっくりだぜ」

《遊戯ゲームでございますか？》

「ＲＰＧロープレのお約束だろ。一人で倒たおせないなら──仲間を集めろってな」




　西部劇でお馴な染じみのスイングドアを押し開くと、喧けん騒そうとアルコールの臭においが木瀬を迎むかえた。ここは町の中央部にある酒場だ。かなりの人気店なのか、十五ある四人掛がけのテーブルはどれもほぼ満席となっている。

「その手の連中の溜たまり場ばってことか」

　納なつ得とくしたように木き瀬せは呟つぶやく。ざっと見ただけでも客のほとんどが剣けんや杖つえを携けい帯たいし、どこか剣けん吞のんな目つきをしていた。おそらくシュワルツの同業者だろう。

「お、いたいた」

　幾いくつかのランプの灯あかりだけが頼たよりの薄うす暗ぐらい店内、その中を見回していた木瀬が表情を明るくする。発見したのは先ほど見かけたシュワルツの一いつ行こうだ。

（腕うでも立ちそうだが、急ぎの用事があったのに見ず知らずの俺を助けてくれたお人ひと好よし──じゃねぇ、ナイスガイなところがいい。仲間にするならこういうヤツじゃないと）

　単独での業務完かん了りようは不可能と判断し、木瀬はどうやらシュワルツを魔ま獣じゆう王おう討とう伐ばつの旅に加えるつもりのようだ。

（リーダーっぽいおっさんを口く説どければ、あとの二人も付いて来てくれるか？　戦力は多いに越こしたことないからな）

　思案しながら、すぐ側そばのテーブルで酔よいつぶれ寝ねてしまっている老人の手から木製のジョッキを拝借する。中を満たすのは赤ワインに似た甘い香かおりの酒だ。

（まずは酒を使って距きよ離りを縮める）

　仲間を得るために用いる策は、木瀬のような近年の新入社員には疎うとまれがちな伝統の交流術──『飲ミニケーション』のようだ。

（さあ、チーム木瀬の結成だ）

　自分の運命が懸かかっているせいか、木瀬は気合充じゆう分ぶんの面おも持もちで歩き出す。客の多い店内は依い然ぜんとして賑にぎやかだ。しかしそんな周囲とは対照的に、シュワルツたちのいるテーブルだけは沈ちん黙もくの幕が降りていた。

「だ、暗いダーク……！」

　言葉を交かわすこともなく、うつむきがちに酒を飲むだけのシュワルツ一行を目にし、さすがの木瀬も足が止まる。パーティー内で諍いさかいでも起きたのだろうか、とても声をかけられる雰ふん囲い気きではない。

（怯ひるんでる場合か。これも日本に帰るためだ）

　そう自分に言い聞かせた途と端たん、誰だれかが木瀬を後ろから追い越した。それは健康美に溢あふれた体を青の軽けい鎧がいで覆おおった少女だ。

「ごっめーん」

　やや強ごう引いんに抜ぬいた木瀬に肩かた越ごしのウインクを飛ばすと、彼女はミディアムショートの髪かみを弾はずませ駆かけて行く。そしてやがてシュワルツたちのいるテーブルで足を止めた。

「ねえ、ボクと一いつ緒しよに世界救わない？　魔獣王を倒たおそうよ」

　まるで学校の友人に話しかけるように少女は告げる。ただし内容はその気軽さに似つかわしくない壮そう大だいなものだった。

「……すまないお嬢じようさん」

　重く長い溜ため息いきを吐はき出したのはシュワルツだ。

「私たちは大事な仲間を失ったばかりだ。冗じよう談だんに付き合う余よ裕ゆうはない」

　悲しみを飲み込むように戦士はジョッキを呷あおる。仲間の二人も沈ちん痛つうな表情を顔に貼はりつけたままだ。しかし、

「救おうよ、世界」

　少女は諦あきらめる素そ振ぶりすら見せない。それどころかテーブルに身を乗り出し、少年のような瞳ひとみを輝かがやかせている。

「いい加減にしてくれ！」

　シュワルツが砕くだく勢いで卓たく上じようにジョッキを叩たたきつける。自分たちの気持ちを無視して話を続ける少女に我が慢まんの限界だったのだろう。

「キミの冗談には付き合って──」

　射竦すくめるように険しい眼まな差ざしで少女を捉とらえた時、シュワルツの言葉が途と切ぎれた。

　──光。

　そう、ほんの一いつ瞬しゆんだが目の前にいる少女が光を放っているように見えたためである。
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　種明かしをしてしまえば、酒場の天てん井じよう近くにある小さな窓から陽光が入り込み、それが偶ぐう然ぜんいい角度で少女に降り注いだにすぎない。だが偶然だから、滅めつ多たに起こらないことだからこそ浮き世離ばなれした美しさがあった。

「……キミは何者だ？」

　立ち上がったシュワルツが半ば呆ぼう然ぜんとした表情で問う。すると少女は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「んー、この世界の救世主ってヤツかな」

「救世主……」

　まるで福ふく音いんを授さずけられた信徒のように、シュワルツは瞑めい目もくし少女の発した単語を繰くり返す。

「シュワルツ？　どうしたの？」

　立ち尽つくしたままの戦士を案じ、耳の長い女が呼びかける。するとシュワルツはゆっくりと瞼まぶたを開けた。その瞳ひとみに先ほどまでの悲ひ嘆たんの色はない。

「私は彼女に付いて行こうと思う」

「本気で言ってんのか？」

　禿とく頭とうの青年が目を見開いて驚おどろく。

「魔ま獣じゆう王おうの出現以来、魔獣たちの生態は変質しているように思える。本来ならこの地域にはいないはずのトリプロクスと我々が遭そう遇ぐうしてしまったのがその証しよう拠こだ」

「あんな化け物さえ出て来なきゃトマスは……！」

「マリーナ……」

　耳の長い女が、指から出血しかねないほどにローブの裾すそを握にぎり締しめる。そんな彼女の肩かたに優やさしく触ふれつつ、禿頭はシュワルツを見上げる。

「確かに世界は混乱してるし、このままでいいとも思ってねぇ。でもそれを何とかするのは俺たちみたいな冒ぼう険けん者じゃなくて、軍事力のある国の役目だろ？　それにさ、ちょっと前に伝説の英えい雄ゆうの子孫が討とう伐ばつ隊を結成したって噂うわさもあったじゃん。そろそろあいつらが魔獣王倒たおしてくれるかもよ？」

「ついこの間、討伐隊は全ぜん滅めつしたって噂も聞いたけどね」

　涙なみだを袖そで口ぐちで拭ぬぐいながらマリーナが言うと、禿頭は「うぐ」と渋じゆう面めんで言葉を詰つまらせた。

「あたしは旅に出ること自体は反対しないし、シュワルツと一いつ緒しよに行ってもいいと思ってる」

　でも、とマリーナは少女を一ひと睨にらみした。

「こんな素す性じようも分からないヤツとは行けない。そうでしょ、サニィ」

「まあな」

　つるりとした頭を撫なでるサニィも芳かんばしくない表情だ。

「積極的に世界を救おうなんて柄がらじゃねぇが、二人が行くってんなら付き合うさ。ただ俺もマリーナと同じ意見だぜ。旅が始まれば仲間に背中を預けて戦うこともある」

　サニィが少女を指差し、同時にシュワルツを見据すえる。

「あんたは任せられんのか？　その背中を、たった今会ったこのお嬢じようちゃんに」

「無論だ」

　戦士が迷いなく頷うなずくと、解げせないとばかりにマリーナが眉まゆをひそめた。

「どうしてそこまで言えるの？」

「理り屈くつではない。私の魂たましいが訴うつたえるのだ、『この少女と行け』と」

　高鳴る鼓こ動どうを抑おさえるように左胸を叩たたく。そしてシュワルツは少女の前に跪ひざまずいた。

「我が名はシュワルツ・ネイガー。この命果てるまでキミとともに戦おう」

「ボクはトーコ。よろしくね、シュワルツ」

　身を屈かがめシュワルツと同じ視線の高さを作って少女は笑う。

「キミたちはどうする？」

　相変わらずの軽さで少女が声をかけたのはマリーナとサニィである。

「……一いつ緒しよに行くわ」

　寸刻の間を置いてマリーナが起立する。それを見たサニィは「やれやれ」と腰こしを上げた。

「いいのか、二人とも」

　シュワルツが仲間たちを振ふり返ると、

「『シュワルツが行くなら俺も行く』……トマスならきっとそう言ったと思うから」

「ここで俺だけ降りたら格好悪いだろ？」

　マリーナは微笑ほほえみ、サニィは嘆たん息そくした。

「感謝する」

　屈くつ強きようの戦士は膝ひざを突ついたまま仲間たちに頭を下げる。

「話はまとまったみたいだね。じゃあ、行こっか。この世界を救う旅に」

　二度柏かしわ手でを打つと少女は明るく告げた。まるでこれから遊びに行くような雰ふん囲い気きの彼女を先頭に、彼らは世界を救う旅へと──

「待ったらんかいっ！」

　その時、関西芸人風の怒ど号ごうとともに四人の前に立ちはだかった者がいる。もちろん、ここまで口を挟はさむ機会を見つけられず店内のインテリアと化していた木き瀬せだ。

「キミはあの時の……」

「やあやあ、さっきはどうも」

　にこやかにシュワルツに挨あい拶さつすると、木瀬は尖とがった眼まな差ざしを少女に向けた。

「見ての通り、俺の方が先にシュワルツさんと運命的な出会いを果たしてるんだよ。つまり、仲間にするための交こう渉しよう権は俺が優先されて然しかるべきだ」

　酷ひどく勝手な言い分を木瀬が展開する一方、少女は少し驚おどろいたように瞬まばたきを繰くり返している。

「日本人……？　へえ、ボク以外にもいたんだ」

「何？」

　少女の言葉に眉まゆを歪ゆがめた直後、木瀬は気づいた。彼女が連れているのはシュワルツたち三人だけでないことに。

　毛先に緩ゆるいウェーブのかかった長い髪かみは、アメジストを連想させる青あお紫むらさき色。それを有するのは、少女の傍かたわらに立つ冷たい印象を受ける美女である。奇き抜ばつな髪色もさることながら、木き瀬せが着目したのはその服装だ。

（似てる）

　木瀬は隣となりのイフと美女の服を見比べる。同じ服ではないものの、どこか角張ったデザインという共通点が両者の装よそおいにはあった。

「まさかてめぇもバイトか……!?」

　警けい戒かいを全面に押し出した面おも持もちで木瀬が問うと、少女は笑え顔がおで出入り口を指差した。

「ね、外行かない？　実はボク、お酒の臭におい嫌きらいなんだよね」




　本来なら店員以外は近づかない酒場の裏手のスペースで相対する男女がいる。一人は木瀬で、もう一人はトーコと名乗った少女だ。

「ボクは最も上がみ透とう子こ。キミは？」

「木瀬幸ゆき成なりだ。よく見たらてめぇガキだな」

　少し幼さの残る透子の顔を凝ぎよう視しして木瀬が言った。

「可か憐れんな女子高生だからね。そう言う木瀬幸成はいくつ？　三十歳ぐらい？」

「どう見てもピチピチの二十二歳だろうが。あと年上を呼び捨てにすんな」

　木瀬が苛いら立だたしげに言うも、対する透子は「頭硬かたいなぁ」と呆あきれ顔がおだ。

「で？　ボクに何か文句があるんだっけ？」

「そこの歴戦の猛も者さご一いつ行こうは俺が先に目をつけたんだ。譲ゆずれ」

　木瀬は叩たたきつける勢いで透子の後ろに控ひかえているシュワルツたちを指差す。金銭的ダメージを負わずに元の世界へ戻もどるという企たくらみのための、非常に身勝手な要求だった。

「木瀬幸成はなかなか愉ゆ快かいなこと言うね。でも残念、彼らを譲るつもりはないよ。モアの見立てじゃ、この人たちがボクと一番相性のいいパーティーらしいからね」

　木瀬の無茶な要求に笑顔をこぼしながら、透子は傍かたわらのモアと呼んだ美女を横目で捉とらえた。

「だったらハッキリさせるしかねぇな。どっちがこの世界を救うのかを」

　木瀬が腕うでまくりをする。まともにトレーニングなどしていないが、やはり女子高生に比べれば腕の太さは歴然だ。ただ本当に力でねじ伏ふせるつもりはない。いや、その必要がないと言うべきだろう。何しろ相手は木瀬と同じ世界の少女なのだから。

（たかが女子高生。片かた乳ちちでも揉もんで──は鎧よろいで無理だから尻しりにするか。軽くペローンと撫なでてやれば泣き出すだろ）

　そう結論づけると木瀬は透子に向かって駆かけ出した。後ろに回り込みながら、重力に逆らう上向きな尻を目がけて手を伸のばす。その姿は完全に変質者のそれだ。

「どこの世界だろうが弱肉強食は自然の摂せつ理り！　悪く思うなよ!?」

　張りのある生意気そうな臀でん部ぶに触ふれるまであと数センチ。木き瀬せは勝利を確信したが、
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　突とつ如じよ視界が爽さわやかな青で埋うめ尽つくされた。それが空の色だと気づいた途と端たん、強い力が木瀬の体を引っ張る。墜つい落らくしているのだ、高く舞まった宙から。

「うおあぁぁぁぁぁぁっ!?」

　木片、魚と思おぼしき骨、野菜屑くずなどを飛び散らせ木瀬は着地を果たした。落下点が酒場のゴミ捨て場で、それがクッションになっていなければ命を落としていたかもしれない。

「に、人間じゃねぇ……」

　地面に転がった木瀬が、額にバナナに似た果物の皮を載のせて呻うめく。一いつ瞬しゆんのことだったが彼は確かに覚えていた。尻しりを撫なでようとした直前で透とう子こに腕うでを摑つかまれたこと、そしてそのまま軽々と空へ打ち上げられたことを。

（何てパワーしてやがる。あのガキ、ファンタジー拳けん法ぽうでも習いやがったか？）

　体を起こしながら、木瀬は青あお褪ざめた顔で透子を見る。その時、イフの囁ささやきが聞こえた。

《最も上がみ透子は『制服』を着ることで相当な力を得たようですね》

「『制服』？」

《昨さく日じつもお話ししましたが、異世界でも遺い憾かんなく能力が発揮していただけるよう勤務中は『制服』を貸し出しております。ご希望の際はお申し付けくださいませ》

「聞いてねぇぞ！」

　木瀬は初はつ耳みみだった。少なくとも心情的には。

《私の説明に不備があったようですね。大変失礼いたしました。では、あらためて『制服』についてお話を──》

「頭から説明聞いてられる状じよう況きようか！」

　焦しよう燥そうに駆かられた木瀬がイフを怒ど鳴なる。彼の瞳ひとみには成人男性を片腕で空中に投じてしまう少女が映っていた。今のまま戦っても自然の摂せつ理りに従うことになる。

「いいから！　その『制服』とやらをくれ！」

《承知いたしました。木瀬さま、私のあとに復唱をお願いします》

「『制服』転送──！」

　イフの言葉を繰くり返した瞬間、木瀬の体がにわかに翠すい玉ぎよく色の粒りゆう子しに包まれ輝かがやき出した。

「来たか！　これで互ご角かく──いや、男の俺が有利だ！」

　分かり易やすく戦意を取り戻もどした木瀬は再び透子に向かって行く。だがほどなく、先ほどとまったく同じ運命を辿たどった。すなわち、『片腕うで上空放ほうり投げられからの伸しん身しん二回ひねりゴミ捨て場着地』である。

「な、なんでやねん……」

　ゴミまみれの木瀬が大おお股またを開いて倒たおれていると、透子が笑え顔がおで覗のぞき込んで来た。

「勝負あったね。この世界はボクが救うからさ、木き瀬せ幸ゆき成なりは安心して家に帰りなよ」

　朗ほがらかに言うと、透とう子こは手を振ふって酒場の裏手を後にした。無論、シュワルツたちもその背中を追いかける。

　やがてこの場には木き瀬せとイフ以外──いや、まだ一人残っていた。モアと呼ばれる美女だ。

《もう少しマシな人材は見つけられなかったのかしら》

《……》

　失笑めいた口調のモアに対しイフは何も言い返さない。だが最初から返事など期待していなかったのか、アメジストの髪かみの女は姿を消した。

「いてて……」

《ご無事でございますか、木瀬さま》

　ようやく起き上がった木瀬にイフが声をかける。

「どうなってんだ、この『制服』ってヤツは。全然強くなってねぇぞ不良品か？」

　現在木瀬は、昨日からずっと着ている服から赤と黒を基調としたローブ姿に変わっている。ターバンや腰こし紐ひも、さらに全身のあちこちに金色の刺し繡しゆうが施ほどこされた華か美びな一着は、木瀬の胡う散さん臭くささを助長してしまっていた。

《『制服』は身体能力を強化するのではなく、木瀬さまが『この世界の住人だった場合の能力』を引き出すものです》

　そう言うとイフは虚こ空くうの鍵けん盤ばんを操作する。そして出現させたウインドウを木瀬に寄よ越こした。

《モアニカが雇やとった最も上がみ透子は、生まれつき格かく闘とうなどの素質があったのでしょう。それが『制服』を着たことで開花しているようです。余談ですが、『制服』を着用した彼女はかつてこの世界を救ったとされる『英えい雄ゆう』と同等の能力を有しています》

「あのガキが『英雄』なら俺の能力はどのランクなんだ？　もっと上の『神』か？」

「木瀬さまは──『商人』ですね。かつてこの世界で悪名を轟とどろかせた『がめつい商人』を超こえる能力をお持ちです。おめでとうございます」

「どのへんを喜べってんだ」

　イフから拍はく手しゆをもらうも、木瀬は渋じゆう面めんを作ることしかできなかった。

「あ、あの！」

　不意の声。発したのはたった今やって来た小こ柄がらな人物だ。外がい套とう付きのフードを深く被かぶっているので顔はよく見えないが、

「あっち行け。見世物じゃねぇぞ小こ僧ぞう」

　木瀬は声から少年と判断して追い払はらおうとする。だが彼は退かなかった。

「お願いがあります！　わ……お、オレの仲間になってくれませんか!?」

「冗じよう談だんじゃねぇ。ガキの遊びに付き合ってるほど暇ひまに見えるか？」

　少年をろくに見ず言うと、木瀬は酒場の裏手を離はなれようとする。シュワルツたちを仲間にできなかった今、次の猛も者さを捜さがさなければいけなかった。しかし少年が木き瀬せの袖そでを摑つかむ。

「遊びじゃありません、オレは本気です！　本気で魔ま獣じゆう王おうを倒たおしたい！　いえ、倒さなければならないのです！」

　僅わずかに覗のぞく瞳ひとみに強い意志の炎ほのおを灯ともし、少年は懸けん命めいに訴うつたえた。一方、それを受け取る立場の木瀬はきつく顔をしかめて耳を押さえている。
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「こんな至近距きよ離りで叫さけぶなよ。しかも急に女みてぇなキンキンした声出しやがって」

「す、すみません」

　先ほどまでの勢いはどこへ行ったのか、少年は途と端たんに大人しい口調で謝罪した。

「つい熱くなってしまって。実は酒場にいた方々にもお願いしたのですが、話すら聞いてくれなかったもので……」

「そりゃ、おまえみたいな弱そうなヤツに『魔獣王倒そうぜ』とか言われてもな。鉄テツ板パンの冗じよう談だんにしか聞こえねぇって」

　自分のことは棚たなに上げつつ、木瀬は少年を値ね踏ぶみするように観察する。

（剣けんを背負ってるってことは剣士か？　でもこいつの体つき、まるで厚みがねぇんだよな。やっぱ前出て戦うヤツは筋肉必ひつ須すだろ）

　後半は仲間にできなかったシュワルツのことを考えてしまっていた。あの逞たくましい筋肉に守られたかった。それが木瀬の偽いつわらざる本音である。

《──木き瀬せさま》

　逃にがしてしまった魚を惜おしんでいると、イフが木瀬の耳元で囁ささやいた。

《この方も近い能力を持っているようです》

「こいつも俺と一いつ緒しよで『カッコいい商人』か？」

《いえ、木瀬さまではございません。近いのは最も上がみ透とう子こでございます》

「あのガキと!?」

　木瀬が目を見開く。

《はい。この方も『英えい雄ゆう』と非常に近い能力を──》

「──木瀬幸ゆき成なり。それがおまえとともに魔ま獣じゆう王おうを討うつ者の名だ、覚えとけ」

　イフの解説が終わる前に、木瀬はあれだけ邪じや険けんにしていた少年に手を差し伸のべた。思わず人間性を疑いたくなるような凄すさまじい変わり身の早さだが、イフだけは《素す晴ばらしい状じよう況きよう判断です。感服いたしました》と手放しで誉ほめている。

「あ、ありがとうございます！　えっと……き、キセユキ、ナリ……？」

　握あく手しゆを交かわしながら少年は木瀬の名を口にしようとする。だが何度か挑ちよう戦せんするが一向に上手うまく紡つむげない。こちらの世界では木瀬幸成という発音は難しいのだろうか。

「ああ、呼び方なんて適当でいい。木瀬でも幸成でもユッキーでも好きに呼んでくれ」

「分かりました。えっと、よろしくお願いしますユッキー殿どの。オレのことは、ええと……クラウドと呼んでください」

「見た目と違ちがって名前だけは男らしいんだな」

　女のように線の細いクラウドを見て皮肉をこぼしてから、木瀬は溜ため息いき混じりに傍かたわらのイフに目を向けた。

「おまえのことはどう紹しよう介かいしたらいいんだ？」

《お気き遣づかい痛み入ります。ですが、私は紹介していただかなくても問題ございません》

「あ？　何で？」

《昨さく日じつもお伝えしたように私は──》

「ゆ、ユッキー殿？　誰だれと喋しやべっているのです？」

　おそるおそる木瀬に尋たずねたのはクラウドだ。その口元は若じやつ干かん引きつっている。

「誰って、ここにいる……」

　木瀬が何気なくイフを見ると、彼女は否定するように首を横に振ふった。

《私の存在はこの世界の方々には認にん識しきできておりません》

「……は？　おまえが見えてるのは俺だけってこと？」

《はい。昨日お話ししたことを繰くり返すことになってしまいますが、私はこの世界に直接干かん渉しようできません。そのために木瀬さまのような方々のご協力を──》

「待て待て待て待ってくれ！」

　必死の形ぎよう相そうで木き瀬せがイフの言葉を遮さえぎる。

「それじゃ何か？　俺はこっちに来てからずっと誰だれもいない空間に向かって怒ど鳴なったり、泣き言言ったりしてたってことか？　この世界の連中には『自分にしか見えないお友だち』と話せるタイプだって思われてたってことなのか!?」

《大変失礼いたしました。存在しないも同然の私にあまりにも自然にお声をかけてくださるので、細かいことは気にされない方なのかと》

「──ほあぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　真っ赤になった顔を両手で覆おおい、木瀬は凄すさまじい勢いで地面を転がる。一方、独り大おお騒さわぎする新たな仲間を見つめるクラウドの顔に浮かぶのは、言うまでもなく不安の二文字だ。

《私が木瀬さまだけに見える映像という形でご同行させていただくという注意事じ項こうをもう少し強調するべきでした。謹つつしんでお詫わび申し上げます》

「遅おせぇよ！　次元の壁かべ一枚分遅ぇよ！」

　イフの謝罪に木瀬は唾つばを飛ばして怒鳴った。

（この町に入ってすぐ変な目で見られたのは、てっきり俺の服装が見慣れないせいかと思ってた。でも実際は俺が誰もいないのに会話してたからか……！）

　謎なぞが解けた木瀬は四よつん這ばいで悶もん絶ぜつする。気づかなかっただけで、他ほかの者からもああいった視線を向けられていたと思うと汗あせが止まらなかった。

　しかしその時、優やさしく背中に触ふれるものがある。それは同じように屈かがむクラウドの手だ。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ユッキー殿どの。どこか痛むのですか？」

「クラウド……」

　奇き行こうにやや怯おびえながらも体調を心配してくれる少年。その態度に思わず木瀬は洟はなをすすった。

「おまえいいヤツだな！　どっかの喋しやべり方だけバカ丁てい寧ねいなヤツとは大おお違ちがいだ！」

「ゆ、ユッキー殿!?」

　感動した木瀬に抱だき付かれ、クラウドはあからさまに声を裏返らせた。

「……うーん。やっぱおまえ体格ガタイ的に不安だな。ちゃんと魔ま獣じゆうと戦えんのか？」

　もう一度体格を確かめようと木瀬がハグの構えを取るが、

「だ、大丈夫です！　こう見えて剣けんは得意ですし、少し特とく殊しゆですが魔法も使えますから！」

　反発する磁石のようにクラウドは木瀬から離はなれた。突とつ然ぜんのハグに驚おどろいたせいか、今度は彼の方が汗あせをかいてしまったらしい。手て団扇うちわでフードの中の顔に風を送り込んでいる。

「そうか。期待してるぜ、『英えい雄ゆう』」

　木瀬がクラウドに力強く頷うなずいてみせる。すると、

《私も『がめつい商人』に期待しております》

「うるせぇ」

　この世界の者には知覚できない案内役のいる虚こ空くう、そこに目を向けることなく木瀬は小声で悪態をついた。




「で、まずはどうすんだ？」

　町の雑ざつ踏とうを歩きながら木き瀬せは右隣どなりのクラウドに尋たずねた。ちなみにイフは左隣にいる。

「魔ま獣じゆう王おうは遥はるか北の島に棲すみ着いていると聞きます。そこを目指しましょう」

「『遥か北』ね。クソ遠そうだな」

　木瀬が嘆たん息そくしていると耳元で声が聞こえた。

《正確には北北西の方角、木瀬さまに親しみの深い単位でいうところの一万キロメートル先です。東京からイタリアのシチリア島まで行かれるとお考えになるとよろしいかと》

「ありがとよ。お陰かげでさらにダルくなったわ」

　半眼を向けて来る木瀬に《大変失礼いたしました》とイフは深々と頭を下げる。

「初しよっ端ぱなから最終目的地までの距きよ離りとか言われても萎なえるだけだ。情報寄よ越こすならもっと近場のにしろ、近場のに」

《近きん隣りんの情報ということでしたら、現在地より東へ約六キロメートル行った先に小さな村がございます。毎まい夜や草そうと呼ばれる植物がよく採とれるようです》

「まあ、何の目的もなくさまようよりマシか」

　やれやれと頭を搔かく木瀬だが、ふとクラウドが自分を凝ぎよう視ししているのに気づいた。さらに自分が不可視の存在であるイフと普ふ通つうに会話していたことにも。

「ゆ、ユッキー殿どのは先ほどから一体誰だれと話しているのですか？」

「いや、これはその……じ、実は俺、神の声が聞こえるんだ」

　木瀬は死ぬほど後こう悔かいした。咄とつ嗟さに幼児でも吐つかないような噓うそを採用してしまったことを。

　ところが、

「なんですって!?」

（信じたのかよ！）

　大きく身を仰のけ反ぞらせているクラウド、その本気の反応にむしろ木瀬が驚おどろく。

「まさか神のお声を聞くことができるとは。やはり初めてユッキー殿を見た時の、『常人とは一線を画したお方』という感覚は間ま違ちがいではありませんでした」

　クラウドは「それで神は何と？」と散歩を待ちわびる飼い犬のように木瀬を見上げる。フードで隠かくれているが、おそらくその瞳ひとみは期待で煌きらめいているだろう。

「か、神はこう言ってる。『とりあえず東にしばらく進むと村があるから行っちゃいなよキミタチ』と」

「なるほど！　では神のお言葉に従いましょう！」

　神イフのお告げを木瀬伝づてに聞くなり、クラウドは歩く速度を上げる。

「あいつ、あの調子でよく今まで身ぐるみ剝はがされずに生きて来られたな」

　元気よく先行する若者の背中を見ながら木き瀬せは感心していた。逆の意味で。とはいえ、あの純真さは嫌きらいではない。

「──む」

　不意に木瀬の腹が鳴る。よく考えれば、今日はまだ起きてから何も食べていない。都合よく横手に伸のびる道が飲食店の集まる通りだ。

「おーい、クラウド。神が『メシ食って行かねぇと裁きが下る』って言ってるぞ」

　涎よだれを誘ゆう発はつする香かおりが流れて来る方向を指差しながら、木瀬は今すぐにでも旅立とうとしている仲間を呼び止めるのだった。




　出発前の腹ごしらえをするため、木瀬たちは飲食店が並ぶ通りを訪おとずれていた。

「意外に活気のある町だな。人も多いし」

　すれ違ちがう肩かたにぶつからないよう注意しながら木瀬が言った。道みち幅はばが狭せまいのもあるが、実際人通りはかなりのものだ。連想するのは夕方のタイムセール時のスーパーである。

「ここ、ルイーザの町は冒ぼう険けん者が集まる場所として有名ですからね」

「へえ、そうなのか」

　クラウドの解説に興味なさげな返事をしていた木瀬だったが、ふと斜はす向むかいの屋台に目を留める。米を連想させる穀物に野菜入りの餡あんをかけた中ちゆう華か丼どんのような食べ物を売っている店だ。

「よし、あれにしよう」

　小走りで屋台に駆かけ寄りながら、木瀬はズボンのポケットに手を伸のばす。しかし、

「……って、この金はもちろん使えねぇんだよな」

　取り出した革かわ製の二つ折り財ざい布ふと、赤い石や青い石で買い物をしている周囲の人々との間で視線を往復させる。通貨が違うことは明らかだ。

《ご安心くださいませ木瀬さま》

　そっと声をかけて来たのはイフだ。

《エフドラでのお仕事を滞とどこおりなく行っていただくために、『両りよう替がえ屋』を呼んでございます》

「『両替屋』？」

《毎度》

　右手側がわ、店と店の間にある細い路地にいつの間にか人が立っていた。それは白はく髪はつを肩かたまで伸のばした老人だ。目元をサングラスのような物で覆おおい、さらにイフやモアと同系統の服装をしている。見るからにこの世界の人間ではない。

《こちら、あらゆる次元の通貨を取り扱あつかっている『両替屋』でございます》

　イフが紹しよう介かいすると両替屋は《どんな通貨でも両替しやす》と口元を笑えみで歪ゆがめた。

「両替ってことは、この世界での金は自じ腹ばらか？」

《はい。すでにお話ししたように、お支し払はらいした報ほう酬しゆうには現地での費用も含ふくまれております。ただ、こちらのサービスは私どもと契けい約やく中に限ってでございますが──》

《両りよう替がえ手数料はかかりやせんぜ？》

　両替屋はイフの言葉を引き継つぐように言った。

（とりあえず二万くらい両替しとくか）

　木き瀬せは心しん中ちゆうで呟つぶやく。多くの金を手元に残すために、なるべく無む駄だ遣づかいは控ひかえたいところだ。

「ぐあ、手持ちがねぇ……！」

　しかしいざ財さい布ふを開いてみると、無駄遣いどころかラーメン一杯ぱいで消える程度の金額しか入っていなかった。おそらく阿あ久く津つとの豪ごう遊ゆうの賜たま物ものだろう。

《そいつがあれば大だい丈じよう夫ぶですぜ》

「これか？」

　両替屋が指差したのはキャッシュカードで、木瀬はそれを財布から抜ぬき出す。

《へい。手前に見せてもらえやすか？》

　指示に従うと両替屋はサングラスを外し、洋画の俳優を思わせる整った目元を露あらわにした。そしてその双そう眸ぼうから赤い光を放ち、銀行名の記されたカードに浴びせていく。

（ハイテクになりすぎるのも考えもんだな）

　普ふ通つうの人間には不可能な方法で磁気情報を読み取る老人に、木瀬は進化を続ける自分の世界の科学技術を憂うれえた。

《いかほど両替しやすか？》

「じゃ、じゃあ二万円」

　木瀬が指を二本立てると、眼前の虚こ空くうから光製のトレーがせり出して来た。その上には金貨が一枚、銀貨が十枚載のっている。

《二百グラッセです。お確かめくだせえ》

「お、おう」

　頷うなずきながら木瀬はポケットに貨か幣へいをねじ込む。それが終わるとトレーも引っ込み、元の何もない空間に戻もどった。

《手前にご用の際はいつでもお呼びくだせえ。では》

　一礼すると両替屋の姿は搔かき消えた。イフと同じく映像だけこちらに来ていたようだ。

「ここにいたのですか」

　後ろからの声に木瀬が振ふり返ると、安あん堵どの表情をしたクラウドがいた。

「急に姿が見えなくなってしまったので心配しましたよ」

「おお、悪い。──ん？　いい匂においがするな」

　謝るのもそこそこに木瀬は鼻をヒクつかせる。香こうばしい匂いを辿たどると、クラウドが左右の手に持っている大きな葉の包みに行き着いた。

「すぐそこの屋台で買いました。二つあるのでユッキー殿どのもどうぞ」

「何なんだおまえ。徳の高い坊ぼうさんの生まれ変わりか？」

　聖人めいた優やさしさを見せるクラウドに戦せん慄りつしながらも、木き瀬せはしっかり包みを受け取る。中身は薄うすいパンのような生き地じで厚切りの肉と野菜を挟はさんだものだった。

「美味うめぇ！」

　一口食べるなり、木瀬は声を弾はずませた。照り焼きを思わせる甘あま辛からいソースのしみ込んだ肉を塩味のパンとシャキシャキとした葉物野菜が受け止めている。

「こんな場所でまさかの星三つだぜ。ところでこれは何の肉だ？」

「一いつ角かく豚とんです。オレの故郷では高価な食材でしたが、この辺りでは安価で一いつ般ぱん的なもののようですね」

　クラウドは肩かた越ごしに後ろの露ろ店てんを見る。その店先には額に角つのを生やした豚ぶたの生なま首くびが鎖くさりで吊つるされていた。

「そうか、あの豚か」

　木瀬は朗ほがらかな笑え顔がおを浮かべる。同時に脳内では両断された一角豚と、その半身を素す手でで搔かき分けた時の映像が再生されていた。

「──────ウパァ」

「ゆ、ユッキー殿どの!?」

　唐とう突とつに出現した『滝たき』にクラウドは悲鳴にも似た声を上げた。




　精神的な休息の後に食事をやり直し、さらに食休みを経て、ようやく木瀬とクラウドはルイーザの町を出発することができた。イフの言っていた東の村を目指して広大な草原を進む。

　爽さわやかな風に吹ふかれながらしばらく歩くと、血で斑まだらになった草の生える一帯が見えて来た。木瀬が最初に降り立った場所だ。その中心には見覚えのある死し骸がいが転がっている。しかしふくよかなはずの一角豚の半身は、ごっそり肉が削そぎ落とされてしまっていた。

「何だかんだで美味うまいからなぁ……」

　直視しないよう薄うす目めかつ横目で捉とらえながら、木瀬は死し骸がいを食い荒あらしたと思おぼしき魔ま獣じゆうの気持ちに共感を覚えた。いろいろ重なって戻もどしてしまったものの、味がよかったのは事実である。

《南西より高速で接近する生物がございます》

　その時、相変わらず淡たん々たんとイフが報告した。だが木瀬は「何か言ったか？」と聞き返す。意識が一角豚にいってしまっていたようだ。

「──危ない！」

　声を張り上げつつクラウドは木瀬を押し退のける。すると一いつ拍ぱく前まで『がめつい商人』がいた空間を巨きよ大だいな拳こぶしが削けずり取った。

「なっ……!?」

「下がってくださいユッキー殿！」

　言葉を失っている木き瀬せを背負うように立つと、クラウドは剣けんを抜ぬいて構えた。五メートル弱の距きよ離りを隔へだてて向き合うのは灰色の毛並みを持つゴリラに似た生き物だ。ただし体格は二回りほど大きく、腕うでがテナガザルを思わせるほどに長い。

「猿えん帝てい──森の主と呼ばれる魔ま獣じゆうがこんな草原に？」

　クラウドが独り言を漏もらしていると、

「ウゴォォォォォォォォォ！」

　猿帝が長大な腕を振ふり上げた。そしてまだ攻こう撃げきの間合いにすら入れていない小さな標的に高高度から巨きよ拳けんを叩たたきつける。地面が爆はぜた。小隕いん石せきのごとき強きよう烈れつな一撃が柔やわらかな土を抉えぐり、穏おだやかに根を張っていた草を千々に引き裂さいて宙に舞まわせたのである。

　だがその無残な被ひ害がい者たちの名めい簿ぼにクラウドの名は記されていない。一体どこに消えたのか。その行方ゆくえを猿帝がしきりに首を振って捜さがしていたところ、すぐさま彼は姿を現した。長大な腕を持つ魔獣の眼下に。

　クラウドは攻撃をスライディングで潜くぐり抜け、猿帝の懐ふところに入り込んでいたのだ。

「はあぁぁぁぁぁぁっ！」

　跳ちよう躍やくとともに左手で掲かかげた剣、その切っ先が猿帝の喉のどを貫つらぬく。断だん末まつ魔まの叫さけびはない。必須の器き官かんが破は壊かいされているため、口から出るのは血と泡あわのみだ。果たして巨体は地じ響ひびきを立てて草の海に沈しずんだ。

「さすが俺の見込んだ男！」

　木瀬が喝かつ采さいしながら駆かけ寄る。しかしクラウドは神しん妙みような面おも持もちを作っていた。

「どうもこの猿帝は手負いだったようです」

「手負い？」

　木瀬が聞き返すとクラウドは地に伏ふした猿帝、その大きく斬きり裂さかれた脇わき腹ばらを指差した。

「争いに敗れ逃とう走そう中だったところ我々に出で会くわしたのかもしれません」

「このスーパーゴリラさんが泣いて逃にげるような相手か……」

　まさしく怪かい物ぶつと称しようするに相応ふさわしい体たい軀くの猿帝を見下ろしながら、木瀬はそれを超こえる怪物を想像してみる。すぐに目眩めまいがして止やめた。

《──南西より新たな生体反応が接近して来ます》

「クラウド！」

　今度はイフの警告を聞き逃のがさず、木瀬はすぐさまこのパーティー唯ゆい一いつの戦力に呼びかけた。すると彼も察知していたらしく、先ほど猿帝が飛び出して来た方角に剣を構えている。

「ユッキー殿どのは安全なところへ」

　前方を見据すえたままクラウドが言うと、木瀬は「任せとけ！」と即そつ刻こく離り脱だつした。余談だが指示より先に動いていたりする。

　それから間もなく猿帝を追い詰つめた相手が登場した。森の王者もそうだったが、その正体はこの草原に酷ひどく似つかわしくないものだった。

「か、蟹かに？」

　木き瀬せが目を剝むく。何しろ広大な草原の真ん中に水辺の生き物がいるのだから。しかも猿えん帝てい並に巨きよ大だいな上に、両手がハサミではなく殺傷力の高そうな分厚い斧おのである。だが何より目を引くのは鈍にぶい輝かがやきを放つ銀色の甲こう殻かくだった。

「甲かつ冑ちゆう蟹がに──」

　クラウドの唇くちびるがその名を紡つむいだ直後、銀の蟹は地を蹴けった。そして低空を泳ぐように飛ひ翔しようすると、着地と同時に振ふりかぶった斧を叩たたきつける。

「くっ」

　クラウドは地面を転がり甲冑蟹の斬ざん撃げき──いや、断撃をギリギリで回かい避ひする。するとお返しと言わんばかりに、起き上がりざまに突つきを放った。体重を乗せて狙ねらうのは、見るからに硬かたそうな外殻ではなく繫つなぎ目めである脚あしの関節部だ。

「硬いっ!?」

　柔やわらかいはずの箇か所しよに剣けん先さきが弾はじかれクラウドの体勢が大きく崩くずれる。前がかりになっていた反動で上体が大きく仰のけ反ぞらされてしまったのだ。

　その好機を甲冑蟹は逃のがさない。左側がわの脚四本を地面に突き刺さし、コンパスのごとく回転しながら斧を横よこ薙なぎで繰くり出す。

「クラウド！」

　木瀬の心配そうな声が届いたのか、クラウドは何とか剣けんでの防ぼう御ぎよに成功する。それでも威い力りよくは殺し切れなかったのだろう、彼の小さな体は大きく後ろに弾はじかれた。

「つっ……！」

　何とか着地に成功するもクラウドの表情は歪ゆがんでいた。斧を防いだ衝しよう撃げきで両手が痛いほど痺しびれているためだ。だが泣き言は言っていられない。

「一撃で貫つらぬけないなら──！」

　速度のギアを上げてクラウドは甲冑蟹に向かって行く。先刻とは違ちがい今度の狙ねらいは脚あしの根元の関節のようだ。何度も何度も同じ箇か所しよを攻こう撃げきし、着実にダメージを蓄ちく積せきさせる。しばらく続けるうちに彼の思おも惑わく通り少しずつ傷が生まれ、深くなっていく。いずれ脚を断ち、その傷口から剣を体内に突つき入れるつもりだ。甲冑蟹の鋭するどい攻撃を躱かわしながら行う難易度の高い作業になるが勝利するにはこれしかない。

　ところが彼の計画は思いもよらぬところから破は綻たんする。二十四回目の斬撃を甲冑蟹に浴びせたその時、剣の刀身が粉々に砕くだけてしまったのだ。甲冑と斧──硬かたく重い二つを同時に相手にしたことで消しよう耗もう度が加速してしまったのかもしれない。

「そんな──」

　焦しよう燥そうに支配された面おも持もちながらも、クラウドは甲冑蟹の横薙ぎをバックステップでやり過ごす。だが距きよ離りを取ったところで、彼が空手になってしまった事実は変わらない。

「や、やべぇぞ」

　戦せん況きようを見つめていた木き瀬せの頰ほおに汗あせが伝う。

「このままあいつがやられたら、次は俺の番だよな……」

　今のうちに逃にげ出そうかと画策していると、イフが不思議そうに口を開いた。

《クラウドはなぜ効かない剣けんばかりに頼たよっているのでしょう》

「急に意味の分からんこと言い出すな。そんなもん、あいつの得意なのが剣だからに──」

　イフに言い聞かせていた途と中ちゆう、木瀬の脳裏にルイーザで交かわしたクラウドとの会話が蘇よみがえった。彼が得意なのは剣で、加えて少し特とく殊しゆな──

「クラウド魔ま法ほうだ！　魔法を使え！」

　拡かく声せい器のごとく口に手を添そえて木瀬は叫さけんだ。しかし、助言をもらったクラウドの表情には躊躇ためらいの色が滲にじんでいる。

「でもあの魔法は……！」

「早くしろ、殺されるぞ！」

「くっ──！」

　甲かつ冑ちゆう蟹がにの横よこ薙なぎを潜くぐり抜ぬけるとクラウドは走り出した。その直線上にいるのは木瀬だ。

「バカ！　何でこっち来る!?」

「すみません！　力を貸してください！」

　巻まき添ぞえをおそれて後あと退ずさる木瀬の左手をクラウドの右手が摑つかむ。さらに彼は振ふり向きざまに左の掌てのひらを突つき出した。そこには逃にげる獲え物ものを追って来た甲冑蟹の姿がある。

「〝浄じよう化かの剣〟！」

　クラウドが吠ほえた刹せつ那な、飛びかかろうとしていた甲冑蟹の足あし下もとに光の円が生まれた。そしてそこから純白の奔ほん流りゆうが飛び出し天を貫つらぬく。あれほど手こずっていたのが噓うそのように強敵は光の中に搔かき消えた。

「す、すげぇ。つーか、最初から──」

　使えよ、と。木瀬が言おうとしたところで、繫つないでいたクラウドの手が解ほどける。そのまま華きや奢しやな体は糸の切れた人形のように地面に崩くずれ落ちてしまった。

「お、おい！」

《これは──》

「何か分かったのか、イフ」

　木瀬が切せつ羽ぱ詰つまった面おも持もちで問うと、

《どうやら気を失っているようですね》

「見りゃ分かる！」

　見たまま報告したイフに木瀬の怒ど声せいが飛んだ。
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「こんなとこで寝ねてたら魔ま獣じゆうに食われちまうっつーの」

　木き瀬せはクラウドの上体を起こすと、背面に回って抱かかえ込んだ。そのまま引き摺ずって移動しようとしたのだが──

「あれ？」

《どうなさいました？》

「いや、今とっても素す敵てきな感かん触しよくがしたような……」

　首を傾かしげながら木瀬があらためて手を動かす。途と端たん、彼の顔は驚きよう愕がく一色に染まった。

「クラウドおまえ……まさか！　いや、そんなはず……まさか！　いやいや、そんなはず……まさか！　いやいやいや！」

《いつまで続けるおつもりですか？》

　淡たん々たんとイフがつっこむ。彼女の視線の先では、木瀬がクラウドの胸むな元もとに触ふれたり手を離はなしたりを繰くり返している。外がい套とうに隠かくれて分からなかったが、彼──いや、彼女は華きや奢しやな体には重たげな果実を二つ有していた。




「う……ん」

　瞼まぶたを開くとぼやけた視界が広がっていた。クラウドはそれを取り除くように緩かん慢まんに目をこすっていたが、

「しまった、私は──！」

　魔ま獣じゆうのうろつく草原で気を失ってしまったと思い至り大おお慌あわてで起き上がる。

「よう、起きたか」

　そこへ木き瀬せの声が届いた。音を辿たどるとすぐ側そばで壁かべにもたれて座っていた。

「ユッキー殿どの……」

「安心しろ、一応町の中だ」

　クラウドの心しん中ちゆうを察さつしたように木瀬は告げる。現在二人がいるのはルイーザの町、その出入り口の門を潜くぐってすぐの脇わきだった。確かに言葉の通り町の中だ。道みち端ばたではあるが。

「もしかしてわた……オレをここまで運んでくれたのですか？」

「まあな」

「すみません、迷めい惑わくをかけてしまって！」

「迷惑ってほどのことじゃねぇよ。たかが女を一人運んだだけだしな」

「──」

　クラウドが息を飲んだ。その様子を木瀬が見守っていると、

《数分前まで『死ぬ』を連呼するほどお疲つかれでございましたが、どうやら回復されたようで》

「黙だまってろ」

　隣となりで正座をしているイフに最小の声で言い聞かせる。よく見れば木瀬の首筋には汗あせの玉が浮かんでいた。

「気づかれてしまったのですね」

　苦笑しながらクラウドがフードを脱ぬぐ。すると少しだけ垂たれた目が印象的な可愛かわいらしい顔が、さらに胸むな元もとまで届く長い髪が露あらわになった。年ねん齢れいは最も上がみ透とう子こと同じぐらいだろうか。

「まあ、初めて会った時から女じゃないかと思ってたけどな」

《その発言は正確さを欠いていると存じます。私の記き憶おくによれば、木瀬さまが彼女の性別に気づいたのは胸部を幾いく度ども触しよく診しんをされた後からだったかと》

「うるせぇ──ああ、今のは神に言っただけだから気にすんな」

　神に二度目の暴言を吐はいてから、木瀬はあらためてクラウドに目を向ける。

「で？　何でわざわざ男の格好なんかしてたんだ？」

「実は……私の先祖はクラウド・ヴァンダレイなのです」

「何だって!?」（──誰だれ？）

　木瀬は驚おどろきの表情こそ作ったものの、『ご存じ』という調子でクラウドが告げた人物のことを知るはずもない。何しろ生まれた世界そのものが違ちがうのだから。ただし、この世界について無知だと報しらせると話が長くなりそうなので、この場で明かすつもりはなかった。

「魔獣による混乱は世界中に広がっています。それは我が祖国ハイドラも例外ではありません。この状じよう況きようを打開するために祖国は、古いにしえの時代にあった神と魔神の戦争、それを終結に導いた英えい雄ゆうの血を引く父に白羽の矢を立てました。しかしかつては冒ぼう険けん者として名を馳はせた父も、この時はすでに引退した身。それでも父は人々の期待を裏切れず、討とう伐ばつ隊を結成し旅立ったのです」

　だが半年前の魔ま獣じゆう王おうの島に乗り込むという手紙を最後に、父親の消息は途と絶だえてしまったのだとクラウドは語る。そして「おそらくもうこの世には……」と重い息を吐はいた。

「祖国は魔獣王を討伐できなかった父を英雄の血を汚けがしたと糾きゆう弾だんしました。それがきっかけで、周囲の人たちも母や私を見かけるたびに心ない言葉を浴びせるようになっていきました」

　いつの間にかクラウドは地面に爪つめを立てていた。故郷での辛つらい記き憶おくが蘇よみがえっているのだろう。

「英雄の末まつ裔えいだからではなく、祖国を、みんなを守るために父は立ち上がったのです。そんな父に彼らは役立たずの烙らく印いんを押しました。だからだから私は誓ちかったのです。父からもらったこの身で魔獣王を討伐し、父を貶おとしめたすべての者たちを見返してやると！」

　クラウドが拳こぶしをきつく握にぎって叫さけんだ。町の出入り口の側そばという場所柄がらもあってか、これから外へ出ようとしている冒険者の一いつ行こうが何事かと目を白黒させている。

「ただ、あの父でさえできなかったことを独りで実現するのは難しい。私はともに戦う仲間を捜さがすことにしました。したのですが……」

　先ほどまでの煮にえたぎっていた様子から一転、唐とう突とつにクラウドの声が小さくなった。

「いざ仲間を集めようとしても、祖国にいる腕うでの立つ者は『女には無理だ』の一点張り。それでも何とか戦力を整えようと冒険者で賑にぎわうこの町まで流れて来たのですが、私が女だからか誰だれもまともに話を聞いてくれませんでした」

「だから男の格好を？」

「はい。……それでも結果は散々でしたけど」

　木き瀬せの質問に表情を暗くしていたクラウドだったが、ほどなく真まっ直すぐな瞳ひとみを返して来た。

「だからユッキー殿どのが仲間に加わってくれた時、私は本当に、本当に嬉うれしかったのです。ありがとうございます。いくら感謝しても足りません」

「わざわざ言わなくていいんだよ、そんなこと」

　浅く笑うと木瀬はクラウドの頭を撫なでる。やや雑な手つきなそれを、彼女は少し照れ臭くさそうに、だが心地ここち良さそうに受け入れていた。

《こんなに持ち上げられてしまいますと、彼女が最も上がみ透とう子こと並ぶ潜せん在ざい能力を持っていなかった場合、仲間に加わるどころか木瀬さまも祖国の者たち同様罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせて立ち去っていた可能性が高いという事実は打ち明け辛いですね》

「わ、わざわざ言わなくていいんだよ、そんなこと……！」

　耳元で聞こえる『神』の声を、木瀬は口内で消えるような声で否定した。

「ところで、だ」

　木瀬が咳せき払ばらいを一つ。何か思わしくない流れでも断ち切りたかったのかもしれない。

「おまえの名前は？」

　木き瀬せに尋たずねられ、「え？」とクラウドは目を瞬しばたたかせた。

「クラウドってのは女ってバレないように先祖の名前を借りたんだろ？　本当の名前は？」

「あの……クラウディアです」

「いい名前だな。あらためてよろしく、クラウディア」

「い、いいのですか？　命が懸かかった旅をしようというのに私は己おのれを偽いつわっていたのですよ？」

「世界を救うっていう大きな目的の前じゃ、そんなの些さ細さいなことだろ？」

「ユッキー殿どの……」

　クラウディアは瞳ひとみを潤うるませるも、すぐに袖そで口ぐちで目元を拭ぬぐい笑った。

「こちらこそよろしくお願いします。私のことはどうかクラウと呼んでください」

「分かったよ、クラウ」

　そして二人は握あく手しゆを交かわし、仲間として再出発する形となった。

（性別偽ってた程度で英えい雄ゆう級の逸いつ材ざいを逃のがして堪たまるか……！）

　純じゆん粋すいに感動しているクラウディアに対し、木瀬はどこまでも打算的だった。




「さて、早くも俺たちは旅立ちに失敗して出で戻もどったわけだが」

　騒さわがしさの中で話を切り出したのは木瀬だ。彼がいるのは薄うす暗ぐらいルイーザの町の酒場の片かた隅すみの席で、対面には申し訳なさそうな顔のクラウディアが座っている。

「私が力不足なばかりに……すみません」

「おまえを責めてるわけじゃねぇよ。さっさと魔ま獣じゆう王おうを倒たおしたいのはやまやまだが、今のままじゃ少し離はなれた村にも辿たどり着けねぇからな。まずは自分たちの戦力を確かく認にんしておこう」

「なるほど、さすがユッキー殿です」

　感心したようにクラウディアがしきりに頷うなずいていると、

《出発する前に確認できていれば、危険な目に遭あうこともなかったかもしれませんね》

「うるせぇ」

「す、すみません！」

「ああ、おまえに言ったんじゃねぇから」

　木瀬は首を竦すくめて縮こまるクラウディアを手で制してから、返す刀で「ちょっと『神』がやかましくて」と傍かたわらにいるイフを一ひと睨にらみした。

「神にすらそんな強い口調で……やはりユッキー殿は別格です」

　クラウディアの目は尊敬にも似た色を帯びている。ただし、彼女を除いた店員や客は虚こ空くうに話しかけている木瀬に憐れん憫びんの眼まな差ざしを送っていた。

「確かく認にんしておくけど俺を戦力として期待するなよ？　俺は見ての通り商人だからな？」

《『がめつい』が抜ぬけておられますよ？》

　木瀬はイフの補足を無視する。

「よって戦せん闘とう面は現状おまえに頼たよらざるを得ない」

「が、頑がん張ばります」

　やる気というより気負いを感じる面おも持もちで、クラウディアは手元にある果実を搾しぼったジュースに口をつけた。ちなみに木き瀬せは昼間から酒を飲んでいる。旅の方針を話し合うのだから本当は彼も水を注文したかった。ところが水の浄じよう化か技術の進んでいた日本と違ちがい、この世界では酒よりも飲料水の方が高価なのだ。なので、余計な出費を控ひかえるため仕方なく安価な酒を飲むことにした──というのが一応の言い訳である。

「そういえば、あの『敵』を消し飛ばした光は何だったんだ？」

　美味うまそうに木製のジョッキを呷あおっていた木瀬がクラウディアを見る。彼の頭によぎっているのは、先刻の戦いで彼女が放った純白の一いち撃げきだ。

「あれは〝浄化の剣けん〟と呼ばれる私の家に代々伝わる魔ま法ほうです。一いつ般ぱん的な魔法の苦手な私が唯ゆい一いつ使える魔法で、『手を繫つないだ人が多ければ多いほど威い力りよくが増す特性』を持っているのです」

　クラウディアは説明しながら自分の手と手を繫いだ。

「だからあの時急に俺の手を摑つかんで来たんだな。じゃあ、使ったあと気絶しちまったのも特性なのか？」

「いえ、あれは……ユッキー殿どのから魔力を借りようとしたのですが、その、あまり借りられなかったといいますか。借りすぎてしまうとユッキー殿に負担がかかりすぎてしまうので……」

　指を組んだり解ほどいたりするクラウディア。すると言い淀よどむ彼女に代わってイフが告げた。

《どうやら、木瀬さまに魔力と呼ばれるエネルギーが不足していたことが原因のようです。本来他人の力を借りなければ使えない〝浄化の剣〟の膨ぼう大だいな魔力、それをほぼ自分だけで賄まかなったことにより気を失うほど消しよう耗もうしてしまったのでしょう》

「つまり俺のせいだって言いたいんだな？」

《……………………………………………………………………………………私からは何とも》

（言ってるようなもんじゃねぇか）

　木瀬がイフを半眼で射る。だが、ほどなくしてクラウディアに向けられた彼の目は酷ひどく優やさしいものに変わっていた。

「俺を気き遣づかってくれたのは嬉うれしいぜ？　けどな、戦えるのはおまえしかいないんだ。俺が気絶したっておまえが何とかしてくれるかもしれねぇ。でもおまえが倒たおれちまったら、最悪全ぜん滅めつも有り得るんだ」

「はい」

　木瀬の話に耳を傾かたむけるクラウディアは真しん剣けんそのものだ。

「もし次に〝浄化の剣〟を使うタイミングがあって、その時に手を繫げるのが俺しかいなかったとしたら構うことはねぇ。俺のちっぽけなチカラを限界まで搾り取れ」

「ユッキー殿……」

「俺は戦力にはなれない。でも心はおまえと一いつ緒しよに戦ってる。それだけは忘れないでくれ」

「分かりました！　ユッキー殿どのの覚かく悟ご、この胸に刻んでおきます！」

「ああ、刻んでくれ。その『暴れん坊ぼう』に」

　前のめりになったクラウディア、その攻こう撃げき力の高い胸むな元もとを凝ぎよう視ししながら木き瀬せは深く頷うなずいた。

（人間、『自分のことはいいから構わず撃うて！』と言われると逆に撃ち辛づらいもの。さらにこうやって仲間のためなら身の危険を顧かえりみない男だとアピールしておけば、クラウディアはなるべく俺に負担をかけまいと努力するだろう。さすが俺、冴さえてやがる）

　木瀬が心しん中ちゆうでほくそ笑えんでいると、

《木瀬さま》

「どうした？」

《お体に異変が確かく認にんされましたのでご報告申し上げます》

「い、異変？　どこか悪いのか？」

《ご安心くださいませ、取り立てて大おお騒さわぎするような問題ではありませんので》

「ビビらせんなよ。で？　どこに異変が起きてるんだ？」

《はい。木瀬さまの男性機能が二十二パーセント低下しておられます》

「──ナニィィィィィィィィィ!?」

　胸を撫なで下ろしかけていた木瀬が、イフの報告を聞いた途と端たん立ち上がって絶ぜつ叫きようした。突とつ然ぜんのことにクラウディアも店内の冒険者も口をあんぐり開けている。

「どういうことだ！　一体ナニが？　ナニが原因だ!?」

《おそらくクラウディアの〝浄じよう化かの剣けん〟かと存じます。木瀬さまは魔力を所持しておられないので、代だい替たいとしてお体から『精力べつのエネルギー』を拝借したのでしょう》

「そんなもん使われるなんて冗じよう談だんじゃねぇぞ……」

　衝しよう撃げきの事実に身み震ぶるいしていた木瀬だったが、不意に脳内で聞き覚えのある声が再生された。それは先ほど木瀬自身がクラウディアに告げた台詞せりふである。

〝俺のちっぽけなチカラを限界まで搾しぼり取れ〟

（い、いかん……！）

　木瀬は白目を剝むきかける寸前で踏ふみ止とどまり、強い意志を宿した瞳ひとみで正面の少女を見据すえた。

「クラウディアぁ！」

「ど、どうしたのですか、ユッキー殿どの」

「俺が許可するまで少人数での〝浄化の剣〟は封ふう印いんだ！　絶対に使うんじゃないぞ!?　これはおまえの体を心配して言ってるのであって決して俺が我が身可愛かわいさから言ってるんじゃない！　いいな!?」

「わ、分かりました」

　我が身可愛さから出た木瀬の頼たのみを、クラウディアは面食らいながらも素す直なおに受け入れた。

《しかし木き瀬せさま。〝浄じよう化かの剣けん〟の使用を禁じてしまいますと、魔ま獣じゆうとの戦いが一層厳しいものになると存じます》

「──確かに。クラウの剣だけじゃ心こころ許もとない」

　核かく心しんを突つくイフの一言に、木瀬は思わず呟つぶやきではなく普ふ通つうに声に出してしまった。

「すみません、私が力不足なばかりに……」

　弱々しく言ったのはクラウディアだ。うつむき肩かたを落としたその姿を見れば、百人が百人『落ち込んでいる』と答えるだろう。

「ま、待てってクラウ。おまえの剣の腕うでを信じてないわけじゃないよ？　実際おまえの剣は敵に当たりまくってたし。ただね、硬かたい敵が相手だとね。あんまりダメージ与あたえられてなかったかなぁなんて微び妙みように感じたんだよ？　あ、感じただけだからね？　ほら、俺戦いは素人しろうとだしあんま参考にしなくていいと思うよ？」

「……本当にすみません」

　クラウディアの声がさらに小さくなってしまった。

（まずい、唯ゆい一いつの戦力がみるみる自信を失ってる）

　木瀬は心しん中ちゆうで舌を打った。クラウディアの好不調は旅の進行に大きく影えい響きようする。上手にコントロールしなければ元の世界に戻もどれなくなってしまう。

（いつまたあの蟹かにみたいな強敵に遭そう遇ぐうするとも限らない。いくら剣の腕があっても、クラウに装そう甲こうみたいな硬い外がい殻かくを持つ敵はやっぱり厳しいだろうな。やっぱり女の腕わん力りよくじゃ──）

　その時、木瀬がハッと何かに気づく。

「行くぞクラウ！」

「行くって……どこへです？」

　いきなり立ち上がった木瀬をクラウディアが見上げていると、

「武器だ！　武器を買いに行くぞ！」




　雑ざつ踏とうというほどではないものの、絶えず人が行き交かう道がある。ルイーザの中央通りと北側がわで交差する武具関係の店が集まった通りだ。

「結構多いんだな、武器売ってる店」

　木瀬が物もの珍めずらしそうに武器を軒のき先さきに吊つり下げた店たちを眺ながめる。中には地面に布を敷しいて鈍どん器きを展示している者もいた。

「さすが冒険者が集まることで知られる町ですね」

　感心したように言ったのはクラウディアである。彼女も木瀬と同じく視線を巡めぐらせているが、主に目を留めているのは得意武器である剣の類たぐいだった。

「おまえの剣は確実に敵を捉とらえてたけど、外殻の硬い敵が相手だとダメージが通らない。この問題を解決する方法は二つ」

　クラウディアに向けて木き瀬せは指を二本立てる。

「硬かたい外がい殻かくを物ともしない腕わん力りよくをつけるか、腕力の要いらない武器を使うか。でも一日や二日で腕力なんてつくはずがない。つまり──」

「腕力を必要としない武器を手に入れろ、と」

　誘ゆう導どうされる形で答えたクラウディアだが、その表情はあまり冴さえない。

「私としては願ってもない話ですが、果たしてそんな武器が都合よく売っているでしょうか」

「探す前から諦あきらめてんじゃねぇ！」

　弱気なクラウディアを一いつ喝かつすると、木瀬は近くの武器屋に入って行く。

「……なんて言ったけど、実際売ってんのかな。そんな都合のいいフアンタジーな武器」

　背中で「すみませんでした！」と英えい雄ゆうの末まつ裔えいからの謝罪を聞きつつ、がめつい商人は頭を搔かいた。




「どうだ？」

「そうですね……」

　木瀬の問いにクラウディアは眉み間けんに皺しわを寄せた。彼女の手には棒状の柄えが握にぎられていて、そこから伸のびた一メートルほどの鎖くさりの先せん端たんに棘とげだらけの重い鉄球が付属している。確かに遠心力を利用するこの武器ならば非力な者でも高い破は壊かい力を得ることができるだろう。しかし、

「扱あつかいが難しいですね。自在に操あやつるにはそれなりの修練が必要になると思います」

「どのくらいかかりそうだ？」

「最低でも半年は」

　クラウディアが濃のう厚こうな苦味を含ふくんだ笑えみを浮かべる。すると木瀬は「他ほかの探すか」と深い息を落とした。

　あれから多くの武具店を回った二人だが、今のところ現状を打開できそうな武器とは出会えていない。ちなみにここで十軒けん目だ。

「おーい、そろそろ出て来てくれてもいいんじゃねぇか？」

　まだ見ぬ良武器に呼びかけながら木瀬は店の中を歩く。これまで立ち寄った店よりも年季が入っているのか、進むたびに板張りの床ゆかがギイギイと鳴いている。

「ファンタジー世界なんだから、もっと夢のある武器ねぇのかよ。ビームソードとかさ」

　愚ぐ痴ちとともに木瀬が手に取ったのは、壁かべに簡単なフックで固定されていた投とう擲てき用の手て斧おのだ。その小こ振ぶりながらもずっしりとした重さを確かめていると、半月型の刃やいばの上に黒い影かげが徐じよ々じよに浮かんで来た。

「虫……？」

　木瀬は目をこする。そしてあらためて見定めようとするが、手斧にまとわりついていた影はきれいに消えていた。

「……慣れないファンタジーに疲つかれが出たかな」

　目め頭がしらを押さえて木き瀬せが天を仰あおいでいると、店内に明るい声が響ひびき渡わたった。

「いらっしゃいませー！」

　出所を辿たどると、エプロンを着けた二十代前半ほどの女がクラウディアに話しかけていた。取り立てて美人ではないが愛あい嬌きようのある顔立ちをしている。この店の看板娘むすめといったところか。

「剣けんをお探しですか？　これなら女の子でも扱あつかい易やすいですよ？」

　先ほどからクラウディアが剣の棚たなで悩なやむ姿に気づいていたのだろう。看板娘は自分のおすすめを差し出した。

「本当に軽いですね」

　クラウディアが笑え顔がおを返す。手渡わたされた反そりのある片かた手て剣けんはとても軽量で、壊こわれてしまった剣よりも手て数かずは増えそうだ。しかし何度攻こう撃げきできたとしても、それが相手の防ぼう御ぎよを貫かん通つうできなければ意味がない。

「これではきっと……」

「お気に召めしませんでした？」

「え？　あ、いえ」

　顔を覗のぞき込んでいる看板娘にクラウディアは慌あわてて手を振ふった。無意識に心しん中ちゆうの考えが顔に出てしまっていたらしい。

「もう少し探してみます」

　一礼してクラウディアは別の棚に向かう。その姿を残念そうに見送っていた看板娘だったが、すぐに気を取り直し今度は木瀬に照準を合わせた。

「いらっしゃいませ！　お兄さんはどんな武器をお探しですか？」

「一撃でどんな魔ま獣じゆうもバラバラにしてくれる武器かな。ああそうそう、サイズと重さはそれぐらい手て頃ごろな感じがいい」

　木瀬が軽い調子で看板娘の控ひかえめな胸を指差すと、

「おまえを肉片バラにしてやろうか？」

　営業スマイルを湛たたえたまま、彼女は壁かべに展示されている肉厚な両手剣の柄つかを握にぎり締しめた。

「しまった。ついクラウディアと話してるつもりで小こ粋いきなエロジョークを」

《大たい抵ていのことは笑って許してくれますからね、クラウディアかのじよは》

　顔を引きつらせている木瀬の隣となりでイフが淡たん々たんと告げた。どうやら唯ゆい一いつの仲間が聖人のごとき心の広さを有しているだけで、やはりこの世界もセクハラには漏もれなく厳しいようだ。

「話せば分かる……って雰ふん囲い気きじゃねぇな」

　明らかに身の丈たけと腕わん力りよくにそぐわない鉄てつ塊かいを担かつごうとしている看板娘を見守りながら木瀬が呟つぶやく。よほど自分の体型がコンプレックスだったらしい。

「つーか、あんなもん喰くらったらマジでバラバラになっちまう……！」

　木き瀬せが生まれたての子こ鹿じかのように震ふるえていると、どこからか優やさしい声が届いた。

「どうもいらっしゃいませ」

　店内奥にあるカウンターの向こう、バックヤードに通じていると思おぼしきドアから口くち髭ひげを生やした中年が出て来た。おそらく店主だろう。

「こら、何を遊んでいる。ちゃんとお客さんの相手をしなさい」

「うぬっ……！」

　殺意の衝しよう動どうに支配されていた看板娘むすめが店主の一声で動きを止める。それを見た木瀬は好機とばかりに店主のいるカウンターを目指して走り出した。

「ちょっと質問があるんだが！」

　熱心な学生よろしく挙手をする木瀬だが質問の内容など考えてもいない。今はただエプロン姿の処しよ刑けい人から一ミリでも遠くへ逃にげたいだけである。そのはずだったのだが、店主の側そばまで辿たどり着くなり木瀬の口は問いを発していた。

「その箱には何が入ってるんだ？」

　注視するのはカウンターに載のせられている長方形の大きな木箱だ。木瀬はなぜかそれが気になって仕方がなかった。

「おお、お目が高い！」

　店主は目を輝かがやかせると勿もつ体たいつけるようにゆっくり木箱を開けた。中に入っていたのは刺し突とつ用の細剣レイピアだ。

「伝説の英えい雄ゆうクラウド・ヴァンダレイ。これはそんな彼の頼たのもしき仲間の紅こう一いつ点てん、聖女アディルが戦神スタロゥンより授さずかった一ひと振ふり──と言えばもうお分かりですね？」

　静かな興奮を含ふくんだ言葉とともに店主が鞘さやから剣けんを解き放つ。それはナックルガード付きの柄つかから切っ先まで、つまりすべてが純白で染め上げられた細剣だった。

「どうぞ手に取ってみてください」

「うお……！」

　細剣を手渡わたされた木瀬は思わず唸うなった。なぜなら全長一メートル強の金属製と思しき一振りに、重さらしい重さが存在しなかったからである。まさに『羽のように軽い』のだ。

「いかがですかファリーゼは。まさに伝説級の扱あつかい易やすさでしょう？」

「……ファリーゼ」

　木瀬は手の中にある白の細剣をもう一度見つめてから、

「クラウ」

　店内で別行動を取っていたクラウディアを呼ぶ。そして現れた彼女に「持ってみろ」とファリーゼを差し出した。

　その頃ころ、カウンターの店主の隣となりにこそこそと看板娘が並んでいた。両手剣を手にしていないあたり、とりあえず木瀬への怒いかりは沈ちん静せい化したようだ。

「父さん、あんな剣けんいつの間に仕入れたの？」

　看板娘むすめが小声で尋たずねると、

「馴な染じみの冒ぼう険けん者が置いてったんだよ。『借りた金を返せそうにないからせめてこれを』って」

「はあ？　ナニソレ」

　不満げな声を発する娘。しかし父はそれに気づかず、沈ちん痛つうな面おも持もちを作って話を続ける。

「どうもゴルドーストのカジノで大損したらしくて。まったくギャンブルってのは怖こわいねぇ」

「怖いねぇ、じゃないでしょ。その人にいくら貸してたの？」

「さ、さあ？　いくらだったか父さん覚えてな──」

「いくら……!?」

　看板娘は素す敵てきな笑え顔がおを浮かべると、後ろの壁かべに吊つるしてあった打だ撃げき用の棒の先せん端たんを店主の鼻先に突つきつけた。観念するしかないようだ。

「ご、五万グラッセぐらいかなぁ？」

「ごまっ……！　そんな大金を剣一本でチャラにしたの？」

　父の告白に娘は店が営業中であることも忘れて声を荒あららげた。

「その人ゴルドーストで幅はばを利きかせる怖い人からお金借りちゃったらしくて、しかも返済できないと酷ひどい目に遭あうって言うんだもん。ただなあ、あの剣は間ま違ちがいなく逸いつ品ぴんだぞ？　武器屋としての父さんの目を信じてくれ！」

「武器屋としての目はこの際どうでもいいんだってば……」

　カジノで破産するような自じ業ごう自じ得とくの人間に大金を貸した父の度を超こえたお人ひと好よしぶりに、娘は額に手を当てて溜ため息いきを吐つくしかない。

「あの」

　不意にカウンターの親子に向けて声が投げられた。その主はクラウディアである。

「お取り込み中すみません。できればこの剣を少し振ふってみたいのですが」

「どうぞどうぞ！」

　クラウディアの頼たのみに対し店主は二つ返事だった。おそらく娘の小こ言ごとから脱だつ出しゆつする機会が生まれて嬉うれしいのだろう。意気揚よう々ようと二人の客をカウンター脇わきにあるスペースに案内した。

「ここなら多少武器を振り回しても危険はありませんよ」

　店主の言葉に頷うなずくとクラウディアはファリーゼを構える。

「ふっ！」

　小さな呼気とともに突き出される白の細剣レイピア。借り物の武器のため力は抑おさえている。しかしそれでもなお、その一撃は閃せん光こうのごとく虚こ空くうを駆かけた。

「これは……！」

　クラウディアは驚おどろきながら構え直すと、今度は先ほどよりも強く速く剣を舞まわせた。幾いく重えもの剣閃が店内の大気を千々に斬きり裂さいていく。

（元々速かったけど、倍以上速くなってねぇか？）

　大口を開けて高速化した剣けん舞ぶを見守るのは木き瀬せだ。そのすぐ近くでは店主も感かん嘆たんの声を漏もらしている。

「腕うでの立つ人が使うファリーゼはこんなにも凄すごいのか。これにあの力が備わってたら本当にとんでもない武器だぞ」

「あの力？」

　木瀬が聞き返すと店主は「ええ」と興奮気味に点頭した。

「ファリーゼとは古代語で『風を紡つむぐ者』という意味ですからね。風を操あやつる力が秘ひめられているという説があるんですよ！」

　そこまで言った途と端たん、店主の顔に苦笑が浮かぶ。

「ただ、昔話の中にアディルがファリーゼで風を起こした──なんて描びよう写しやは一いつ切さいないじゃないですか。まあ、回復魔ま法ほうの専門家である彼女が剣けんを抜ぬくこと自体稀まれだったんでしょうけど」

「『風を紡ぐ者』って名前の印象が一人歩きしたんじゃないか？」

　木瀬の指し摘てきに店主も「かもしれませんね」と頷うなずく。

「仮にファリーゼが風を操る魔剣だったとしても、その真の力を引き出せるのはきっと英えい雄ゆう譚たんに登場するような特別な人間だけ──」

「はあぁぁぁぁぁぁっ！」

　店主の声を搔かき消すような気合とともに、クラウディアが一ひと際きわ鋭するどい突つきを放つ。直後、約二メートル先にある壁かべに拳こぶし大だいの穴が空いた。

　誤って剣先が当たってしまったわけではない。そもそも剣では壁にこのような傷はつけられないだろう。そう、あたかもスクリューで抉えぐったかのごとき螺ら旋せん痕こんは。

　──静せい寂じやく。

　思ってもいなかった展開にこの場にいる誰だれもが言葉を失ってしまっていた。中でも一番びっくりしているのはそれを行ったクラウディアだ。瞬まばたきすら忘れ、突きの体勢で硬こう直ちよくしている。

「よし、買った。金はここに置いてくぞ」

　無言の時間を終わらせたのは木瀬だった。彼はカウンターに貨か幣へいを置くと、クラウディアの手を取って店の出入り口へ歩いて行く。

「待てぇぇぇぇぇぇい！」

　ところが、鬼おにの形ぎよう相そうで疾しつ走そうして来た看板娘むすめが二人の前に回り込んだ。

「な、何だよ。金なら払はらっただろ？」

　若じやつ干かん目を泳がせながら木瀬が言うと、看板娘は握にぎり締しめていた三枚の銀貨を見せる。

「足りないわ、こんな金額じゃ全然足りない。その剣が欲しかったら五万──いえ、八万グラッセいただきます！」

「こらこら、なに勝手なことを……」

「父さんは黙だまってて！」

　ようやく追いついた店主を看板娘むすめが鋭するどい眼光で射貫ぬく。お人ひと好よしの父が貸した大金を回収しつつ、さらに儲もうけも出そうと娘は懸けん命めいなのだ。

「ふっかけてんじゃねぇぞてめぇ！」

　看板娘の迫はく力りよくに負けじと木き瀬せが吠ほえる。セクハラの一件で味わった恐きよう怖ふも、金さえ絡からんでいれば忘ぼう却きやくの彼方かなたらしい。

「これが！　たかが剣けん一本がそんなに高いわけねぇだろ！」

　そう言って木瀬はクラウディアの腕うでごとファリーゼを掲かかげる。すると日本円にして約八百万円の高値がつけられた一ひと振ふりの上に、またしても何かが見えた。

（また目がおかしく──あれ？）

　目をこすろうとしていた木瀬の手が止まる。視界内の異物でしかなかった何かが、徐じよ々じよにその姿を現し始めたのだ。

（数字？　空中に数字が浮かんでるのか？）

　木瀬は心しん中ちゆうで声を上げた。よく見ればファリーゼだけでなく、周囲に置かれている武器や防具にも数字が付属している。

（もしかしてこれ、値段と関係があるのか？）

　手近なところにある短剣と、その柄つかにくくり付けられた売値の記されたタグに注目する。空中にある数字は『９５０』で、この店が設定した金額は『８８０』だった。木瀬の見ている数値は、店内にあるほとんどの武具の価格を上回っている。しかし少数だが関係が逆になっている物もあった。その場合は虚こ空くうの数字は赤に染まっている。

「……売値の方が高いヤツは浮いてる数字が赤くて、安いと黒い。つまり買うと黒字──お買い得ってことか？」

　木瀬が独り呟つぶやいていると、耳元にイフの唇くちびるが寄せられた。

《私たちに見えないものがお見えのようですね。それが木瀬さまの能力かもしれません》

「能力？」

《はい。最も上がみ透とう子こが常じよう人じん離ばなれした身体能力を手に入れたように、『制服』が木瀬さまの潜せん在ざい能力を引き出したのだと存じます》

「そうか、俺はそれが『買い』かどうか分かる能力か……！」

　ローブに包まれた己おのれを見下ろしながら、木瀬は自信に満ちた笑えみを作る。一方、覚かく醒せいを果たした無職とは逆に、彼を見つめる武具店の親子は明らかに顔を曇くもらせていた。

「……誰だれと喋しやべってんの、あの人」

「だ、誰だろうね……」

「ユッキー殿どのは神の言葉を聞くことができるのです！　決しておかしな人ではありません！」

　必死にクラウディアが説明するも、看板娘と店主の眼まな差ざしは憐あわれみの色を帯びたままだった。

「──ちょっと待てよ!?」

　唐とう突とつに声を張り上げた木き瀬せに、彼以外がビクンと体を震ふるわせる。

（ファリーゼに浮かんでる数字は五十万グラッセ。小こ娘むすめが提示したのは八万グラッセ。つまり四千二百万円分お得！）

　瞳ひとみに￥マークを輝かがやかせる木瀬だが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。

（でもだからって剣けん一本に八百万円も払はらえるか？　いや、だけどこの剣は間ま違ちがいなく戦力を大おお幅はばに上げてくれるだろうし……）

　しばらくウンウンと唸うなっていた木瀬が、不意にクラウディアに目をやる。

「おまえ、いくら持ってる？」

「えっと……百グラッセです」

　首を竦すくめ酷ひどく申し訳なさそうにクラウディアは告げた。しかし、そんな彼女に「気にするな」と優やさしく声をかける余よ裕ゆうが木瀬にはない。なぜなら、

（ってことは、最低でも七百九十九万円は俺ちゃん払い！）

　明確となったファリーゼを購こう入にゆうする場合の負担額に昇しよう天てんしかけていたからだ。

「ぐぎぎぎ……！」

　ターバン越ごしの頭皮に爪つめを立てて木瀬は呻うめく。戦力強化と預金残高の狭はざ間まで苦く悩のうしていた。

「買わないなら剣は返してもらうわよ？　伝説の魔ま剣けんを欲しがる人はたくさんいるだろうし」

　時間切れとばかりに看板娘がファリーゼに手を伸ばすと、

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　絶ぜつ叫きようしたのは木瀬だ。さらにそのまま外へ出て行ってしまう。

「ユッキー殿どの!?」

　突とつ然ぜんの奇き行こうに思わずクラウディアの表情が不安げなものになる。だが一分ほど経たつと木瀬は再び店内に戻もどって来た。そう、今にも張り裂さけんばかりに膨ふくらんだ大きな袋ふくろを担かついで。

「これで文句ねぇだろ！」

　叩たたきつけるように木瀬が袋を床ゆかに置く。その開いた口から覗のぞくのは大量の金貨だった。この短時間で大金を稼かせぐことは不可能なので両りよう替がえ屋を頼たよったのだろう。

「──八万グラッセ、確かに」

　カウンターに戻り勘かん定じようをしていた店主が言った。それを聞いた看板娘が鞘さやに納められたファリーゼをクラウディアに差し出す。

「あ、ありがとうございました」

「ど、どうも」

　高額の買い物だけに、品物を渡わたす側がわも受け取る側も緊きん張ちようしているのが見て取れる。それでも新しい武器を手にした瞬間、クラウディアは笑え顔がおを弾はじけさせた。まるで欲しかった玩具おもちやを買ってもらった子供のように。

「何とお礼を言ったらいいか……！」

　感かん涙るいしかねないほど気持ちを昂たかぶらせたクラウディアが、ファリーゼを胸に抱いだいて木き瀬せを振ふり返る。だがそこに彼の姿はない。あるのはかつて木瀬幸ゆき成なりと呼ばれた者の残ざん骸がいのみだ。

「……お、俺の金……俺の……」

《お気を確かに》

　イフが呼びかけるも、壁かべにもたれかかり白目を剝むいている元・木瀬にその声が届いているのか定かではなかった。




「唸うなれファリーゼ！」

　構えた純白の細剣レイピアをクラウディアが振ふるう。すると発生した真空の刃やいばが背の高い草を、さらに甲かつ冑ちゆう蟹がにを水平に両断した。

「やった……！」

　込み上げる喜びにクラウディアは身を震ふるわせた。前回はまったく攻こう撃げきが通じず苦戦を強しいられた強敵を、こうも容易に倒たおせるようになったのだから無理もない。

「見ていてくれましたか、ユッキー殿どの！　このファリーゼなら硬かたい魔ま獣じゆうでも──」

　感謝の思いを込めてクラウディアが木瀬を振り返る。しかし戦う力を与あたえてくれた恩人は、彼女を見守るどころかガラス玉のような虚うつろな瞳ひとみで体育座りをしていた。

「……まだ回復していないか」

　困り顔でクラウディアは細剣を鞘さやに納める。魔ま剣けんファリーゼを手に入れた木瀬たちは、試ためし斬ぎりを行うため以前途と中ちゆうで引き返した草原を訪おとずれていた。先刻の戦いから分かるように、これまでと比べて戦力が激増したことは間ま違ちがいない。だが一方で、イフからもらった報ほう酬しゆうの大部分を吐はき出すことになった木瀬の気力は激減したままだった。

「このままじゃ無事に帰れたとしても微び妙みような金しか残らねぇ……。変な世界で死ぬ思いまでしたのに、そんなエンディングありかよ……」

　ブツブツ呟つぶやきながら木瀬は傍かたわらに転がる魔獣の死し骸がいを見た。甲冑蟹の前にクラウディアが倒した二足歩行の狼おおかみである。

「……はあ、敵を倒しても一円も落とさねぇし。やっぱゲームとは違うよなぁ」

「ユッキー殿」

「ん？　ああ、終わった？」

　クラウディアがこちらに歩いて来るのを見て木瀬は緩かん慢まんに立ち上がる。その直後、

「──ガウァ！」

　死んだと思われていた狼が血だまりの中で吠ほえた。ただしそれはいわゆる断末魔の叫さけびで、間もなく完全に息を引き取った。ところが、

「うおぇぃっ!?」

　そんな狼おおかみ側がわの事情を知らない木き瀬せは全力で驚おどろき、少しでも遠くへ逃にげようとする。

「そちらは危険です、ユッキー殿どの！」

「え？」

　クラウディアが声をかけるも時すでに遅おそしだ。混乱しながら走っていた木瀬は草原にできていた段差を踏ふみ外し落下した。

「………………………………………………………………あー、異世界でも空は青いんだなぁ」

　地面で大の字になった木瀬が微び笑しようする。かなり高低差のあるところから落ちた割に元気そうな理由は、彼が背中で潰つぶしている草たちがクッションとなってくれたからだろう。

　しばらく青空を流れる雲をぼんやり見上げていた木瀬だったが、

「──やーだー！　やだやだやだやだやだ！　もうやだー！」

　突とつ然ぜんスイッチが入ったように手足をバタつかせ始めた。ストレス由来の幼児退行だろうか。

「ユッキー殿！」

　段差を飛び下りて来たクラウディアが木瀬を抱だき起こす。すると涙なみだ目めになっている彼の額から赤い液体が垂たれていることに気づいた。

「血が……」

　木瀬が傷の痛みで騒さわいでいたと勘かん違ちがいしたクラウディアは悲しげに顔を歪ゆがめた。頭部は血管が集中しているため、さほど深い傷でなくても多くの血が流れることがある。だがそういった事情を抜ぬきにして彼女は彼の身を案じているようだ。

「早く手当てを──」

　その時、クラウディアは何かに目を留める。それは木瀬を落下の衝しよう撃げきから救った草だ。彼女がちぎった草をよく揉もんでから木瀬の額に押し当てると、ほどなくして出血は止まった。

「こんなところに毎まい夜や草そうが生えていたお陰かげで助かりました」

「毎夜草？」

　草が貼はりついている額に触ふれながら木瀬が聞くと、クラウディアは笑って頷うなずく。

「根っこさえ残っていれば、刈かり取っても一晩でまた生えてくるからそう呼ばれています。高い止血作用があるので応急手当て用に携けい帯たいする冒ぼう険けん者も多いのですよ」

「毎夜草……応急手当て……冒険者……」

「ユッキー殿？」

　うつむいて何かを呟つぶやく木瀬の顔をクラウディアが覗のぞき込むと、

「これだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　木瀬は近くに生えていた毎夜草を両手で引き抜いた。

「会いたかった……おまえに会いたかったぜぇぇぇ！」

《お頭に問題はございませんか？》

　植物に頰ほお擦ずりをする木き瀬せに尋たずねたのは、いつの間にか横で正座するイフだ。

「問題なんてあるわけねぇだろ！　精神的にも！　髪かみ質しつ的にも！」

《いえ。私がお尋ねしたのは頭部のお怪け我がの具合で、高いストレスを感じておられる脳や、将来が若じやつ干かん不安な毛もう髪はつのことではございません》

「そんなことはどうでもいい！」

　語気を強めて会話を叩たたき切ると、木瀬はあらためてイフを見た。

「確かおまえ、今俺たちが目指してる村は毎まい夜や草そうが採とれるって言ってたよな？」

《はい。そのように申し上げました》

「そうか。フフフ、見えて来たぞ。逆転の道筋が！」

「あ、まだ興奮しない方が……」

　クラウディアが制止するも木瀬は悪役めいた高笑いを始める。その結果、青々とした毎夜草に赤い飛ひ沫まつがかかってしまったのは言うまでもない。




　広大な草原を走る人ひと影かげがある。それはまだ二十歳はたちそこそこの青年だ。彼のまとう革かわ製の鎧よろいの背中は大きく斬きり裂さかれていて、地面を蹴けるたび地面に赤い斑はん点てんを作っていた。

「た、たすけ、助けて……！」

　息を乱しながら青年が声を絞しぼり出す。しかしその後方では体の大きな一いつ角かく豚とんが今にも追いつかんとしていた。

　このままでは殺される。青年の心を死の恐きよう怖ふが支配しかけたその時、横手から吹ふいた突とつ風ぷうが一角豚を四つに分割した。

「──え？」

　何が起きたのか分からず、青年は振ふり返ったまま呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている。そこへ「大だい丈じよう夫ぶかー？」と誰だれかが小走りで近づいて来る。どこか胡う散さん臭くさい顔をした商人と思おぼしき若者だ。

「おい、ケガをしてるじゃないか」

　青年の背中の負傷を見るなり、商人はローブの袖そで口ぐちから毎夜草を取り出した。

「安心しろ、これで血は止まる」

「ありがとう……本当にありがとう……」

　青年は命が助かった安あん堵ど感も手伝い、涙なみだを流しながら毎夜草を受け取ろうとするが、

「三十グラッセな」

「え？」

　笑え顔がおで金銭を要求されて青年は目を点にする。

「だってこの毎夜草、俺がこれからの旅で使うはずだったんだぜ？　その代金ぐらい払はらってくれたっていいだろ？」

「でも、毎夜草の相場は三グラッセぐらいじゃ……」

[image: ]

「それは町の中にある店での話。あんな危険のきの字もないようなところなら三グラッセでも高すぎるぐらいだ。でもここはどこだ？　魔ま獣じゆうのうろつく危険地帯だぜ？　一いつ滴てきの血を失うかどうかが生死を分ける場所だぜ？」

「だ、だけど、さすがに十倍は酷ひどくないか？」

「状じよう況きようと場所が変われば物の価値だって変わる。川辺で水を売っても鼻で笑われるだけかもしれないが、何日も漂ひよう流りゆうしてる船の上なら一いつ杯ぱいの水に誰だれもが全財産を差し出すぜ？」

「う、うーん……」

「あんまり悠ゆう長ちように考えてる暇ひまはないぞ？　あんたの血の美味おいしそうな臭においを、他ほかの魔獣が嗅かぎつけて来るのも時間の問題だからな」

「わ、分かった！　買う、買うよ！」

「毎度あり！」

　代価を受け取ると商人はさらに笑えみを濃こくする。青年に手渡わたされた毎まい夜や草そうは、なぜか使い易やすいようにあらかじめよく揉もみ込んであった。




「またしても成功だ」

　木き瀬せは嬉うれしげに銅貨を布ぬの袋ぶくろに入れると、その音と重さを確かめるように小さく振ふった。

《順調にお金を増やしておられますね》

「フフフ、失った体を取り戻もどしていくような感覚だぜ」

　イフの声に口こう角かくを吊つり上げた木き瀬せだったが、すぐに不安げな面おも持もちを作った。

「ところでこっちで稼かせいだ金はどうなるんだ？　まさか帰る時に全額没ぼつ収しゆうなんてことは……」

《基本的にこの世界のものは持ち帰りが禁じられております》

　衝しよう撃げきの事実に木瀬は思わず銅貨入りの布ぬの袋ぶくろを落とす。だがイフの話にはまだ続きがあった。

《ですが業務完かん遂すいのあかつきには、特例として一つだけお持ち帰りになられることを許可させていただきます》

「そ、そういうことは先に言え！」

　若じやつ干かん魂たましいが抜ぬけかけていた木瀬だったが、この仕事の特典を聞いて何とか蘇よみがえった。そして拾い上げた布袋の汚よごれを丁てい寧ねいに払はらう。

（一つだけ持って帰れる、か。何を選ぶのが一番得だ？）

　まだ辿たどり着くかも怪あやしい未来エンデイングについて真しん剣けんに悩なやんでいると、

「ユッキー殿どの」

　別行動をしていたクラウディアが合流した。

「おう、クラウ。さっきのもいいタイミングだったぞ」

「……ありがとうございます」

　木瀬は親指を立てるが、褒ほめられたクラウディアはやや苦笑気味だ。先刻助けた冒ぼう険けん者の青年が一いつ角かく豚とんに襲おそわれていることに、木瀬たちは早い段階で気づいていた。しかし『機が熟じゆくするまで』手出しはしなかった。

「アホみたいに高かっただけあって超ちよう有能だな、その剣けん。用よう途との幅はばが広いぜ」

　クラウディアの腰こしに提さげられたファリーゼを見て木瀬が頷うなずいていると、

「あの、ユッキー殿。これはいつまで続けるのですか？」

「これって？」

「ここ数日繰くり返している『隣となり村むらで刈かった毎まい夜や草そうを、負傷した駆かけ出だしの冒険者に高値で売りつけること』です」

「辛つらいか？　草刈り」

「いえ、草を刈るのはファリーゼで一ひと薙なぎなのでまったく苦ではありません。でも、人の弱みにつけ込むような商売は……」

「クラウ。なあ、クラウディアよ」

　木瀬は浅く息を吐はくと、クラウディアの肩かたに優やさしく腕うでを回した。

「確かに毎夜草を十倍の値段で売るのは少しだけやりすぎかもしれねぇ。けどもし俺たちがここで張ってなかったら、間ま違ちがいなくさっきのヤツは魔ま獣じゆうのエサになってたよな？」

「その可能性は……高いですね」

「だろ？　ならこう考えるべきなんじゃねぇか？　『あいつは薬草を買ったんじゃない、命を買ったんだ』って。たった三十グラッセで家族や恋人のところに帰れるんだぜ？　こんなに幸運なことはねぇだろ？」

「な、なるほど」

　すらすらと並べ立てられたそれらしい言葉に、クラウディアは段々と丸め込まれていく。

「値段の件は何となく分かりました。しかし、いつまでこうして毎まい夜や草そうを売るつもりなのですか？　私たちには魔ま獣じゆう王おうを討とう伐ばつするという目的が……」

「それは俺も分かってる。でもファリーゼでほぼ全財産使い果たしちまったからな。このままじゃ旅を続けられねぇ」

「それなら安心してください。私の百グラッセでも充じゆう分ぶん旅は続けられ──」

「バカヤロー！」

　不意に木き瀬せが烈れつ火かのごとく怒いかりを露あらわにした。

「俺たちの旅はただの旅じゃねぇ！　魔獣王っていう強大な敵を倒たおすための命いのち懸がけの旅だ！　野宿や不味まずいメシで体調を崩くずしたらどうする!?　そんな甘い自じ己こ管理してて世界なんて救えるわけねぇだろ！」

「た、確かに」

　目を見開いたクラウディアが納なつ得とくの声を漏もらす。すると木瀬はそれまでの気勢から一転、穏おだやかな声で語り出した。

「分かってくれて嬉うれしいぞクラウ。俺たちは身も心も常に万全じゃなきゃいけねぇ。だからもう少しだけ我が慢まんしてくれ」

「はい！」

「そうそう。あと一回で手持ちの毎夜草がなくなるから、そしたら隣となり村むらまで調ちよう達たつに行こうな。頼たよりにしてるぜ、草くさ刈かり名人」

「お任せください！」

　背筋を真まっ直すぐに伸のばすと、クラウディアは豊満な胸を力強く叩たたく。そして次なる新米冒険者おきやくさんを待つのに恰かつ好こうの場所へ駆かけ出した。

《彼女は木瀬さまの世界でいうところの『騙だまされ易やすいタイプ』かと存じます》

「かもな。でもだからこそ俺が正しい方向に導いてやんねぇと」

　イフの言葉に同意しながら、木瀬は意気揚よう々ようと走る仲間の背中を見守るのだった。













　　　決けつ闘とうの章







　木き瀬せたちが毎まい夜や草そうを使ったアコギな小こ銭ぜに稼かせぎを始めてから一週間が経たった。

「まあ、こんなところか」

　ルイーザの酒場、その最さい奥おうの席で木瀬は布ぬの袋ぶくろを覗のぞき込んでいる。中には相当な数の金貨が詰つまっていた。

「いよいよ冒ぼう険けんを再開させるのですね？」

　テーブルの対面でファリーゼの手入れをしていたクラウディアが目を輝かがやかせた。しばらく草くさ刈かりばかりしていたせいか、純白のはずの刃やいばは緑色の汚よごれが酷ひどい。

「そうだ、準備をしろクラウ。これからが本番だ」

「はい！」

　木瀬の言葉にクラウディアは元気よく立ち上がる。ついに二人は旅立ちの時を迎むかえた。

　迎えたのだったが──




「ユッキー殿どの！」

「どうしたんだよ、急にでかい声出して」

　珍めずらしく眉まゆを吊つり上げているクラウディアに、木瀬は目を瞬しばたたかせる。

「どうした、ではありません！　このようなところで寄り道をしている場合ですか！」

　さらに語気を強めながらクラウディアが前方を指差した。そこには金色の装そう飾しよくが施ほどこされた巨きよ大だいな門がそびえている。

「ゴルドーストへようこそ」

「どうもどうも」

「ユッキー殿！」

　門番と思おぼしき筋骨隆りゆう々りゆうの男と親しげに挨あい拶さつする木瀬に、三度クラウディアの檄げきが飛ぶ。ルイーザの町を発たってから三日。二人は広大な草原を南東に抜ぬけた先の荒こう野や、その中で燦さん然ぜんと輝かがやく黄金の街ゴルドーストの前にいた。

「ここがどういう場所か分かっているのですか？」

「街が丸ごと賭と博ばく場になってんだろ？　武器屋のおっさんが教えてくれたぞ」

　眉根を寄せるクラウディアに木瀬はさらりと答えた。情報の出所はファリーゼを購こう入にゆうした武具店店長のようだ。

「私たちに遊んでいる時間などないはずです。早く北へ向かいましょう」

　今にも黄金の門を潜くぐろうとしている木き瀬せの袖そでをクラウディアが摑つかむ。すると異なる世界から来た商人は神しん妙みような顔で振ふり返った。

「俺が遊びに来たように見えるのか？　いやそもそも、ここはおまえの思ってるような遊び場じゃねぇ。存在するのは勝者と敗者、自然界と同じ弱肉強食の戦場だ」

「……っ」

　木瀬の無む駄だな迫はく力りよくにクラウディアはたじろぐ。しかしそう簡単には引き下がるわけにはいかない。彼女には魔ま獣じゆう王おうの討とう伐ばつという大きな目的があるのだから。

「か、仮にここが私の思っているようなところではないとしても、私たちがここに立ち寄る必要はないはずです」

「おいおい、クラウディア」

　物覚えの悪い生徒を前にした教師のごとく、木瀬は小さく頭かぶりを振った。

「言ったはずだぜ？　俺たちがしてるのは甘い旅じゃねぇって。この先にどんな困難が待ち受けてるか分からねぇんだ。それこそまた伝説の武器が必要になったり、魔獣の大群に備えて大量の傭よう兵へいを雇やとわなきゃいけなかったりするかもしれねぇ。そういう事態に直面した時、金を持ってないからダメだったで済むのか？　そんなくだらないことで諦あきらめていいのか？」

「よくは……ありません」

「だろ？　何があっても対応できるように、俺たちは一グラッセでも多く持ってる必要があるんだよ。けどこれまでみたいにチンタラ稼かせいでたんじゃあ、その間に世界は滅ほろんじまう。だからこそここに来たんだ」

　一いつ旦たん言葉を切ると、木瀬は強い力でクラウディアの双そう肩けんを摑つかんだ。

「俺たちが賭かけるのは金じゃねぇ。この世界の命運なんだよ！」

「世界の命運……！」

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていたクラウディアだったが、やがて悔くやしげに瞑めい目もくする。

「私は何という浅い考えであなたに意見をしていたのか。自分が恥はずかしいです」

「分かってくれたか。ところでおまえの金も貸してくれねぇ？　少しでも元手を多くしたい」

「はい！」

　眩まぶしい笑え顔がおを見せると、クラウディアは快く木瀬に全財産の入った袋ふくろを差し出した。

《クラウディアは木瀬さまの世界でいうところの『チョロい女』かと存じます》

　イフの囁ささやきが聞こえるも木瀬は無反応だ。しかし、

（だからこそ俺が見守ってやらなければ）

　その胸中では強い使命感を抱いだいていた。




　扉とびらを潜った木瀬たちを出で迎むかえたのは、またしても黄金の輝かがやきだった。あらゆる建物の外そと壁かべが金色で染め上げられ、足あし下もとにはレッドカーペットを思わせる赤あか煉れん瓦がが敷しき詰つめられている。

「どこの世界にも金ピカ大好きっ子はいるもんだな」

　とある戦国武将を連想しながら木き瀬せは嘆たん息そくする。華はなやかな感じは嫌きらいではないものの、こうも視界内がうるさいと気が休まらない。

《木瀬さま》

「何だ？」

　木瀬が久しぶりにイフを見た。ちなみにクラウディアは彼らの後方におり、上京したばかりの純じゆん朴ぼくな若者のごとく周囲を見回している。よほど黄金の街並が衝しよう撃げき的だったらしい。

《賭と博ばくを利用して資金を増やす計画のようですが、勝算はおありなのですか？》

「当たり前まえ田だの利とし家いえよ。ついでに言っとくと俺はイチかバチかの勝負ギヤンブルをするつもりはねぇ。あのヒリつくような感覚は大好きだが、今回はそういう展開はお預けだ」

　そう言って木瀬は足を止める。視線の先には以前シュワルツが乗っていた、恐きよう竜りゆうに似た動物の絵が描えがかれた看板を掲かかげたゲートがあった。




「差せ！　差せ！　差せぇぇぇぇぇぇ！」

「抜ぬかれたら殺す！　ぶっ殺すからなぁぁぁぁぁぁ！」

　歓かん声せいと罵ば声せいが入り乱れる空間がある。それはゴルドーストの面積の三十パーセントを占せん有ゆうする大きな楕だ円えん形の広場だ。外観はほぼ陸上のトラックで、その周回用のコースを十頭の恐竜が背に人を乗せて疾しつ走そうしている。

「……おお」

　大口を開けて感かん嘆たんの声を出したのはクラウディアだ。彼女と木瀬はコースを囲むような柵さくを越こえたところに設もうけられた観客席にいた。二千人ほど収容できそうなそこはほぼ満員で、たった今到とう着ちやくした二人以外は例外なく血走った目でレースの行方ゆくえを凝ぎよう視ししている。

「ユッキー殿どの。ここへ来たということはホスマのレースで勝負するのですか？」

「まあな」

　木瀬が同意する。そしてあの恐竜めいた動物はホスマというらしい。

「しかし当てられるのでしょうか。万が一負けてしまったら……」

「安心しろ。俺は絶対に負けん」

　心細そうなクラウディアに断言しつつ、木瀬は懐ふところから一枚の紙を取り出した。次のレースの投票券だ。赤い兜かぶとを被かぶった騎き手しゆが乗る黒いホスマの一位を予想してあるが──




「凄すごい凄い！　また当たりましたよユッキー殿！　これで五回連続です！」

「く、苦しいぞ……クラウ」

　歓かん喜きするクラウディアに頭を抱だき締しめられた木瀬が呻うめく。しかし呼吸に困りながらも「でも止やめないで」と彼は彼女の柔やわらかさに身を任せていた。その顔は非常に充じゆう足そくしている。

　ここまで木き瀬せは破は竹ちくの五連勝。彼がやっていることといえばレース前の練習をするホスマを眺ながめるだけ。それでなぜこうも的中させられるのか。

（競走を生なり業わいにする動物の価値は何で決まる？　おそらく速さだ。つまり──）

「一番値段の高いヤツが勝つ……！」

　予想を外した者による溜ため息いきの大合唱を聞きながら、木瀬はほくそ笑えんだ。

　勝利の秘ひ訣けつは『鑑かん定てい眼がん』にあった。最も価格の高いホスマさえ見つけられれば、あとはその一頭に金を注つぎ込むだけ。そのやり方でここまで負けていないあたり、レース用のホスマの価値が脚あしの速さで決まるという木瀬の仮説は当たっているのかもしれない。

《木瀬さま。ただいまの勝利でファリーゼに支し払はらった金額の半分を回収いたしました》

「まだ半分か」

　イフの報しらせを聞いた木瀬はクラウディアの胸から抜ぬけ出し、後ろを振ふり返る。そこにはレースを楽しむ観客とは一線を画した者たちが屯たむろっていた。元の世界でいうところのチンピラのような連中である。ただしこちらは腰こしや背に当たり前のように武器を携けい帯たいしているので、その危険性は比べ物にならないが。

「彼らがどうかしたのですか？」

　木瀬の視線の行方ゆくえに気づいたクラウディアが問う。チンピラたちの発する剣けん吞のんな空気を察知したのだろう、声に警けい戒かいの色が滲にじんでいた。

「なに、ここらで大きく稼かせごうと思ってな」

　クラウディアの肩かたを叩たたくと、木瀬は柄がらの悪い連中の元へ歩き出す。前々回のレースの合間、用を足しに行こうとした木瀬に彼らは声をかけて来た。「ニイさん、金は足りてるかい？」と。おそらく真っ当ではない金貸しだ。

（あいつらから一度借りたら最後、アホみたいに高い利息を付けられて、返しても返しても終わらない借金地じ獄ごくが始まっちまうんだろうなぁ。でもそれは──返せないヤツの話だ）

　木瀬が口くち端はしを吊つり上げる。本来であれば近づくことすら憚はばかられる猛もう毒どくだが、『鑑定眼』によるレース必勝法を確立した今の自分ならその毒さえも薬──いや、金に変える自信があった。

「金を貸してくれ」

　声をかけたのは柄の悪い者たちではなく、その奥にいた肥ひ満まんの中年だ。木瀬と同じく商人めいた服装をしているものの、華か美びさの面では彼の方が上である。そう過か剰じようなほどに。

「いくら必要だ」

「いくらまで貸してくれる？」

　木瀬が問い返すと肥満の金貸しは目を眇すがめた。値ね踏ぶみするようにこちらを見ている。

「一万ってとこだな」

　金貸しがチンピラの一人に目配せして金貨を取り出させる。しかし木瀬は首を振った。

「その十倍貸してくれ」

　要求したのはこの世界に来るきっかけとなった報ほう酬しゆうと同額。日本円にして一千万の大金だ。

「欲張んなよニイちゃん。デケェ金を貸すとなりゃ、こっちも慎しん重ちようにならざるを得ねぇ。万が一返してもらえなかった時のために担保を用意してもらわねぇと」

「担保？」

「俺の趣しゆ味みは釣つりでな。いろいろ釣ってコレクションしてきたが、今は西方の南海に棲すむジュエロナって魔ま獣じゆう魚ぎよを狙ねらってる。そいつのエサを知ってるか？　新しん鮮せんな若い男の心臓だ」

　薄うす笑わらいを浮かべると金貸しは木き瀬せの左胸、心臓のあるあたりを指で叩たたいた。

（この釣りキチが……！）

　金貸しの人として壊こわれた発言に木瀬の口元が引きつる。その時、ちょうど競技場では次のレースの練習が始まろうとしていた。これが終わると、元の世界の馬券に該がい当とうするチケットが販はん売ばいされるシステムだ。

「──！」

　木瀬の目が一頭のホスマに釘くぎ付づけとなる。しばらく固まったように動かなかった彼だが、やがて不敵な笑えみとともに口を開いた。

「いいぜ。万が一の時は俺の心臓をくれてやる」




「どうしてあのような約束を!?」

　強い語気で言ったのはクラウディアだ。心配した彼女が追いかけて来た時、心臓を担保にした金貸しとの取引は成立した後だった。

「心配すんな」

　木瀬は悠ゆう然ぜんとしているが、一いつ緒しよにいるクラウディアの表情は硬かたい。遠巻きではあるものの、二人を包囲するように十数人のチンピラが配備されているのだから無理もない話だ。間ま違ちがいなく木瀬の逃とう走そう防止だろう。

「あの佇たたずまい……おそらく彼らは元冒ぼう険けん者です。あれだけの人数に一いつ斉せいに襲おそわれたら、ファリーゼを以もつてしてもユッキー殿どのを守り切れるかどうか……」

　クラウディアは腰こしの細剣レイピアに手をかけたまま歯は嚙がみする。だが守り手の嘆なげきを聞いても木瀬の自信は揺ゆらがない。

「心配すんな」

　競技場を眺ながめたまま告げると、今度はイフが語りかけて来た。

《木瀬さま。心臓を失いますと生命活動が停止してしまうということはご存じでしょうか》

「ご存じだよ！　バカにしてんのか！」

　突とつ如じよ虚こ空くうに向けて声を荒あららげた木瀬に、慣れているはずのクラウディアを含ふくめた周囲の人間が一斉に驚おどろいた。

「俺が何も考えずに心臓いのち賭かけるようなバカに見えるか？　絶対に勝てる、そう確信したからこその大勝負に決まってんだろ」

　商品の正しい価格を暴あばく木き瀬せの目が捉とらえているのは、これからレースに臨のぞむ一頭のホスマだ。皮ひ膚ふは一いつ般ぱん的な灰色ではなく赤しやく銅どう色いろで、体も一回り近く大きい。名を『スタロゥン号』。この世界の戦神から取られた雄お々おしきランナーである。

「まあ、次のレースはスタロゥン号で決まりだろ」

　斜ななめ後方の小こ汚ぎたない老人が詰つまらなそうに言った。彼の言葉から分かるようにスタロゥン号が強いことは周知の事実のようだ。元の世界の競馬と同じく、やはり多くの者が賭かけるとその分配当は低くなる。実際、このレースでスタロゥン号が勝利しても賭け金は二倍程度にしかならない。それでも構わないなら手て堅がたく彼に賭けるのもいいだろう。ただし失念してはならない。レースに絶対はないということを。安易な気持ちで大金を注つぎ込めばすべてを失う可能性さえある。それがレースでありギャンブルだ。

　だが木瀬は賭けた。

　ここまで稼かせいだ四万グラッセと、心臓を担保に借りた十万グラッセを合わせた十四万グラッセを。日本円にして千四百万円をスタロゥン号の勝利に注ぎ込んだ。もし外せば一文なしになるだけでなく心臓まで奪うばわれることになる。

　それでも木瀬幸ゆき成なりは揺ゆらがない。

「勝つぜスタロゥン号は。絶対に、間違いなく、一兆パーセント勝つ！」

　そう、木瀬の目には見えている。スタートの合図を待つスタロゥン号の頭上に浮かぶ、長い長い数字の列が。周囲のホスマなど足あし下もとにも及およばない、まさに桁けた違ちがいの価格だ。

「──行け、スタロゥン号」

　怒ど号ごうに等しい歓かん声せいが響ひびく中、木瀬は静かに呟つぶやく。叫さけぶ必要などない。ただ見守っているだけで勝利と金は勝手にやって来るのだから。

　やがてレースが始まるとスタロゥン号は風のように駆かけた。その走りはまさに戦神。他ほかを大きく引き離はなす独走でゴールに吸い込まれ──る直前で豪ごう快かいに転てん倒とうした。

「　　　　　　　　にゃ　　　　　　　　」

『な』と発音したつもりだが、木瀬の口から飛び出したのは猫ねこのような可愛かわいい一声である。そこから半はん拍ぱく遅おくれて観客席から悲鳴が轟とどろいた。同じように一番人気に賭けていた者たちの嘆なげきだ。しかしそんな彼らの心情を察することなくレースは続く。意外にも最初にゴールしたのは、スタロゥン号とは逆に一番人気のなかったデビュー戦のウイリチュ号だった。まさに大番狂くるわせなのだが、その現実を受け入れられない者がいる。もちろん木瀬だ。

「ば、バカな……」

　下げ馬ば評ひようこそ低かったものの、ウイリチュ号の価格がスタロゥン号に次つぐ二番目の高さだったことは木瀬も鑑定かくにんしていた。しかしそれでも負けは考えられなかった。なぜなら一番と二番の価格には大きな、そう三桁けた分もの差があったからである。

（あれだけ価値に差があったのにどうして負けたんだ……）

　呆ぼう然ぜんとする木き瀬せ。すると近くの客の溜ため息いき混じりの声が聞こえて来た。

「あの場面でスッ転ぶなんて最強のスタロゥン号もそろそろ潮しお時どきかね」

「ホスマの十五歳っていったら、とっくに引退してるはずの年ねん齢れいだからなぁ。まあ、あとはいい種たねになってもらいたいもんだ」

（種だと──？）

　木瀬がハッと顔を上げた。視線の先にはようやく立ち上がったスタロゥン号がいる。急いで『鑑かん定てい眼がん』で確かめてみた結果、敗北してもなお彼の価格は落ちていない。どうやらあの超ちよう高額は競走用としてではなく、いい血筋を作るという種たね馬うまの役割に対しての評価だったようだ。木瀬は高値イコール速さだという先入観に囚とらわれすぎたのかもしれない。

「いや、敗因なんてもうどうでもいい……財産が……全財産が……！」

《木瀬さま、お気を確かに》

　うな垂だれる木瀬にイフが声をかけるも、

「そうだ、世界の偉い人じんをプリントした掛かけ布ぶ団とんを販はん売ばいしよう。きっとバカ売れするぞぉ……」

《──精神に深刻なダメージを負われたと存じます》

　焦しよう点てんの合わない目ですでに失敗した商売を計画している木瀬を見て、イフはそう判断した。

「ユッキー殿どの！　しっかりしてください、ユッキー殿！」

　クラウディアも抜ぬけ殻がら状態の木瀬を揺ゆらし、懸けん命めいに正気に戻もどそうとする。その時、潮が引くように周辺の観客が離はなれ始めた。入いれ違ちがいで近づいて来るのはあの肥満の金貸したちだ。

「よう、ニイちゃん。貸してやった十万グラッセを……って、その様子じゃ無理そうだな」

　金貸しが唇くちびるを横に裂さいて笑った。もしかしたらこの瞬しゆん間かんが見たくて金を貸しているのかもしれない。

「連れてけ」

　雇やとい主ぬしの命令にチンピラたちが動き出した直後、

「待て！」

　木瀬を庇かばうように立ったクラウディアが叫さけんだ。

「何だお嬢じようちゃん。まさかこいつの借金、てめぇが肩かた代がわりしてくれるってのかい？」

「私とユッキー殿はともに旅する仲間。ならばユッキー殿の借金は私の借金だ」

「泣かせる話じゃねぇか。だったら払はらってもらおうか、体でな」

　下げ卑びた笑いとともに金貸しは舌なめずりをした。その間も視線はクラウディアの頭の天てつ辺ぺんから爪つま先さき、特に胸むな元もとから腰こしにかけてを何度も往復している。

「……分かった、体で払おう」

　クラウディアは同意するとともにファリーゼを抜き放った。それによりチンピラたちも一いつ斉せいに武器を構えるが、彼女の目的はここで彼らと斬きり結ぶことではない。

「闘とう士しとして試合に出る。その賞金で借金を返そう」

　ホスマの走る競技場、その向こうに見えるコロシアムをクラウディアは剣けん先さきで指した。

「バカ言え。せっかくの上じよう玉だまを傷物にできるか」

　当然、金貸しはそんな確実性に欠ける提案を受け入れるはずがない。するとクラウディアが細剣レイピアを一いつ閃せん。金貸しの両隣どなりにいたチンピラの服が細切れとなり、全ぜん裸らを晒さらすこととなった。

「た、試ためしてみる価値はありそうだな」

　卓たく越えつした剣技に唾つばを飲み込みながら金貸しは言った。これほどの腕うでがあれば、単純に体を売らせるよりも儲もうけられるかもしれないと判断したようだ。

「……安心してくださいユッキー殿どの。私が必ずあなたを救ってみせますから」

　固く誓ちかうと、クラウディアはまだぼんやりとしている木き瀬せを強く抱だき締しめる。その姿はまるで聖母のごとく慈じ愛あいに満ちていた。




　ゴルドーストのコロシアムは大きさだけならホスマの競技場の半分もない。だがそこに集つどう観客の熱気に関しては倍以上だ。競きそうものは速さではなく強さ。ただの賭かけ事ごとに飽あきた者たちが最後に行き着く場所こそ、強者が血を流し戦うこの空間なのである。

「客席にいる紳しん士し淑しゆく女じよに報告がある！　第七試合に出場予定だったリジェッツだが昨日の負傷で出場できなくなった！」

　すり鉢ばち状の観客席に囲まれた円形のステージ、その中央にいる片目の男が大声で告げる。しかしすぐさま観客からはブーイングが飛んで来た。酷ひどい者になるとゴミを投げ込んでいる。どうも欠場の闘士は人気者だったようだ。

「だが安心してくれ！　代役として特別な闘士を用意してある！」

　そう言って片目の男はステージの西側がわにある門を指差した。

「あの英えい雄ゆうクラウドの故郷ハイドラよりやって来た美しき剣士、クラウディアだ！」

　扉とびらが開きクラウディアが姿を現す。その直後、コロシアム内が静せい寂じやくに包まれた。だがそれも一秒足らずのことだ。すぐさま罵ば声せいが再開され、先ほど以上の荒あれ模様となった。

「ここはガキの遊び場じゃねぇんだぞぉ！」

「おい嬢じようちゃん！　まさかそのでけぇおっぱいが武器とか言うんじゃねぇだろなぁ！」

「いや、相手がスケベなら勝てるかもしれねぇぞ!?　ゲハハハ！」

　四方から浴びせられる心ない言葉の数々。今まで体験したことのない異様な雰ふん囲い気きに、クラウディアは明らかに戸と惑まどいを覚えていた。

　そんな彼女の様子を、大多数の客とは違ちがい静かに眺ながめる者たちがいる。客席の南側、最前列に陣じん取どった金貸しの一いつ行こうだ。ふんぞり返って座る雇やとい主ぬしの周りにはチンピラたちが立っていて、さらに彼らの足あし元もとでは縄なわで縛しばられた木瀬が正座させられていた。

《このような負の感情が渦うず巻まく中、クラウディアは普ふ段だん通りの力を発揮できるでしょうか》

　言いながら木き瀬せを見たものの、イフは答えを期待していなかった。なぜならこの場所に連れて来られる間、何度話しかけても彼は無言だったからである。全財産を失ったことがよほどショックだったのだろう。おそらく回復には数日を要するとイフは想定──

「……心配いらねぇかもな」

　ぽつり、と。極小ではあるがその声は確かに木瀬の口から聞こえた。先刻まで虚うつろだった彼の瞳ひとみが捉とらえているのはステージに立つクラウディアだ。入場当初の戸と惑まどいに支配された表情はもうそこにはない。あるのは強い決意を宿した横顔だけだった。

　──初めてかもしれない、誰だれかのために戦うなんて。

　クラウディアは思い出していた。父を貶けなした者たちを見返すべく故郷を飛び出してからの辛つらい日々を。

　あの父ですら帰って来られなかった厳しい旅である。それだけに彼女はともに行く仲間を得ようとした。だがある者は女というだけで話すら聞いてくれず、ある者は女ということだけが狙ねらいで近づいて来た。

　己おのれの性別が障害になっていると判断した彼女は男として仲間を募つのろうとする。しかし結果は思わしくなかった。魔ま獣じゆう王おうの討とう伐ばつという目的を、誰も本気だと受け取ってはくれなかったのである。そう、彼を除いて。

「ユッキー殿どの……」

　ただ一人の仲間の名をクラウディアは呟つぶやく。理想としていた安心して背中を預けられる屈くつ強きような冒ぼう険けん者ではない。それでも彼は笑わずに話を聞いてくれた。仲間を得るために小こ賢ざかしく性別を偽いつわっていた自分を許してくれた。大切な蓄たくわえを叩はたいて強力な魔ま剣けんを与あたえてくれた。

　もちろん、多少金銭への執しゆう着ちやくがすぎるなどの問題は確かにある。だが『命懸がけの旅に加わってくれた』ことに比べれば些さ末まつなことだ。

「あなたがいなければ私の旅は始まりすらしなかった。あなたがいたから、いてくれたから、私は──！」

　凜り々りしく唇くちびるを結ぶと、クラウディアは鞘さやからファリーゼを引き抜ぬいた。その瞬しゆん間かん、耳が痛いほどだった雑音がピタリと消える。極限まで高まった集中力が、戦いの邪じや魔まになるものを締しめ出してくれたのだ。

　そして彼女の準備が整うのを待っていたように、対面の門から男が出て来る。赤い甲かつ冑ちゆうをまとった騎き士しだ。手には鋸のこぎりのような刃やいばを有する幅はば広びろの剣を握にぎっている。

「ツイてねぇなあの嬢じようちゃん。初戦から『鮮せん血けつ騎士』ジェイドが相手かよ」

「ただ強つえぇだけじゃなくて、相手をいたぶり尽つくして殺すのが趣しゆ味みの鬼き畜ちく野や郎ろうだからなぁ」

　いい女なのにもったいない、と。罵ば声せいに混じって客席から溜ため息いきが漏もれる。

「それでは第七試合、始め！」

　ステージの隅すみに退たい避ひした片目の男が宣言するや否いなや、赤い甲冑に動きがあった。歪いびつな精神を反映したような剣けんを振ふり上げ、可か憐れんな少女を斬きり刻むべく突とつ進しんを──

　刹せつ那な、風が吹ふいた。爽さわやかながらも強きよう烈れつなそれはステージを西から東へ駆かけ抜ぬけ、走り出そうとしていた鮮せん血けつ騎き士しを真後ろに吹き飛ばす。そして彼に数秒の空の旅を贈ぞう呈ていしたのち、観客席の最上段に叩たたきつけた。

　音が消えた場内。だがほどなくして、

「しょ……勝者、クラウディア！」

　我に返った片目の男が細剣レイピアを突つき出しているクラウディアを指差す。すると観客席から地鳴りのごとき歓かん声せいが響ひびいた。多くの者たちの予想を裏切る結果に、コロシアムは揺ゆれに揺れていた。

「あのジェイドを一いち撃げきだと……？」

　騒さわがしさの中、片目の男はあらためて東側がわの観客席を見る。そこにはトレードマークである赤い甲かつ冑ちゆうを斬きり裂さかれ、ほぼ裸はだかで備え付けのシートにめり込む鮮血騎士がいた。

　コロシアムでの戦いに場外負けは存在しない。しかし、ああも分かり易やすく戦せん闘とう続行不能になってしまえば話は別だった。

「ギレサンドロの野や郎ろう、とんでもねぇ凄すご腕うで連れて来やがったな」

　片目の男は唸うなりながら南側の観客席に目を向ける。一条だけの視線が捕ほ捉そくしているのは、立ち上がって大喜びしている肥満の中年だ。

「よーし、よくやった！」

　興奮した顔で金貸しことギレサンドロは拳こぶしを握にぎる。その指の間からクラウディアの勝利に賭かけていた証あかしであるチケットが覗のぞいていた。賞金だけでなく賭けでも貪どん欲よくに金を得るつもりのようだ。彼女を完全に信じていなかったせいか、今回はそれほど多くの金は賭けていない。だが相手が実力者だったこともあって、配当は莫ばく大だいなものに化けていた。

「おい、今の試合のチケットを金に換かえて来い！」

　ギレサンドロが手下のチンピラに向かって指示と唾つばを飛ばす。続いて彼は足あし下もとにいる木き瀬せに目をやった。

「いい女連れててよかったなぁ。しばらくジュエロナ釣づりは我が慢まんしてやるよ」

　上じよう機き嫌げんで木瀬を踏ふみつけながら肥満の中年は笑うのだった。




「ユッキー殿どの……！」

　足あし蹴げにされる木瀬をステージから見上げクラウディアは奥歯を軋きしませた。ちょうどそこへ片目の男が近づいて来る。

「あんた強つえぇな。ギレサンドロなんかと手を切ってコロシアムうちに来ねぇか？　あんたなら人気者になれるぜ？」

　勧かん誘ゆうを受けるも、クラウディアは振り向きざまに「いえ」と小さく首を振った。彼女の中に木瀬を見捨てるという選せん択たく肢しはない。

「そうかい、そりゃ残念だ。ほれ、賞金の一万グラッセだ」

　貨か幣へいが詰つまっていると思おぼしき布ぬの袋ぶくろを差し出しながら彼は言葉を続ける。

「ところでどうする？　倍ばい賭がけに挑ちよう戦せんするかい？」

「倍賭け？」

「おう、コロシアムの名物でよ。試合に勝った者は、希望すれば特別な試合に挑いどむことができるんだ。それに勝つと賞金が倍になるって寸法よ。負けりゃ没ぼつ収しゆうだがな」

「倍に……」

　クラウディアはまだ片目の男が持っている賞金の袋を凝ぎよう視しする。今は一グラッセでも多く欲しい状じよう況きようだ。それだけに彼女の答えは決まっていた。

「挑戦させてくれ、倍賭けに！」

「分かった。準備するから待っててくれ」

　そう告げると片目の男は踵きびすを返した。なのでクラウディアには見えなかったのである。彼の口くち端はしが密ひそかに吊つり上がっていたのが。




「クラウディアから倍賭けの希望があった！　よって引き続き特別試合を行う！」

　ステージを一周しながら片目の男が声を張り上げると、途と端たんに客席から歓かん声せいが上がった。

「──お嬢じようちゃんめ、口くち車ぐるまに乗せられやがって」

　ギレサンドロが強く舌を打つ。

「倍賭けってのは何だ？」

　酷ひどく苛いら立だっている金貸しに木き瀬せが声をかけた。

「賞金を倍にできる特別な試合だ。……って言えば聞こえはいいが、実際は欲をかいたバカから賞金を没収する仕組みよ。強さのまばらな一戦目と違ちがって、二戦目に出て来る闘とう士しはコロシアムでも五本の指に入る凄すご腕うでばかりだからな」

　説明を終えるとギレサンドロは立ち上がって木瀬を蹴けり倒たおした。そして「誰だれが勝手に喋しやべっていいって言った？」と睨にらみつける。

「……っ、次もクラウディアに賭けたらどうです？　きっと勝ちますよ？」

「喋るなって言ってんだ──ろっ！」

　木瀬の腹に爪つま先さきをめり込ませるとギレサンドロは再び座席に腰を下ろす。その後腕を組んで考え込んでいたものの、やがて彼は隣となりの部下に耳打ちで指示を出した。




　その頃ころ、ステージの東門からは口元をマフラーで隠かくした男が姿を現したところだった。手にしているのは鉄製の棍ぼうだ。

「ここで『迅じん雷らい』のドゥンゴを出して来るたぁ、コロシアム側がわも大人げねぇな」

「『鮮せん血けつ騎き士し』倒してるから念には念を入れたんじゃね？」

　試合前の観客席はクラウディアに同情的な雰ふん囲い気きだ。ギレサンドロ曰いわく、二戦目の相手はコロシアムでも五本の指に入る実力者とのこと。果たして何本目の指なのか。

「長引かせても可哀かわい想そうだ。早めに楽にしてやれ」

　すれ違ちがう瞬しゆん間かん、片目の男がドゥンゴに極小の声を投げた。そのままコロシアムの責任者はステージ端はしの待機場所に退たい避ひする。

「ウチに来ればいい思いさせてやったのに。ま、賞金は戻もどって来るからよしとするか」

　密ひそかに嘆たん息そくすると、片目の男は気を取り直して会場中に声を響ひびかせた。

「それでは倍ばい賭がけ戦、始め！」

　──決着は四秒でついた。

「しょ……勝者、クラウディア」

　片目の男が啞あ然ぜんとしながら告げた直後、コロシアムはどよめきで揺ゆれた。クラウディアは開始と同時に放った風の刃やいばでドゥンゴの鉄てつ棍ぼうを両断し、そのまま一気に間合いを詰つめる。そして武器を失い慌あわてる彼の顎あごをファリーゼの柄つかで打ち抜ぬき昏こん倒とうさせた。これが四秒の内訳である。

「噓うそだろ？　あの『迅じん雷らい』のドゥンゴより速はえぇ！」

「くそっ！　まさかあの女が勝ちやがるとは！」

　予想を外した観客たちが、ただの紙となってしまったチケットを破り捨てる。そんな紙かみ吹雪ふぶきが舞まう中、笑いを堪こらえきれない者がいた。大穴クラウデイアに賭けたごく少数の人間の一人、ギレサンドロである。

「俺の目に狂くるいはなかったぁぁぁぁぁぁ！」

　肥満の金貸しは肉を揺ゆらし喜びを露あらわにする。その姿を木き瀬せは冷めた瞳ひとみで見ていた。




「……これで二万グラッセ」

　完済には遠いが確実に前進している。クラウディアは微かすかに口元を綻ほころばせながら西門から退場しようとした。しかし猛もう然ぜんと駆かけて来た片目の男が、彼女の行く手を遮さえぎった。

「もう一度、もう一度倍賭けしないか？　その二万グラッセを使って」

「──いいのか!?」

　さらに返済が捗はかどりそうな申し出に、クラウディアは目を輝かがやかせる。

「もちろん！　客はもっとあんたの試合を観みたいはずだ！」

　破顔して説得する片目の男だが、その実腸はらわたは煮にえくり返っていた。ぽっと出の少女にコロシアム自じ慢まんの闘とう士しが二連敗。しかも賞金を回収するつもりが逆に増やしてしまう始末。ここまで恥はじをかかされてタダで帰すわけにはいかない。力と金でできた闘技場しろの主として。

「来たぞ来たぞ！　美び剣けん士しクラウディアのさらなる倍賭け要求！　これを断ったら賭博街ゴルドーストの男じゃねぇ！　もう一試合やるぞぉぉぉぉぉぉ！」

　片目の男が客を煽あおる。彼から持ちかけたはずなのだが、なぜかクラウディアが倍賭けを打だ診しんしたように事実がすり替かえられていた。しかしそんなことは些さ細さいな問題だ。

「待っていてくださいユッキー殿どの……！」

　クラウディアが静かに闘とう志しを燃やしていると、東門から褐かつ色しよくの肌はだの男がのそりと出て来た。背せ丈たけは見上げるほど大きく、さらに袖そでから生えた二本の腕うでは成人男子の足よりも太い。

「デオルグ!?　コロシアムの『暴ぼう帝てい』が出るのかよ！」

「信じられるか？　あいつ素す手でで猿えん帝ていを殴なぐり殺したらしいぜ……！」

　盛り上がっていた客席に畏い怖ふの声が混ざり始める。それを心地ここち良さそうに聞いているのはステージから避ひ難なん中の片目の男だ。

「まさかデオルグを使うハメになるとはなぁ」

　コロシアムの主あるじは苦笑しながら大げさな溜ため息いきを一つ。クラウディアに多額の賞金を持って行かれそうなのも問題だが、部下からギレサンドロが賭けで荒あら稼かせぎしているという報告も上がっている。彼らははしゃぎすぎた。このあたりでご退場願おう。

「──殺やれ、デオルグ」

　片目の男が首を搔かき切る合図を送ると、

「ゴアァァァァァァァァァ！」

　デオルグは獰どう猛もうな魔ま獣じゆうのごとき咆ほう哮こうを上げた。

　そして注目の三戦目は始まった。しかしこれまで同様すぐに終わった。

「しょ、勝者クラウディア……」

「おまえは最高だクラウディアぁぁぁぁぁぁ！」

　いまいち声の出ていない片目の男の勝ち名乗りを搔き消したのは、狂きよう喜きしたギレサンドロの絶ぜつ叫きようだった。どうやら今回もクラウディアに注つぎ込んでいたらしい。

「デオルグのパンチを全部躱かわした挙げ句、たった一回の突つきで勝負を決めやがった！」

「こりゃ本物だ……認めるしかねぇ！」

　試合前の雰ふん囲い気きからして観客の九割以上がデオルグに賭かけていたのは間ま違ちがいない。だがコロシアムの実力者を立て続けに撃げき破はしたことで、とうとう損得を超こえた感服の拍はく手しゆが送られるようになっていた。

「……旅に出て早々全ぜん滅めつしかけたのが噓うそみてぇだ」

　大おお儲もうけに沸わくギレサンドロ陣じん営えいの目を盗ぬすんで木き瀬せは笑えみをこぼす。そこへイフが囁ささやいた。

《ファリーゼという最適の魔ま剣けんを手にしたこと、そして木瀬さまの危機というこの状じよう況きようがクラウディアに眠ねむる英えい雄ゆうの血を目覚めさせたのかもしれません》

「なるほど、つまりクラウディアは俺が育てたってことか」

　胡う散さん臭くさいキメ顔とともに木瀬は前向きな発言をした。誰だれがこの事態の元げん凶きようかということも、もしかしたら忘ぼう却きやくの彼方かなたなのだろうか。




「これで四万……！」

　クラウディアは戦いの勝利よりも木き瀬せの解放が近づいた喜びを嚙かみ締しめていた。その時、ふと片目の男と目が合う。

「「──倍ばい賭がけ！」」

　片や借金返済、片や体面を守るためではあるが、二人の発した言葉はまったく同じだった。取り急ぎ四戦目の準備が行われるが、

「うおぉぉぉ！　コロシアムの『覇は王おう』、クバーンの無敗記録が途と絶だえたぁ！」

「新時代だ！　新時代の幕開けだ！」

　三戦目が終わった時点で認めるべきだったのである。コロシアムの闘とう士しの中にクラウディア・ヴァンダレイを止められる者はいないという現実を。

「そんな……クバーンまで……は、はは、ははは……」

　大の字で倒たおれている闘士を眺ながめ、片目の男はその場にへたり込む。しかしその時、彼にとって──いや、コロシアムにとっての死神がゆっくり近づいて来た。

「最後にもう一度倍賭けを頼たのみたい」

　クラウディアは真しん剣けんな顔でそう告げた。先ほどの勝利で獲かく得とく賞金は八万グラッセとなった。あと一回倍賭けに成功すれば、木瀬の借金を返しても余りある金額となる。

「ま、まだやるのか？　もうあんたと戦えるような闘士がウチには……」

　恐きよう怖ふに顔を歪ゆがめた片目の男が許しを請こおうとすると、

「はいはーい！　誰だれもいないならボクが戦いたい！」

　観客席の最前列にいた少女がステージを囲う壁かべから身を乗り出して挙手した。




「ぎひゃひゃひゃひゃ！　雨が……金の雨が降ってるぞぉぉぉぉぉぉ！」

　掬すくい上げた金貨をシャワーのごとく浴びながらギレサンドロは叫さけんでいた。四戦すべてをクラウディアに賭けた彼の傍かたわらには山のごとく金貨の詰つまった布ぬの袋ぶくろが積み上げられている。だがまだ全額ではないらしく、手下たちは換かん金きん所と客席を忙せわしなく往復していた。

　そのため、十万程度の借金で捕とらえていた雑魚ざこが逃とう亡ぼうしても誰も気づかなかったのである。

「あのデブ容よう赦しやなく蹴けりまくりやがって……！」

　縛しばられたままコロシアムの廊ろう下かを走るのは木瀬だ。その頰ほおや服のあちこちにギレサンドロの靴くつ底ぞこの跡あとが付いている。

《脱だつ出しゆつおめでとうございます》

「気が早はえぇよ。とりあえずこれを何とかしねぇと」

　腕うでを拘こう束そくする忌いま々いましい縄なわに目を落とす。しかしそれが前方不注意を引き起こしたのだろう。木瀬は壁にぶつかった。いや、よく見れば壁ではない。

「あんた……シュワルツ？」

　打ちつけて鼻を赤くした木き瀬せが、眼前にそびえる大男の名を口にした。

「……」

　一方、シュワルツは木瀬をじっと見つめている。だがほどなく、彼を拘こう束そくする縄なわをまるで紙のようにちぎった。素す手でで。

「この街は見た目よりも危険だ。あまり深入りしない方がいい」

　それだけ言ってシュワルツは観客席に通じる階段を上がって行く。その逞たくましい背中を木瀬は無言で見送っていたが、

《心しん拍ぱく数の上じよう昇しようと発はつ汗かんを確かく認にんいたしました》

「や、やべぇ。不覚にも男にときめきかけちまった……！」

　イフの報告で我に返ると木瀬は自由になった腕で額の汗あせを拭ぬぐった。そして再び走り出す。ところが出入り口に通じる通路を思いきり通り過ぎてしまう。

《お逃にげになられないのですか？　木瀬さまが人質でなくなればクラウディアも戦う必要がなくなりますが》

「このまま負けっぱなしじゃ俺の気が済まねぇ」

　奥歯を軋きしませると木瀬は懐ふところから一枚の銀貨を取り出した。

「次の試合に賭かけてやる。そんで一グラッセでも多く取り戻もどす！」

《貨か幣へいは一枚残らず没ぼつ収しゆうされたと思っておりました。どこに隠かくしておられたのですか？》

「じ、人体におけるブラックホールとでも呼ぶべきところかな……」

　目を逸そらして木瀬は言った。あまりこの話題には触ふれて欲しくないようだ。




　勝手にステージへ下り立つと少女はクラウディアの眼前まで来た。

「強いね、キミ。お陰かげで見学に来たつもりが我が慢まんできなくなっちゃったよ」

「……あなたが次の相手か？」

　何かを感じ取ったのか、クラウディアは今までになく張り詰つめた面おも持もちで少女に問う。しかし直後、二人の間に片目の男が割って入った。

「と、飛び入りなんて認められるわけないだろ！」

　自じ慢まんの闘とう士したちがことごとく敗れた今、彼が最良と考える手段はさっさとクラウディアを帰らせることだった。これ以上傷を広げても利益は──

「失礼します！」

　そこへコロシアム関係者と思おぼしき青年が片目の男に駆かけ寄った。そして耳打ちをする。

「なに？　『絶対王者』の!?」

　一つだけの目を見開くと、コロシアムの主は少女に顔を向けた。

「あんた……本当にあのシュワルツ・ネイガーのお墨すみ付つきなのか？」

「そうだよー」

　迷いが見て取れる質問者に対し、少女の反応はとても軽い。しかし、

「……わ、分かった。あんたに任せる」

　半ば諦あきらめたように片目の男が言った。すると少女はクラウディアに手を差し出し、

「ボクはトーコ。最も上がみ透とう子こ。楽しもうね、クラウディア」

　これから戦うとは思えない無む邪じや気きな笑えみを見せた。




「だ、第五戦始め！」

　どこか不安げに片目の男が宣言すると、コロシアム内に拍はく手しゆが響ひびき渡わたった。これまでの四戦とは違ちがい今回は女子同士の戦いだ。しかも二人揃そろって可か憐れんと来ている。そのせいか血湧わき肉躍おどる激げき闘とうよりも、客たちはどこか剣けん舞ぶのような華か麗れいさを期待しているのかもしれない。

　ところが、

「──吠ほえろ、ファリーゼ！」

　弛ゆるみきった空気を両断するようにクラウディアが裂れつ帛ぱくの気合を、さらに風の刃やいばを放った。華はなやかな戦いを想像していた者たちの度ど肝ぎもを抜ぬく、一いつ切さいの手加減を排はいした初しよ手てだ。ところが、それを浴びせられようとしている少女は喜き色しよく満まん面めんである。

「いいね、やっぱいいよキミ！」

　口こう角かくを上げると透子は左手を背中に回し、直径三十センチほどの黒い円形の物体を取り出した。盾たてだ。そしてそれを右腕うでに装着すると、砂さ塵じんを巻き上げ迫せまる風に真横から叩たたきつけた。

「拒こばめ、バルツァー！」

　透子が叫さけんだ瞬しゆん間かん、黒き盾に風の刃が弾はじかれた。方向を変えられた不可視の斬ざん撃げきは、そのままステージと観客席を隔へだてる壁かべに激げき突とつ。深い爪つめ痕あとを刻んだ。
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「ファリーゼの風が!?」

　初めての出来事にクラウディアが目を剝むく。一方、彼女のその表情を引き出した透子は満足げに微笑ほほえんでいた。

「うん、いい感じ。やっぱわざわざ遠回りしてまで手に入れた甲か斐いがあったなー」

「その盾は一体……！」

　クラウディアが問うと、透子は盾の表面に刻まれた刻印を指でなぞる。

「クラウドさんとかいう人の仲間が持ってた盾なんだって。あ、ちなみにバルツァーって名前があるよ」

「バルツァー？　まさか黒くろ騎き士しシャスィンの盾か!?」

「ごめん、あんまり覚えてない！」

　軽く笑うと透子は驚おどろきの最さ中なかにいるクラウディアに襲おそいかかった。『制服』の恩おん恵けいを受けた凄すさまじい俊しゆん足そくで間合いを詰つめつつ、繰くり出すのは振ふり下ろしの右みぎ拳こぶしだ。

　だが多少動どう揺ようしていても、魔ま獣じゆうと人間の両方と戦い経験を積んだ今のクラウディアに躱かわせない攻こう撃げきではない。いち早く拳こぶしの軌き道どうを見切り、後ろに跳とび退のいた。さらに空中で反撃の準備を整える。

（空から振ぶり直後なら盾たてで防げまい！）

　着地と同時に踏ふみ込んで一突きカウンター。クラウディアがそう思い描えがいた瞬しゆん間かん、空くうを切ったはずの透とう子この右拳が、正確には彼女の右腕うでに装着された盾が淡あわい夜色の光を灯ともした。すると寸刻前までクラウディアの立っていた場所がクレーターのごとく陥かん没ぼつした。

「なっ!?」

　おそろしい現象を目まの当あたりにしたクラウディアは、反撃を中止してもう一つバックステップを重ねた。透子の手が届く範はん囲いから離はなれろ、という本能の警けい鐘しように従ったのだ。

「うわぁ、おっかねぇ」

　大きく凹へこんだ地面を目にして観客席にいる禿とく頭とうの青年が眉まゆ根ねを寄せた。透子の仲間のサニィだ。隣となりには耳の長い女魔ま法ほう使つかいマリーナの姿もある。

「『底なしの黒色やみはすべてを拒こばむ』と謳うたわれる魔ま盾じゆんバルツァー。その絶対的な防ぼう御ぎよ力を攻撃に転用しちゃうんだもん、凄すごい発想力センスだわ」

　脱だつ帽ぼうと言わんばかりに賞賛するマリーナだが、逆にサニィは渋しぶい顔をしている。

「そもそもトーコの安全を考えて手に入れたはずだったよなぁ。なのにバルツァーを使うようになって以来、あいつシュワルツよりグイグイ前に出て戦うようになっちまって」

「当初の目的とは違ちがったが仕方あるまい。我らの救世主は守られるのではなく、自ら攻せめること好んでいるのだからな」

　後ろからの声にサニィとマリーナが振ふり返る。そこには屈くつ強きようの戦士シュワルツが立っていた。

「おかえり。トーコの飛び入りの件、上手うまく交こう渉しようできたみたいね」

　横に並んだシュワルツにマリーナが笑いかける。するとサニィが肩かたを竦すくめた。

「そりゃ元コロシアムの『絶対王者』の口くち添ぞえがあれば多少の無理は通るさ」

「……」

　マリーナとサニィが賑にぎやかな会話を続けている一方、シュワルツは無言のままステージの試合を見つめていた。バルツァーの能力もあり透とう子こが押しているように見える。だが、

「あのトーコが戦いを切望した相手、か」

　呟つぶやくとシュワルツは戦いの行方ゆくえに目を凝こらすのだった。




「はあっ！」

　遠い間合いからクラウディアが立て続けに突つきを繰くり出す。それは斬ざん撃げきで生み出す風の刃やいばよりも範はん囲いと威い力りよくで劣おとるが、連射に優すぐれた風の弾だん丸がんだ。

　全力で放った初撃が軽々と防がれたことから、おそらくファリーゼを以もつてしてもバルツァーの守りを崩くずすことは難しいだろう。ならば、

「防がせない……！」

　盾たてを構えるのが間に合わないほどの、圧あつ倒とう的手て数かずで攻せめることをクラウディアは選せん択たくした。鋭するどい風の牙きばを機き関かん銃じゆうのごとく透子に見舞まう。

「お、わっ、ちょっ」

　忙せわしく盾を動かし風を弾はじいていた透子だが、徐じよ々じよに差し込まれ防ぼう御ぎよが遅おくれ出した。このままクラウディアが押し切ると思いきや、

「ああ、もう面めん倒どう臭くさい！」

　透子は癇かん癪しやくを起こした子供のように喚わめくと、盾を正面に構えて直進を開始する。その姿はまるで暴風雨に傘かさで立ち向かうかのようだ。ただ、雨なら防げなくても不快感を得るくらいだが、風の牙の場合そうはいかない。実際、円形の結界で守り切れなかった透子の肩かたや太ふと腿ももは穿うがたれ、激痛と出血を得ている。しかしそれでも自じ称しよう・救世主は足を止めなかった。最低限の急所だけを防御しながら、クラウディア目がけて一直線に疾しつ走そうする。

「怯ひるみすらしない──!?」

　風の弾だん丸がんをものともせず近づいて来る透子に、クラウディアは焦あせりを隠かくせない。接近戦は分ぶが悪い。何しろ相手にはバルツァーによる拒みだげきが──

「よいしょぉ！」

　クラウディアが逡しゆん巡じゆんしている間に彼ひ我がの距きよ離りを埋うめ、透子は黒き盾による一撃を放つ。

「くっ！」

　身をひねって回かい避ひするも盾たてが胸むな元もとを掠かすめた。正確には服に触ふれた程度である。だがそれでも過か酷こくな旅に耐たえる冒ぼう険けん者の服が弾はじけ飛び、クラウディアの深い谷間が露あらわになった。

　降って湧わいた色気のある展開に観客の男たちは大おお騒さわぎである。だが、当の本人は恥はじらう暇ひますらない。なぜなら眼前の透とう子こが、二撃目の盾を繰くり出そうとしているからだ。

　躱かわすことは不可能。即そく断だんしたクラウディアは崩くずれた体勢で強ごう引いんに白の魔ま剣けんを振ふり抜ぬく。

「ファリーゼ！」「バルツァー！」

　白と黒。古いにしえの剣と盾が激げき突とつし、火花のごとき光がステージを照らす。

「バルツァーこいつが拒こばめないなんて、やっぱその剣普ふ通つうじゃないね。そして、それを使いこなすキミも」

　白熱した鍔つば迫ぜり合あいの最さ中なかには不ふ釣つり合あいな屈くつ託たくのない笑えみを透子が作る。

「ねえ、ボクと一いつ緒しよに世界を救わない？　ボクの仲間になってよ」

「……っ、あなたとは行けない」

　歯を食い縛しばってクラウディアは言った。脳裏に浮かぶのはやや胡う散さん臭くさい顔の青年だ。

「私にはもう仲間がいるから！」

　押し切られる寸前だった競せり合あいが五ご分ぶにまで戻もどるが、

「じゃあさ、ボクがキミに勝ったら仲間になるっていうのは？」

　白い歯を見せると、透子は盾を持たない左の拳こぶしを握にぎり込み──クラウディアに見舞まった。

　おそろしさという面では、即死も有り得る黒き盾が遥はるかに上だろう。しかし『制服』により彼女の腕わん力りよくは人間の、いや生物の上限を突破している。そのため単なる打だ撃げきでも十二分におそろしい。透子の左ストレートを浴びたクラウディアが、弾だん丸がんライナーで観客席上段に叩たたき込まれたのがその証しよう拠こだ。

「う……ぐ……」

　砕くだけた椅い子すの上で大の字になったクラウディアが呻うめく。ギリギリのところで防ぼう御ぎよが間に合ったため直撃は避さけられた。しかしそれを行った左腕うでの感覚がない。骨が折れてしまっている可能性があった。ただでさえ押されていたというのに、この上片腕が使えなくなるとは。戦いの天てん秤びんは確実にクラウディアの敗北に傾かたむいていた。

「クラウ！」

　その時、聞き覚えのある声が耳に届いた。痛みに顔を歪ゆがめながらクラウディアが上体を起こすと、遠巻きに見ている観客の壁かべを搔かき分け木き瀬せが顔を出した。

「もういいクラウディア！　もう立つな！」

　駆かけ寄った木瀬が悲痛な面おも持もちでクラウディアの肩かたを抱だく。だが彼女は静かに首を振り、彼の腕を優やさしく解ほどいた。そしてファリーゼを杖つえにし、懸けん命めいに震ふるえる足で立ち上がろうとする。

「クラウディア……っ！」

　己おのれの無力を悔くやんでか、木き瀬せが奥歯を軋きしませた。

　すると不意にクラウディアがこちらを見て笑った。真まっ直すぐ立つこともままならない満まん身しん創そう痍いの少女。それでも──いや、だからと言うべきか。

　その笑え顔がおはとても美しかった。

「力を貸してくれ、ファリーゼ」

　呟つぶやきながらクラウディアは白の魔ま剣けんを握にぎる右手に力を込める。すると彼女を中心にゆっくりと風が渦うず巻まき始め、やがてそれは荒あれ狂くるう嵐あらしの結界となった。

「クラウディア！」

　他ほかの観客と一いつ緒しよに風の壁かべに後退させられながら木瀬が叫さけぶ。しかしクラウディアはもう振ふり返らない。

「あなたは……必ず……！」

　観客席の上段、絶好の狙そ撃げき地点から風をまとった少女が、いや暴風の魔ま弾だんが放たれる。狙ねらうはステージで待つ最も上がみ透とう子こだ。

「お、捨て身の一撃ってヤツ？　でも残念、こっちにはバルツァーがあるんだよねー」

　透子が口くち端はしを上げる。クラウディアの突とつ撃げきを魔ま盾じゆんで弾はじき返すつもりだ。

　ところが、

「吠ほえろ、ファリーゼ！」

「っ!?」

　初めて透子の表情に驚おどろきが滲にじむ。なぜならあと数メートルのところまで迫せまっていたクラウディアが、飛行しながら白の魔剣から風を繰くり出したからである。

「やってくれるじゃん！」

　即そく座ざに透子はバルツァーを眼前で構える。途と端たん、不可視の牙きばは黒の盾たてに弾かれた。向けられた剣けん先さきの角度で攻こう撃げき箇か所しよを正確に予測した読みもさることながら、脳が下した防御指示めいれいを完かん遂すいした反射神経も見事としか言いようがない。だが際きわどい攻こう防ぼうを制したはずの透子の顔に、まだ安あん堵どの二文字は浮かんでいない。

　しかしほどなく「なるほど」と、彼女は表情を和やわらげた。

「さっきの風はボクの視界を塞ふさぐための囮おとりだったんだね？」

　透子が視線だけを足あし下もとに向けると、喉のど元もとに突つきつけられている純白の細剣レイピアが、そして跪ひざまずくような体勢でそれを構えるクラウディアの姿が確かく認にんできた。

「盾で前が見えなくなってた間にキミはボクの懐ふところに潜もぐり込んだ。でもあのスピードで急に止まるなんて──あ、ひょっとして飛んでる最中に撃うった風って目くらましだけじゃなくブレーキも兼かねてたのかな？」

　興味津しん々しんといった様子で透子は質問するが、一方のクラウディアに答える余よ裕ゆうはない。こうして剣を突き出しているだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　きっと透とう子この身体能力を以もつてすれば、喉のど元もとの剣けんを蹴けり飛ばし戦局を覆くつがえすことも可能だろう。それでも彼女は両手を上げた。

「ボクの負けだね、今回は」

　飛び入りの少女がそう口にした瞬しゆん間かん、ステージに万ばん雷らいの拍はく手しゆが降り注ぐ。伝説の武具同士、そして二人の英えい雄ゆうによる高次元の一戦に、観客たちは興奮を超こえ感動に包まれていた。

「楽しかったよ。それじゃボクは行くね」

　大きな伸のびを一つすると透子は踵きびすを返す。だが歩き出してすぐに「あ、そうだ」と肩かた越ごしにクラウディアを見た。

「ボクらはこのまま北に向かう。興味があったら追いかけて来てよ、クラウディア」

　言い終わりにウインクすると、透子は野生動物のように高く跳とんだ。着地点は観客席で、そこにはシュワルツをはじめとした彼女の仲間たちが待っていた。

「トーコ……」

　会場を後にする強敵の名をクラウディアは呟つぶやく。すると飛び入りの少女と入いれ違ちがいの形で片目の男がステージに入って来た。

「あー、こんな空気じゃ言い辛づれぇなぁ！」

　どこか嬉うれしげに頰ほおを緩ゆるませながら、彼は中央に歩み出て観客を見回した。

「今の試合、クラウディアの勝利──と言いたいところなんだが、飛び入りが降参する前にクラウディアが反則を犯おかしてたことがさっき分かった。『コロシアム規則七条、試合中は誰だれの手も借りてはならない』ってヤツだ」

　片目の男の発言に、この空間にいるほぼ全員の口から「え？」という言葉が漏もれた。

「待ってくれ。私は誰の手も借りて──」

　反論しかけたクラウディアの唇くちびるが止まる。もしや、と疑う場面が頭をよぎったのだ。透子に観客席まで吹ふき飛ばされた後、僅わずかな時間ではあるが木き瀬せとの接せつ触しよくがあった。考えられるとしたらあれしかない。

「よって五戦目はクラウディアの負けとなる！」

「ふざけんな！」

「金返せバカヤロー！」

　主しゆ催さい者の宣言を聞いた観客たちは罵ば声せいとゴミや靴くつを投げつけた。コロシアムの凄すご腕うでを蹴散らしたクラウディアと飛び入りの透子。彼らの九分ぶ九厘りんが前者に賭かけていたのは言うまでもない。そして中には桁けた違いの金額を賭けていた者もいた。

「ふ、ふ、ふ、ふじゃけるなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　涙なみだなのか涎よだれなのか分からない汁しるを飛ばし叫さけんだのはギレサンドロである。彼は観客席の最前列まで駆かけ寄ると、射い殺ころす勢いで片目の男を睨にらんだ。

「な、何だその判定はぁ！　今すぐ、今すぐ撤てつ回かいしろ！」

「気の毒だがこれも規則なんでね」

　観客席からゴミの投とう擲てきを浴びながらも片目の男は酷ひどく嬉うれしそうだ。それもそのはず、結局賞金だけでなくギレサンドロに持って行かれていた多額の配当も戻もどって来たのだから。

「お、おまえたちぃ！」

「おっと、暴力は止やめようぜ。暴力は」

　手下に指示を出そうとしたギレサンドロを、片目の男がやんわりと諭さとす。そこでようやく金貸しも思い出した。彼ひ我がの戦力差を。自分の手て駒ごまである冒ぼう険けん者崩くずれが束になったところで、コロシアムに所属する闘とう士しに出て来られたら蹴け散らされるだけである。

「またのお越こしをお待ちしてるぜ？」

「ぐぎぎぎ……っ！」

　ゴミの雨から頭を庇かばいつつ離はなれて行く片目の男を、ギレサンドロは歯は軋ぎしりしながら見送る。そんな今にも爆ばく発はつしそうなボスの様子に、彼の周りにいるチンピラたちは戦せん々せん恐きよう々きようだ。

「……あの男はどうした？」

　不意にギレサンドロが低い声を漏もらすと、「あの男？」と手下たちが聞き返す。すると肥満の金貸しは近くにいたチンピラの腹に蹴りを叩たたき込んだ。

「クラウディアの人質の男だ！　それぐらい分かるだろ！」

「そ、それが……いつの間にか姿が見えなくなってまして」

「捜さがせぇ！　今すぐ！」

　部下に指示を出すとギレサンドロは三日月のごとく唇くちびるを歪ゆがめた。血走った双そう眸ぼうが睨ねめつけているのはステージの中央、まだ屈かがみ込んだままのクラウディアである。

「最後の最後でコケやがって。おまえがちゃんと勝ってさえいたら小国が買えるほどの金が手に入るはずだったんだぞ……！」

　うわごとのように言いながら、金貸しはステージと客席を隔へだてる壁かべを蹴り続ける。

「この怒いかりは釣つりでしか晴れそうもねぇ。今すぐにでもジュエロナ釣りだ。てめぇの男の心臓エサにして大物釣り上げてやる」

　もはや借金の返済がどうこうではなく、期待を裏切ったクラウディアに報復をしたいのだ。同じかそれ以上の絶望を与あたえたいのだ。木き瀬せは名実ともにそのためのエサである。

「あのクズまだ見つからねぇのか!?」

　ギレサンドロは後ろを振り返る。部下の多くの姿が見えない。かなりの人数を割さいて木瀬を捜そう索さくしているようだ。

「ボス！」

　その時、部下の一人が右手側がわを指差した。そこには捜していた木瀬の姿があり、彼の後ろには大勢のチンピラが並んでいる。

「どこに隠かくれてやがったぁぁぁ!?」

　怒いかりと喜びの狭はざ間まの表情を作ると、ギレサンドロは木き瀬せに向かって走り出した。それに気づいたステージのクラウディアが顔を青あお褪ざめさせる。

「ゆ、ユッキー殿どの！」

　深いダメージと賞金没ぼつ収しゆうに呆ぼう然ぜんとしている場合ではない。クラウディアは木瀬の命を守るために戦っていた。その彼女が負けてしまったということは──

「う、動け……動いてくれ……！」

　歯を食い縛しばってクラウディアが立ち上がろうとする。だが傷つきすぎた体は、少女の必死の願いさえも聞いてくれない

「よく見てろ小こ娘むすめぇ！　俺を怒おこらせるとどうなるのか！」

　悲ひ愴そうな表情のクラウディアに狂きよう気きの笑えみで叫さけぶと、ギレサンドロは大きく拳こぶしを振ふり上げた。

「その心臓を寄よ越こせえぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　そして惨さん劇げきの幕開けを報しらせる一いち撃げきが、木瀬の顔面に叩たたきつけられた。

「へぶらっ!?」

　……と思いきや、木瀬の後ろから伸のびて来た太い腕うでが金貸しを先に殴なぐりつけた。それを行ったのはギレサンドロの雇やとっていたチンピラの一人だ。

「あ、がっ……!?　て、てめぇ、自分が何をしたか分かってんのか……？」

　粘ねばり気けのある血を口くち端はしから垂たらしつつ、ギレサンドロはチンピラを見つめる。まさか自分の部下に殴なぐられるなどと想像もしていなかったのだろう。仰ぎよう天てんの面おも持もちだ。

「何をした、だ？　クソ汚きたねぇ手で触さわりやがろうとしたからブン殴った。それだけだぜ？」

　血で汚よごれた拳を拭ぬぐいながらチンピラが舌打ちすると、ギレサンドロはわなわなと体を震ふるわせ始めた。

「てめぇ、誰だれに向かって口を利きいて──！」

「止よせよぉ、手て荒あらな真似まねは」

　その時、一いつ触しよく即そく発はつの空気に反した朗ほがらかな声がした。発したのは木瀬である。

「ラヴ・アンド・ピースで行こうゼ？　ほら、笑って笑って」

　ギレサンドロと睨にらみ合うチンピラの肩かたを木瀬が優やさしく叩く。すると「すみませんでした」と彼は厳いかつい顔で笑みを作った。それに倣ならって他ほかのチンピラたちも強面こわもてに笑顔を浮かべている。

「な、なんだと……？」

　ギレサンドロは我が目を疑わずにはいられない。多額の負ふ債さいがある木瀬は、部下たちに一いつ般ぱんの人間より数段下の扱あつかいをさせていた。しかし今は彼を敬うような態度に変わっている。逃とう亡ぼうしていた空白の時間に何が起こったというのか。

「これは一体どういうことだ！　どういうことなんだぁ!?」

「いや、どういうことって言われてもなぁ」

　声を荒あららげるギレサンドロに木瀬は困ったように嘆たん息そくし、

「──こういうことだよ」

　指を鳴らした。直後、チンピラたちが後ろ手に持っていた布ぬの袋ぶくろをひっくり返し、足あし下もとに大量の金貨を撒まき散らす。

「てめぇに借りた金、利子つけて返してやるぜ」

「こ、こんな金どこから……」

　啞あ然ぜんとした金貸しが呟つぶやくように問うと、木き瀬せは得意げに笑った。

「幸運の女神がくれたんだよ。いつもいい子にしてる俺に」

　言いながら彼はステージのクラウディアに向けて手を振ふる。それを見て安あん堵どしたのか、彼女はうつむき肩かたを震ふるわせていた。

「……ありがとな、クラウディア」

　微び笑しようした木瀬が感謝の言葉を囁ささやいていると、イフが話しかけて来た。

《それにしても己おのれのために命を懸かけて戦ってくれたクラウディアではなく、あえて最も上がみ透とう子こにお賭かけになった木瀬さまの勝負師としての勘かんには感服いたしました。普ふ通つうの人間ならば情や後ろめたさでできないことをブレずに遂すい行こうする──さすが木瀬さまでございます》

「ヒトを血の通わない機械マシンみたいに言うんじゃねぇ」

《余談なのですが、反則負けになることを見越こしてクラウディアに手を貸されたのですか？》

「バカヤロー、目の前で仲間が倒たおれてたら普通助けようとするだろ」

　不ふ機き嫌げんそうに木瀬はクラウディアが吹ふっ飛ばされた客席に目をやる。倒れている彼女を放ほうっておけなかったのは事実だし、試合中の闘とう士しに手を貸したら反則負けになるというルールも知らなかった。……ただ、『そうなる可能性』について考えていなかったかまでは定かでない。

「さて、クラウディアを運んでやらねぇとな！　動けないからしょうがないよな！」

《おや、握あく力りよくの鍛たん錬れんでございますか？》

　わきわき、と。いやらしい手つきを連れて歩き出した木瀬にイフが尋たずねる。その時、

「待ちやがれ！」

　憤ふん怒ぬの表情でギレサンドロが呼び止めた。

「足りねぇよ、これっぽっちじゃ！　最後の勝負は俺の財産の半分を賭けたんだぞ！　全然足りやしねぇよ！」

「勝つも負けるも自己責任、それが賭け事ギヤンブルの鉄則だろ？　他人の失敗まで面めん倒どう見切れるかよ」

「うるしぇぇぇぇぇぇ！」

　怒ど号ごうを上げると、ギレサンドロは肩越ごしに振り返る木瀬を指差した。

「そこの男をぶっ殺せ！　やってくれたヤツにはここにある金を全部くれてやる！」

　木瀬に懐かい柔じゆうされてしまったチンピラたちを諦あきらめ、金貸しが目を付けたのは周囲にいる客たちだった。まさかの透子の勝利で彼らの多くが損を出しているはず。負ふ債さいの大きさによっては手を汚よごすことも厭いとわない者もいるだろう。だが、

「──どうしたっ!?　なんで誰だれも殺そうとしないっ！」

　ギレサンドロが身み振ぶり手振りを駆く使しして周りに訴うつたえる。我先にと人が殺さつ到とうし、即そく座ざに木き瀬せが引き裂さかれることを彼は期待していた。ところが蓋ふたを開けてみれば誰一人動こうとしない。

「分かってねぇな」

　嘆たん息そくしたのは木瀬だ。そして彼はゆっくりと斜ななめ上を見た。釣つられる形でギレサンドロがその視線を追うと、観客席の最上段で弓を構えた男がいる。いや、一人ではない。円形のコロシアムを包囲するように弓兵がずらりと並んでいた。誰かが木瀬に害を及およぼそうとした刹せつ那な、矢の豪ごう雨うが降る。それが約束されているような光景だった。

「ここに来るまでに何の準備もしてないと思ったか？」

　木瀬はゆっくりとギレサンドロに近づき、そっと耳元で囁ささやく。

「てめぇは負けたんだよ。賭博かけでも、財力かねでも」

「う……うう……」

　ギレサンドロがその場に尻しり餅もちをついた。あと一回勝てば小国に手が届く。そんな夢を抱いだいて挑いどんだ勝負に彼は敗れ財産の半分を失った。それだけでも深ふか傷でなのだが、人間以下の扱あつかいをしていた男に部下を買収され、さらには最後の八つ当たりさえ金の力で抑おさえ込まれてしまった。

「ああ……うああ……っ」

　完敗としかいいようのない現状に肥満の金貸しは泣いた。その大人らしからぬ号ごう泣きゆうを背に受けながら木瀬は静かに観客席を後にする。

《……まさかこのようなことになるとは》

　コロシアムの廊ろう下かに出てほどなく、木瀬の横でイフが興味深そうに唸うなった。

《近くにいた数人の弓兵以外、ただの木の棒を弓のように構えていただけだというのに。ギレサンドロは最後まで気づきませんでしたね》

「冷静な判断ができないヤツはギャンブルに向いてねぇってことさ」

　やれやれ、と。もっとも身近な誰かのことは棚たなに上げて肩かたを竦すくめる木瀬だった。




　激げき闘とうから一週間が経たった。爽そう快かいに晴れた空の下、ゴルドーストの宿屋から出て来たのは木瀬とクラウディアである。

「一時はどうなるかと思いましたが、何とか元通りですね」

　感かん慨がい深く息を吐はくとクラウディアは左前方を見つめた。そこには血と金が降ったコロシアムが鎮ちん座ざしている。ちなみに透とう子ことの戦いで受けた傷は深かったらしく、コロシアムの医い療りよう班──回復魔ま法ほうの専門家を以もつてしても完治までには至らなかった。なので服は真新しくなったものの、彼女の体のあちこちには痛々しく包帯が巻かれている。

「まったくだ。もう賭かけは懲こり懲ごりだぜ」

　神しん妙みような顔で木瀬が言う。それを聞いてクラウディアは密ひそかに「よかった」と呟つぶやいた。

「旅だけでなく、何をするにもお金は大切です。ですが、賭かけ事ごとで増やしてまで絶対に必要なものではないと私は思うのです」

　瞑めい目もくしたクラウディアの前まえ髪がみを風が撫なでる。周辺が荒こう野やだけに、ゴルドーストを通り抜ぬけるそれはさらりとして心地ここちがよかった。

「たとえ貧しくとも乗り越こえられるはずです。少なくとも私は気にしません。その……ユッキー殿どのさえいてくれたら……って、ユッキー殿？」

　気がつけば側そばにいたはずの木き瀬せがいない。クラウディアが慌あわてて視線を巡めぐらせると、コロシアムの入り口近くで机を並べている彼を発見した。

「こんなところで何をしているのですか？」

「賭けは懲こりたんでこれからは手て堅がたく商売をすることにしたんだ」

「……商売？」

「うむ。おまえが療りよう養ようしてる間にいい商品を思いついて──ああ、こっちこっち」

　木瀬が手招きすると、コロシアムの裏手から木箱を持った男たちが続々とやって来る。

「あの日以来、おまえに熱ねつ狂きよう的なファンがついたらしくてな。いつ出場するかも分からないおまえを一目見ようと、毎日コロシアムに通ってるそうだ。俺はそんな健けな気げな連中のためにこの商品を開発した！」

　ニヤリと笑うと木瀬は箱から白い布を取り出す。そして翼つばさのごとくそれを広げると、凜り々りしくファリーゼを構えるクラウディアの絵が描えがかれていた。

「な、ななな何ですかこれは!?」

「コロシアムと共同開発した『クラウディアちゃん布ふ団とんカバー』だ。ちなみに表も裏も両方使える。裏面はダメージバージョンだ」

　カバーを引っ繰くり返すと、服が破れ胸むな元もとや尻しりなどが露あらわになった美少女剣けん士しが現れる。

「わあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ダメージバージョンと同じく真っ赤な顔でクラウディアは自分の絵に覆おおい被かぶさった。

「な、何を考えているのですか!?　こんな物売れるはずが──」

「安心しろ、すでに初回と二次生産分は完売した。これは三次生産分だ」

「もう売ったということですか？　こ、これがたくさんのヒトの手に渡わたって……」

　あらためてクラウディアはカバーに描かれた自分を見つめ、やがて頭から湯気を出してその場にへたり込んだ。

「こういう商品がまさかファンタジー世界で作れるとは思わなかったぜ。いやぁ、魔ま法ほうって攻こう撃げきだけじゃなくてこういうことにも応用できるんだな。見直したぜ」

　感心したように語っていた木瀬だったが、ふと足あし下もとでクラウディアが体育座りをしていることに気づく。

「どうした？」

「……こんなところでこんないやらしい物を売って……私たちには魔ま獣じゆう王おう討とう伐ばつという大きな目的があるはずなのに……」

「なあ、クラウよ」

　いじけるクラウディアの肩かたに木き瀬せが優やさしく触ふれた。

「俺だってもちろん魔獣王のことは忘れてねぇ。でも今の俺たちはどうだ？　おまえは傷だらけだし、俺もギレサンドロに捕つかまってた時の精神的ダメージが抜ぬけきってねぇ」

《木瀬さまの調子はこの旅にまったく影えい響きようを及およぼしていないかと》

　イフが事実を述べるも木瀬はいつも通り無視する。

「このままじゃ魔獣王に辿たどり着けるかさえ怪あやしい。ならいっそ、体調が万全になるまで休むのも手じゃないか？　でも、世界が危機に陥おちいってるのにただ待ってることなんて俺には耐たえられない！　今できることは何だ？　戦えない俺にできることは何だ？　それは戦えるおまえを一秒でも早く復活させることだ！　そのために必要なものは？　いいベッドといい食事に決まってる。でもその二つを揃そろえるためには──そう、金が必要なんだ！」

　木瀬は熱弁を一区切りさせると、力強く手を引いてクラウディアを立ち上がらせた。

「金を儲もうけたいんじゃない。おまえが最高の休息を得られる環かん境きようを設もうけたいんだよ！」

「ユッキー殿どの、私のために……」

　感動のあまりクラウディアは声と体を震ふるわせた。そんな彼女の態度が照れ臭くさいのか、木瀬は背を向けて頭を搔かいている。

「まあ、おまえには散々迷めい惑わくかけちまったからな。せめてそれぐらいさせてくれ」

「ありがとう、ございます……！」

　目め端はしの雫しずくを指で払はらいながらクラウディアは笑った。一方、彼女からは表情の見えない木瀬は何やら厳しい表情で考え込んでいる。

（やっぱクラウディアって人間の善意を信じすぎだよな）

　自分で丸め込んでおきながら、木瀬はクラウディアの気質を不ふ憫びんに思う。そして『俺が側そばにいてやらなきゃ』とあらためて心に誓ちかうのだった。













　　　英えい雄ゆうの章







　魔ま獣じゆうたちの異変は病のように少しずつエフドラを蝕むしばんでいた。凶きよう暴ぼう化し人間を襲おそうだけに留とどまらず、突とつ然ぜん棲せい息そく地を移し生態系を狂くるわせることもある。草食の大型魔獣が群れで押し寄せた結果、一夜にして裸はだかになってしまった森もあった。このまま異変が進行すれば、エフドラという世界はまったく別物になってしまうだろう。下手をすれば人間が居場所を失い、滅ほろびることさえ有り得る。

　この危機の元げん凶きようとされているのが魔獣王の出現だ。その存在が世に知られるきっかけとなったのは、最初に陥かん落らくしてしまった北方にあるユーロス王国の兵士だった。戦火の中ただ一人生き残った彼は、瀕ひん死しの状態で南東にあった港町レンギスタまで辿たどり着く。そして『まるで王に率いられているように魔獣たちの統とう率そつがとれていた』と告げると、そのまま息を引き取ったのである。

　名もなき兵士の最さい期ごの頑がん張ばりによりエフドラの諸国は、魔獣を統率する者の存在を知ることができた。そしてその出現時期が魔獣たちの異変と重なっていることから、彼こそが元凶ではないかと疑うことができている。しかしそれを排はい除じよしようとする動きがない。いや、どの国も動けずにいるのだ。

　エフドラ最強最大の軍事力を有していたユーロスが落とされてしまった衝しよう撃げきはやはり大きかったのだろう。『次は我が国の番かもしれない』と、北寄りの国々は自国の防備を強化するのに大おお忙いそがしである。北方以外の国も変質した魔獣の対処に手を焼き、魔獣王がいると思われる最北の島へ派兵する余よ裕ゆうはない。唯ゆい一いつ西方のハイドラが立ち上がったものの、かつての威い信しんを取り戻もどすべく送り込んだ英えい雄ゆうクラウドの末まつ裔えいも消息を絶ってしまった。

　このまま手をこまねいていることしかできないのか。しかし打つ手のない人間たちにも希望はあった。それは異なる世界から来た救世主である。

　トーコ・モガミ。

　彼女は腕うで利ききの仲間を連れ、各地で起こる魔獣絡がらみの事件を解決していた。平原を踏ふみ荒あらす巨きよ人じんを、神聖な泉を死の沼ぬまに変える毒どく蜘蛛ぐもを、砂海を渡わたる商船を沈しずめていた魔魚を打ち倒たおしつつ、透とう子こたちは北上を続ける。魔獣王のいる島を目指して。

「ぬぅぅぅん！」

　シュワルツが気合を込める。身の丈たけを超こす長大な剣けんを振ふり下ろし、正面の緑色の熊くまを両断した。そして返す刀で背後にいた二足歩行の狼おおかみを斜ななめ下から斬きり上げる。屈くつ強きようの戦士が剣けん舞ぶを行うたび、次々と血の噴ふん水すいというオブジェが作られていく。

「うへぇ、まだまだいるなぁ」

　自分たちを囲んでいる魔ま獣じゆうの群れを眺ながめ、うんざりした顔をしているのはサニィだ。そこへ間かん髪はつ入いれず、

「口動かす暇ひまあったら手と足動かしなさいよ！」

　マリーナの叱しつ責せきが飛ぶ。彼女は手にした杖つえの先から火か炎えん放射器のごとく紅ぐ蓮れんを放ち、縦に並んだ多くの魔獣を炭化させている最中だ。

「いい加減腹減って来たぜ」

　懲こりずにぼやく禿とく頭とうだが、同時に横手から突とつ撃げきして来た巨きよ大だいな羽虫を踵かかと落おとしで地面に叩たたきつける。もちろん頭を踏ふみ潰つぶしトドメを刺さすことも忘れない。

　彼らが戦っているのは、現在人が住む最北の地となってしまった港町レンギスタの門前である。北東側がわを海に、あとの三方は高い壁かべで守られた堅けん固ごな町だが、最大の弱点は陸上の入り口である南西の門だ。ここを突とつ破ぱされてしまうと、大波のごとく押し寄せた魔獣たちが町に流れ込んでしまう。いくら港町とはいえ、全員がすぐに船で脱だつ出しゆつできるはずもない。そうなると待っているのは無む慈じ悲ひな殺さつ戮りくの宴うたげである。

「みんな頑がん張ばれ～」

　繰くり広げられている激げき闘とうにそぐわない明るい声がする。発したのは仲間たちよりも十メートルほど前にいる透とう子こだ。

「もうちょっとで終わるよー。気合入れて行こう」

「『もうちょっと』ねぇ……」

　渋じゆう面めんを作るサニィだが、その対象は肩かた越ごしに笑っている自じ称しよう・救世主ではない。彼女よりずっと先、長大な浜辺を埋うめ尽つくしている魔獣の群れだ。

「うん、もうちょっと──だよ！」

　笑みを深めると、透子は右手に装着していた漆しつ黒こくの盾たてを投じた。メジャーリーガーの剛ごう速そつ球きゆうのごときそれは、魔獣たちの肉体を次々に貫通しこばみながら飛ひ翔しようする。その一投のみで千近い死し骸がいが生産され、敵の数は三分の一ほどまで減少した。

「……よし、休きゆう憩けい」

　出る幕なし、と言わんばかりにサニィはその場に座り込もうとする。その後頭部をマリーナが杖つえで叩たたいた。

「急いでトーコの援えん護ごに行くわよ！」

「は？　あいつ一人で充じゆう分ぶんだろ？」

「バカ！　盾を投げちゃったんだから、今のトーコは無防備じゃない！」

　武ぶ闘とう家が「あ、そうか」と手を叩く横を、シュワルツが追い越して行く。そして巨きよ漢かんの戦士は庇かばうように透子の前に立った。

「フリスビーみたいに戻もどって来るかなー、って思ってたんだけどさすがに無理だったみたい」

「思いつきだけで行動するなとあれほど！」

　恥はずかしげに後頭部を搔かいている透とう子こに、シュワルツは背を向けたまま苦言を呈ていした。振ふり返る余よ裕ゆうはない。今も殺さつ到とうする魔ま獣じゆう群をたった一人で撥はね除のけているからだ。

「うーん、盾たてがないとさすがに『もうちょっと』時間かかるかなー」

　シュワルツ、そして後から追いついたマリーナとサニィに守られながら透子が唸うなる。時折彼女も得意の怪かい力りきで巨きよ大だい魔獣の死し骸がいを投じ、敵にかなりの損害を与あたえていた。それでも戦いの終わりは依い然ぜん見えない。

「あん？　今日の空ってあんなに暗かったっけ？」

　不意に訝いぶかしげな独り言を漏もらしたのはサニィだ。彼が言うように先ほどまで海と同色だった空はいつの間にか黒く──

「空の色ではない……！」

　ただでさえ厳いかついシュワルツの表情がさらに引き締しまる。そして彼はその逞たくましい腕うでで透子とマリーナを一方の脇わきに抱かかえると、敵に背を向けて走り出した。

「逃にげろサニィ！　降るぞ、矢の雨が！」

「へ？　矢の──？」

　頭上を埋うめ尽つくす鋭えい利りな雫しずくを一いち瞥べつするなり、サニィも必死の形ぎよう相そうで離り脱だつを開始する。

　ほどなく浜辺で集中豪ごう雨うが始まった。矢が風を切る音、魔獣の断だん末まつ魔まの叫さけび、潮しお騒さい。不自然な三重奏は一分近く続き、最後には火球が空から降って来た。それはまるで太陽が落ちて来たかと錯さつ覚かくするほど巨大なものだった。

「頭を下げろ！」

　シュワルツが透子とマリーナを砂浜に押し倒たおし、半はん拍ぱく遅おくれでサニィも指示に従う。

　直後、耳をつんざく轟ごう音おんと砂混じりの熱風が浜辺を駆かけた。入いれ替かわりに濃のう厚こうな静せい寂じやくが辺り一帯に立ち込める。だがやがて、

「いやー、凄すごかったね」

　砂を払はらいながら透子が立ち上がった。辺りに漂ただよっている白はく煙えんは、火球によって焼き尽つくされた魔獣の死し骸がいと海水が蒸発させられたことで生まれたものだ。

「ん？」

　不ふ明めい瞭りような視界の中で透子が目を凝こらす。すると煙の中で何かが蠢うごめいた。長大な怪物のようにも、数え切れない群れにも見える。果たしてその正体は──

「おやおやおやおや」

　透子の耳に届いたのは聞き覚えのある声だ。そして白のヴェールの向こうから現れたのも、やはり見覚えのある人物だった。

「誰だれかと思ったら自じ称しよう・救世主の最も上がみくんじゃあないか」

　煙管キセルを吹ふかしながら告げたのは木き瀬せだ。彼は筋骨隆りゆう々りゆうの男たちの担かつぐ黄金の御み輿こしの上で寝ねそべっていた。

「あんたはええっと……木き瀬せ幸ゆき成なりだっけ？」

「年上を呼ぶ時は『さん』を付けるもんだぜ、ゴリラＪＫ……！」

　顔こそ笑えみを浮かべているものの、透とう子こを見下ろす木瀬の目はその限りではない。

「それにしてもよくここまで来られたね。一生ルイーザの町から出られないと思ったのに」

「口の利きき方に気をつけろよ？　今この世界で一番力を持ってるのはおそらく俺だぜ？」

　木瀬が後ろを振ふり返る。そこに控ひかえているのは視界には収まりきらないほどの大部隊だ。歩兵や弓兵に加え魔ま法ほう使つかいまで揃そろっていて、さらに全員が質のいい武器防具を身につけている。どこかの国の正規軍と言われても疑われないだろう。

「ここにいる兵士すべてが俺の力だ。試ためしにもう一回戦ってみるか？　エエ？　最も上がみくぅん？」

　悪役めいた面おも持もちで木瀬は透子に再戦を持ちかける。しかし彼女の目はすでに別のところへ向けられていた。

「久しぶり。また会えて嬉うれしいよクラウディア」

「……どうも」

　手を振る透子に、御み輿こしの端はしで肩かたを窄すぼめていたクラウディアが応こたえる。その態度が恥はずかしげな理由は、今の彼女がビキニのごとき露ろ出しゆつの高い鎧よろいを着ているためだろう。まるでグラビアアイドルだ。これが木瀬の趣しゆ味みであり、今まで通り口くち八はつ丁ちようを駆く使しして着させたものであることは言うまでもない。
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「追いかけて来ないと思ったら、木き瀬せなんかの仲間になってたのかー……」

「『なんか』って言ったか？　『木瀬なんか』って！」

　残念そうに溜ため息いきを落とした透とう子こに、木瀬が犬歯を剝むいて抗こう議ぎする。しかし、

「まあ、気が向いたら言ってよ。クラウディアならいつでも歓かん迎げいするからさ」

「このガキャァ、俺自じ慢まんの『金かねの団』の総力を挙げて血祭りにしてやろうか……！」

「お、落ち着いてくださいユッキー殿どの」

　全軍に突とつ撃げき命令を下そうと手を振ふり上げている木瀬をクラウディアが懸けん命めいに止める。度たび重かさなる無視がよっぽど頭にきたのか、非ひ戦せん闘とう員らしからぬ凄すさまじい暴れ方だった。

「ところでクラウディアたちもあの町レンギスタに用事？」

　相手陣じん営えいの様子など一いつ切さい気にせず、透子はまたしてもクラウディアにだけ尋たずねる。

「え、ええ。ここより北へ行くには海路を使う以外ないので、船を調ちよう達たつしようかと」

「でも、それだけの人数が乗れる船なんてあるかなぁ？」

　木瀬の大私兵団を眺ながめながら透子が首を傾かしげた。

　──そして彼女の心配は的中する。

「申し訳ない」

　謝罪の言葉とともに薄うすくなった頭頂部を晒さらしたのは初老の男だ。魔ま獣じゆうの侵しん攻こうを受けていたレンギスタを救出し、ようやく町の中に入ることができた木瀬と透子の両陣営。しかし双そう方ほうが真っ先に向かった船着き場には、古びた小型船が一隻せき浮かんでいるだけだった。

「魔獣王の島が近いせいか、町の周辺の魔獣は特に凶きよう暴ぼうで。いつ防ぼう壁へきを破られるかという恐きよう怖ふに耐たえられなくなった町人が次々とここを離はなれました。そしてその際、使える船は全すべて持って行かれてしまったのです」

「当然だな。こんな危ない場所に住み続けるなんて、よっぽどのバカか自殺志願者だけだぜ」

　今も暮らす町人を前にしながら、悪びれた様子もなく笑ったのはサニィだ。しかしすぐさま『空気を読め』とばかりに後頭部をマリーナに杖つえで叩たたかれる。

「船はこれしかないみたいだね」

　ふむ、と頷うなずくと透子は久しぶりに木瀬を見た。御み輿こし隊を含ふくめた私兵は町の外で待機させて来たため、成なり金きんが現在連れているのはクラウディアだけである。

「どうする？　最後の一隻を賭かけて勝負する？」

　魔獣の死体の中から回収した黒い盾たてに触ふれながら透子が問う。その口元が楽しげに歪ゆがんでいるのは木瀬の隣となりに立つ女剣けん士しが理由である。

「──ユッキー殿」

　透子を見つめたままクラウディアが木瀬の名を口にした。指示さえもらえれば今すぐにでも眼前の少女との戦闘を開始する。そう言わんばかりに彼女は腰こしの剣に手をかけていた。どうやらクラウディアもコロシアムの続きを所しよ望もうしているようだ。

　ところが、

「さすがにその船じゃうちの兵は乗せ切れねぇ。おまえらに譲ゆずってやるよ」

「ゆ、ユッキー殿どの？」

　木き瀬せの一言に、クラウディアは思わず素すっ頓とん狂きような声を上げた。先刻まで執しつ拗ように透とう子こに絡からんでいた彼が、まさかこうもあっさり手を引くとは思わなかったためだ。

　驚おどろいているのはクラウディアだけではない。透子も意外そうに目を瞬しばたたかせている。

「行くぞ、クラウディア」

　煙管キセルに火を点つけると木瀬は踵きびすを返す。慌あわててクラウディアも続いた。

「よろしいのですか？」

「よろしいも何も、あんなボロ船じゃ十人乗るのが限界だろ。うちは五百人の大所帯だぞ？」

　町中を歩きながら二人は言葉を交かわす。最初は静かなところという印象だったが、事情を知った今では閑かん散さんとしているのだと分かる。人そのものが少なくなっているのだ。

「ですが、船がなければ魔ま獣じゆう王おうの島に辿たどり着くことは不可能です」

　クラウディアが困ったように言うと、突とつ然ぜん木瀬が足を止めた。

「不可能？」

　自ら吐はき出した紫し煙えんの中で木瀬が笑う。それは傲ごう慢まんともとれる余よ裕ゆうを多分に含ふくんだ笑えみだ。

「今の俺に不可能なんてねぇよ」




「それじゃ行こっか！」

　高らかに告げたのは透子である。船首に足をかけた彼女の一言を受け、甲かん板ぱんの船員──有志で乗り込んでくれたレンギスタの男たちがオールを動かし始めた。お世辞にも立派とはいえない小船が、うねる海面を滑なめらかに進んで行く。

「魔獣王のいる島まであと少しね」

　風にはためくローブの裾すそを押さえつつ、船の前側がわに座るマリーナが後ろを振ふり返った。ここまでの旅を思い返しているのか、彼女の横顔はどこか感かん慨がい深いように見える。

「ったく、まさかこんなところまで来るハメになるとはなぁ」

　わざとらしく嘆たん息そくしたのは船せん尾び近くに寝ねっ転ころがったサニィである。すると中央に鎮ちん座ざするシュワルツが頭を下げた。

「二人には感謝している。私とトーコだけではここまで辿たどり着けなかっただろう」

「死ぬほど感謝しろよな。俺とマリーナがいなかったら確実に死んでたぞ？　──特にそこのあと先考えずに行動する自じ称しよう・救世主！　最強の盾たてをぶん投げちまうおまえだ、おまえ！」

　サニィが叩たたきつけるように指差すも、透子は返事どころか一いち瞥べつもしない。遠足が待ちきれない子供のように口こう角かくを上げ、海の彼方かなたを見つめたままだ。

「この先も目が離はなせなそうね」

　マリーナが肩かたを竦すくめるとサニィは再度溜ため息いきを落とし、そんな彼らにシュワルツは珍めずらしく小さな笑えみをこぼすのだった。




　透とう子こたちが海を渡わたっている頃ころ、木き瀬せはレンギスタ近くの海辺を歩いていた。先刻の戦いの中で大火球が炸さく裂れつした影えい響きようだろう、本来なら直線に近かった砂浜は中央が抉えぐれて弓状に形が変わってしまっている。

「ユッキー殿どの、散歩をしている場合では」

　木瀬の背中に声をかけたのはクラウディアだ。少し前に出航する透子たちの船を目もく撃げきしたせいか表情に焦あせりが滲にじんでいる。父の汚お名めいを雪そそぐために魔ま獣じゆう王おうを討とう伐ばつしようとしているだけに、透子たちに先を越こされるのは我が慢まんならないのだろう。

「船を捜さがしましょうユッキー殿どの。距きよ離りはありますが、南東のジェンキン連れん邦ぽうになら軍船が揃そろっているはずです」

「落ち着けクラウ」

　まくし立てていたクラウディアを木瀬が肩越しに見る。同時に彼の指は前方、生き物のように蠢うごめく水面の彼方に浮かぶ陸地を示していた。

「魔獣王がいるらしい島はあれか？」

「は、はい」

　木瀬に制され多少は逸はやる気持ちが収まったのだろう。クラウディアはすぐに頷うなずきを返した。

「……ここからあの島までの距離はどれくらいだ？」

　潮しお風かぜに搔かき消されそうな音量で木瀬が囁ささやくと、耳にクリアな音声が届けられる。

《木瀬さまに親しみの深い単位でいうところの千二百四十三・一七五メートルでございます》

「一キロちょいか」

　イフから測量結果を得ると木瀬は踵きびすを返した。そして側そばにいるクラウディアの腰こしを邪じや悪あくな笑みとともに抱だき寄せる。

「安心しろクラウ。船なんざなくても俺たちは魔獣王の島まで一直線だ」

「え？　え？」

　突とつ然ぜんの密着に先ほどまでとは違ちがった意味でクラウディアは焦あせる。そんな彼女を片手で抱かかえながら木瀬は空いている方の手を高々と上げた。

「魔法隊、出ろ！」

　木瀬が吠ほえると後方で待機していた金かねの団、その中から杖つえを手にした百人が前進を始める。彼らは木瀬たちを追い越すと、波打ち際ぎわに横一線で整列した。そして一いつ斉せいに低く重い声を発していく。どうやら魔法の詠えい唱しようのようだ。

「じ、地面が……？」

　足裏で震しん動どうを感じたクラウディアが目を見開く。その傍かたわらで木き瀬せは唾つばを飛ばしていた。

「気合を入れろ！　頑がん張ばったヤツには特別ボーナスつけてやるぞ！」

　雇やとい主ぬしの一言に魔ま法ほう使つかいたちの目の色が明らかに変わった。頑張りをアピールするためか、胸むな元もとが浸つかるほど深く海に入って詠えい唱しようしている者もいる。

　しばらくすると、

「こ、こんなことが……！」

　驚きよう愕がくの声を漏もらしたのはクラウディアだ。見開かれた彼女の目に映っているのは、ゆっくりと、だが確実に左右二つに分かたれていく大海である。百人の魔法使いを用い、木瀬は見事に道なき道を切り開いてみせた。

「言ったろ？　今の俺に不可能はねぇ」

　煙管キセルを咥くわえた木瀬が悠ゆう然ぜんとクラウディアに笑いかける。嗜し好こう品を灯ともしてくれるのは弱い火の魔法が込められた小枝だ。雇った魔法使いに作らせたライターの代わりである。

「さあ、魔ま獣じゆう王おうの島に乗り込むぜ」

　木瀬が号令を出すと私兵たちが魔法使いに駆かけ寄る。そして手組みの騎き馬ばを作り、その上に魔法使いを乗せて水の双壁の間を進み始めた。

「おお、時折行っていた奇き妙みような模も擬ぎ戦はこの時のためだったのですね」

　ともに黄金の御み輿こしへ乗り込んだクラウディアが、騎馬の隊列を見て目を輝かがやかせる。

「……興業として成立するかもしれねぇな」

　北上する途と中ちゆうに何度かやらせた騎馬戦の光景を回想しながら木瀬は唸うなる。命知らずの男たちによる真剣ガチンコ運動会──学校のそれとは別次元の迫はく力りよくと興奮が生まれそうだった。

《強力な生体反応が急速に接近しています》

　儲もうけ一色だった木瀬の頭に抑よく揚ようのないイフの声が響ひびく。その半秒後、遥はるか前方の右水壁から巨きよ大だいな何かが飛び出して来た。全長五十メートルはありそうな大だい蛇じやだ。しかもご丁てい寧ねいに鼻先が銛もりのような形状になった、残ざん虐ぎやく性の高そうな種類である。

　突とつ然ぜん出現した大物の魔獣。さらには海の中に作った不安定な道という条件が重なっているためだろう、私兵たちから動どう揺ようを思わせるようなざわめきが起こる。しかしこの場で最も弱いはずの人間は冷静そのものだった。

「狼狽うろたえるな！　いつも通りやれば俺たちは負けねぇ！」

　木瀬は一いつ喝かつで場を鎮しずめると、そのまま傍らのクラウディアに目をやる。

「『あれ』を使え」

「はい！」

　力強く頷うなずくなり、クラウディアは颯さつ爽そうと御輿を飛び降りた。続いて高らかに宣言する。

「みんな！　『ふぉーめーしょん・あるふぁ』だ！」

　すると、騎馬を組んでいない百名の私兵たちが彼女の側そばに駆け寄って来た。果たして出来上がったのは、手と手を結んで並ぶ列である。英えい雄ゆうの末まつ裔えいを頭にして構成された、こちらもある意味長ちよう蛇だだ。

「感じる……みんなの魔ま力りよくを！」

　私兵たちと繫つながっているクラウディアの左手が、さらには全身が純白の光をまとっていく。発動させようとしているのは英雄の血とともにヴァンダレイ家に伝わる魔法である。要求される魔力が個人の限界を超こえているため単独での使用は難しく、現実に行うには結んだ手を介かいして他人から魔力を借りる必要があった。だが魔力が一人分である必要はない。協力者が増えれば増えるほど、その破は壊かい力も上じよう昇しようしていくという特性を有しているのだ。

　そして今、英雄の血を受け継つぐ少女の身には百人分の魔力が宿っている。

「──〝浄じよう化かの剣けん〟っ!!」

　右手で天を衝ついたクラウディアが目を見開く。その時接近中の巨きよ大だい蛇へびの直下、本来は水底である地面から真っ白な閃せん光こうが立ち上った。まるで世界を、いや次元の向こうに存在する異界までも貫つらぬく剣のように。

　おそらく〝浄化の剣〟は人の身で魔神を討うつための切り札だったのだろう。それはつまり、たかが凶きよう暴ぼうかつ巨大な程度の魔ま獣じゆうに耐たえられるはずもないということだ。

　悲鳴さえ許されず、巨大蛇は光の奔ほん流りゆうに飲み込まれ搔かき消える。十じゆう全ぜんな態勢から放たれた〝浄化の剣〟の破は壊かい力は圧あつ倒とう的だった。

「勝てる。……いや、『勝った』」

　強敵を討ち取ったことで兵士たちは興奮気味に勝かち鬨どきを上げている。そんな中、独りほくそ笑えむのは木き瀬せである。

「勝利の方程式は手に入れた。覚かく悟ごしろ魔獣王。てめぇの終わりはすぐそこだ」




「あの光は……」

　西の水平線の彼方かなた、天へと延びる光の柱に気づいたのは透とう子こだった。いや、正確には彼女の仲間たちもその存在を知覚している。ただ顔を向けるほどの余よ裕ゆうがないだけだ。

「トーコ！　サボってんじゃねぇ！」

　飛来したのはサニィからの苦情である。そう、透子たち一いつ行こうは船上で決戦の真まっ直ただ中なかだった。相手は先ほど木瀬たちも遭そう遇ぐうしていた巨大蛇だ。どうやら彼らは島を守る番人──いや番獣のような役割を任されているらしい。

「はいはい、ごめんね──っと！」

　あまり反省が感じられない謝罪をしながら、透子は船体を締しめ上げていた紫むらさきの鱗うろこに黒き盾たてを叩たたきつける。するとすべてを拒こばむ黒色やみが問答無用で極ごく太ぶとの尾おを斬きり落とした。その直後、金属製の食器をフォークで引っ搔いたような巨大蛇の絶ぜつ叫きようが海上に響ひびき渡わたる。

「さっきのあれは魔法なのか」

「ええ、たぶん」

　痛みでのたうち回る巨きよ大だい蛇へびから目を離はなさず会話するのはシュワルツとマリーナだ。揺ゆれる甲かん板ぱんでバランスを保つため、二人ともマストに摑つかまっている。

「あの魔ま法ほうを編み出したヤツは、きっと神さまでも殺す気だったんでしょうね。軍事用の広域魔法が可愛かわいく見えるバカげた威い力りよくだわ」

「……神殺しの魔法か」

　呟つぶやきつつシュワルツは前へ出た。そして船員を狙ねらった巨大蛇の牙きばを大たい剣けんで受け止める。

「マリーナ！」

「分かってるわ」

　シュワルツが肩かた越ごしに指示した時、すでにマリーナは魔法を完成させていた。炎ほのおや雷かみなりは使えない。密着されているため船に二次被ひ害がいが出てしまう可能性が高いからだ。なので──

「凍いてつけ！」

　シュワルツの離り脱だつを確かく認にんするや否いなや、マリーナは杖つえの先から強きよう烈れつな冷気を放った。それを浴びた巨大蛇の頭部は急速に霜しもにまみれていく。滴したたる海水が凍とう結けつに一役買ったのだ。

「よっしゃあ、トドメだ！」

　意気揚よう々ようと走り出したサニィだったが、ほどなく「んがっ」と呻うめいて転んだ。原因は後ろから来た透とう子こが、追い抜ぬきざまに彼の後頭部を踏ふみ台だいにしたためである。

「凄すごいじゃん、クラウディア」

　空中に身を躍おどらせた透子が笑う。彼女だけが光の柱を生み出した人物を確信していた。

「やっぱり仲間にしたかったなぁ！」

　少しだけ拗すねたように言いながら、透子はサッカーにおけるボレーシュートのように巨大蛇の頭を蹴けり砕くだいた。生命活動の重要拠きよ点てんを失い、さすがの番ばん獣じゆうも力なく船を解放していく。

「さあ、ボクらも早く上陸しよう！」

　着地した透子が未いまだ遠くにある北の島を指差す。上陸まではまだかかりそうだった。




　島に辿たどり着いた木き瀬せたちを出迎むかえたのは、レンギスタの浜辺で遭そう遇ぐうした以上の魔獣群だった。さすが魔獣王のお膝ひざ元もとというべきか。しかし、

「蹴散らせ」

　御み輿こしの上で煙管キセルを咥くわえた木瀬が告げた。その言葉通り、金かねの団はオーバーキルやりすぎともいえる火力で数多あまたの魔獣を蹴散らしていく。

「──トリプロクスだ！」

　兵士が報しらせたのは遠方からやって来る三つ目の巨人の存在だ。しかも同時に三体。一体のみでも小高い丘おかほどある巨きよ軀くだけに、連なるとあたかも山脈のようである。

「『ふぉーめーしょん・べーた』！」

　御み輿こしの上ではなく先せん陣じんを切っていたクラウディアがファリーゼを掲かかげた。すると魔ま法ほう使つかいたちが連射の利きく魔法で巨きよ人じんたちの足止めを始める。並行して、風の魔ま剣けんを手にした少女の周りには剣兵と弓兵が手を繫つないで列を形成していた。

「──退け、光の彼方かなたへ！」

　天を射貫ぬいたのは網もう膜まくを焼きかねない強きよう烈れつな閃せん光こう。クラウディアが再び発動させた〝浄じよう化かの剣〟は、海底での一いち撃げきに比べて格段に威い力りよくを増していた。それもそのはず、先刻は手の空いている百人だけだったが、今度は剣兵弓兵を合わせた四百人態勢なのだから。

「フハハ、見たか『戦術〝浄化の剣〟』を！　どんな強力な魔ま獣じゆうが来ようと、クラウディアに魔力を提供してくれる兵がいる限り瞬しゆん殺さつだ！」

　木き瀬せがおよそ世界を救おうとしている側がわとは思えない邪よこしまな笑い声を上げる。彼の考案した『戦術〝浄化の剣〟』は、簡単にいうと本来ならば最終兵器の位置付けであるはずの〝浄化の剣〟を通常武器と変わらない手軽さで使用するというものだ。そのためにはまず、ある程度の魔力を持った人材を集めなければならない。しかも少人数では彼らの魔力がすぐに枯こ渇かつしてしまうため、ローテーションで休息が取れるようそれなりの数を揃そろえる必要があった。

　結果、布ふ団とんカバー資金の大部分を投じることにはなったが、木瀬考案の『戦術〝浄化の剣〟』は旅の進行を劇的に早めることに成功した。もったいぶらずに〝浄化の剣〟を使うことで魔獣との戦せん闘とう時間は大おお幅はばに短縮され、さらには味方の被ひ害がいも抑おさえられると良いこと尽ずくめだった。

「ヘイヘイ、もう弾たま切ぎれか？」

　煽あおるような口調で木瀬は周囲を見回す。砂糖に群がる蟻ありのごとく押し寄せていた魔獣たちだったが、その勢いに陰かげりが見え始めていた。どうやら『おかわり』はないらしい。

「拍ひよう子し抜ぬけだな。ラスボス手前の戦いぐらいもう少し盛り上げて欲しいぜ」

　嘆たん息そくすると木瀬は寝ね転ころんだ。

　そこからは魔獣に遭そう遇ぐうすることもなく、一いつ行こうは島の中央に向けて進軍を続けていた。

「──ユッキー殿どの」

「んあ？」

　岩いわ肌はだ剝むき出だしの代かわり映ばえしない景色の連続に、すっかり緊きん張ちようが緩ゆるんでうたた寝していた木瀬を揺ゆり起こしたのはクラウディアだ。

「どうした、もう魔獣王倒たおしちゃった？」

　欠伸あくび混じりに尋たずねると、彼女は御輿の下で整列する兵士たちを手で示した。

「いえ、魔獣王らしき敵はまだ発見できていません。ですが、斥せつ候こうに出ていた隊が奇き妙みような扉とびらを発見したとのことです」

「奇妙な扉？」

　報告が気になった木瀬は、斥候隊が扉を発見したという方角へ進路を向けた。しばらくすると心なしか足あし下もとに緑が増えて来た気がする。

「……木？」

　木き瀬せが目を凝こらす。草木の点在する広大な荒あれ地ちの中央、朽くちかけた大樹が鎮ちん座ざしていた。

「例の扉とびらはあの木の幹にあったそうです」

「ふーん」

　クラウディアに小刻みな頷うなずきを返すと、木瀬は虚こ空くうに小声を投げた。

「イフ、あの辺りに生体反応はあるか？」

　だが同行しているはずの彼女からの返事はない。それどころか姿まで見当たらなかった。

　この世界においてイフ、そしてモアの両名は幽ゆう霊れいのような存在である。おそらくバイトの契けい約やくが関係しているのだろうが、基本的に不可視な彼女たちを捉とらえられるのは木瀬と透とう子こだけだ。しかし今はその木瀬でさえイフを見つけられずにいた。

「おい、イフ？　どこに行った？」

《ごちゅ……く……ませ。……がとの……をぼう……》

　ようやく声のみが聞こえたかと思いきや、酷ひどいノイズ混じりの上すぐに切れてしまった。

「電波が悪いのか、ここは」

　眉まゆ根ねを寄せつつ、木瀬が携けい帯たい電話に対するような台詞せりふを漏もらした。その時、

《──何かご用でしょうか》

「なっ!?」

　不意打ちの声に耳じ朶だを叩たたかれ木瀬は周囲を見回す。すると側そばにいたクラウディアが腰こしの剣けんに手をかけたまま口を開いた。

「ユッキー殿どの、上です……！」

「上──」

　強い警けい戒かいが滲にじむクラウディアの横顔、木瀬はその視線の先を辿たどる。そこには重苦しい雲の立ち込める空を背景に、巨きよ大だいな人間の上半身が浮かんでいた。絶世の、という言葉が付くほどの美女である。加えて銀糸を思わせる清らかな長ちよう髪はつと女性らしい姿態に薄うす衣ぎぬをまとっただけのそのいでたちは、木瀬がかつて遊んだゲームに出ていた女神を彷ほう彿ふつとさせた。

「な、何だありゃ……」

《私はヴェリィオット。どうぞヴェリィとお呼びください》

　木瀬をはじめとした地上の者たちが大口を開けて圧あつ倒とうされている中、ヴェリィが丁てい寧ねいに自じ己こ紹しよう介かいをした。さらに彼女は言葉を続ける。

《質問を繰くり返しますが、何か私にご用でしょうか。残念ながら、私は最優先の作業を実行中です。そのため、みなさまのお相手を満足にこなすことができないかもしれません。ご了りよう承しようくださいませ》

「……最優先の作業だと？」

　酷ひどく申し訳なさそうにヴェリィが告げたものだから、つい木瀬は聞き返してしまった。その結果、戦せん慄りつの回答が広大な荒あれ地ちに響ひびくことになる。

《はい。この世界の環かん境きようを最良にすることが私の作業です。目下『狂きよう化かさせた魔ま獣じゆうを用いて人間を駆く逐ちくする』という項こう目もくを行っております》

「魔獣を用いて──」

「人間を駆逐──」

　木き瀬せとクラウディアが顔を見合わせた。切せつ迫ぱくした二人の面おも持もちとは対照的に、頭上のヴェリィは柔やわらかな笑えみを湛たたえている。

　魔獣を用いて人間を駆逐。そんなことができるのは、この世界において『あの名』で呼ばれる存在だけだろう。

　そう──

「……貴様が魔獣王か！」

　軋きしむほど奥歯を嚙かみ締しめると、クラウディアがファリーゼを抜ぬいた。そしてその切っ先をヴェリィに向ける。

「我が名はクラウディア・ヴァンダレイ！　英えい雄ゆうクラウドの名に懸かけて貴様を討うつ！」

　叫さけぶなりクラウディアは空へ風の刃やいばを放った。しかし魔剣の一いち撃げきはヴェリィを斬きり裂さくことなく透とう過かしてしまう。

「映像──」

　木瀬が呟つぶやく。同時に彼の脳裏には、昔見た未来を描えがいたＳＦ映画で使われていた道具がよぎっていた。それは別の場所にいる人物を、まるで目の前にいるかのように映し出して会話ができる通信装置だ。

（あれも魔法の一種なのか？）

　創作の中とはいえ既き視し感のある現象に木瀬が心しん中ちゆうで唸うなっていると、

《敵対行動を確かく認にん。あなた方を計画の障害と認識しました》

　雲と一いつ緒しよに大地を見下ろしているヴェリィが笑顔のまま一礼した。そして巨きよ大だいな彼女は瞬しゆん時じに姿を消す。

「どこに隠かくれた！　出て来い！」

「落ち着けクラウ。今のはたぶん幻まぼろしみたいなもんだ」

　木瀬は天に嚙かみつこうとしているクラウディアを制した。やはり父親の仇あだということもあって、普ふ段だん穏おだやかな彼女も冷静ではいられないようだ。

（それにしてもあの女は何者なんだ？　まさか本当に魔獣王だってのか？）

　眉まゆをひそめた木瀬が心中で漏もらしていると、

「ユッキー閣かつ下か！　魔獣の群れがこちらに迫せまっています！　かなりの数です！」

　周囲の警けい戒かいに当たらせていた兵士の一人が声を張り上げた。木瀬から見て右手の遠方、もうもうと巻き上がる砂さ塵じんの中に大量の黒い影が蠢うごめいている。

「慌あわてるな、まだ距きよ離りがある！　陣じん形けいを整えて対応──」

「反対側がわからも来ます！」

　木き瀬せが迎げい撃げきの指示を出そうとした矢先、新たな報告が届いた。

「全隊後退！　急げ！」

　さすがに焦あせりを含ふくんだ表情で木瀬が指示の変へん更こうを告げる。この場に留とどまっていては大群と大群に挟はさまれてしまうからだ。

　ところが奇き妙みようなことが起きた。左右から押し寄せていた魔ま獣じゆうの波が木瀬たちを迂う回かいしたのだ。しかも揃そろって同じ方向に。果たして二つの波は、大樹の前で衝しよう突とつすることになった。

「見ろよ、ヤツら共食いしてやがる」

　嘲あざけるように兵士の一人が言った。魔獣の群れは様々な種族で構成されていたため『共食い』という表現は正確ではない。だがぶつかった直後から彼らは互たがいに嚙かみついたり、爪つめを突つき刺さしたりしている。確かに共食いといえなくもない状じよう況きようだ。しかし、

「……共食いじゃねぇ」

　引きつった唇くちびるで異いを唱えたのは木瀬だ。それを肯こう定ていするように魔獣たちは団だん子ご状に固まり始めていた。あたかも粘ねん土どのように。牙きばを突き立てていたのは互たがいを殺さつ傷しようするためでなく、どうやら連結のためだったようだ。

　そして幾いくつもの固まりを繫つなぎ合わせ、とうとう魔獣たちは一つの形に行き着いた。短いが頑がん強きようそうな四し肢し、ずんぐりとした体たい軀くの背には飛行には向かない小さな翼つばさがある。太い尻尾しつぽはそれだけで別の生き物のようだ。何より目を引くのが、長大な首の上に冠かんするトカゲに角つのと牙を追加したかのような凶きよう悪あくな面つら構がまえである。

「ドラ……ゴン……！」

　マンガで、ゲームで、映画で。様々な作品フイクシヨンで遭そう遇ぐうしたことのあるその獣けものの名を、木瀬は青あお褪ざめた顔で無意識に呟つぶやいていた。金かねの団の兵士まで同じ反応をしているあたり、彼かの者はどちらの世界においても畏い怖ふの存在のようだ。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす人間たちとは対照的に、ツギハギの竜りゆうは早々に動き出していた。世界そのものを丸まる吞のみしようとしているかのように大口を開け、その深しん淵えんのごとき暗い喉のど奥おくをこちらに晒さらしている。

（──まずい！）

　ドラゴンの圧あつ倒とう的存在感の前に、ただの見物人と化していた木瀬が我に返った。巨きよ竜りゆうは確実にこちらを攻こう撃げきしようとしている。危機感を覚えた彼はすぐ隣の少女に目を向けた。

「クラウ！　『フォーメーション・オメガ』だ！」

「『おめが』!?　ですが、あれは対魔獣王のための切り札では！」

　稀け有うなことにクラウディアが木瀬の指示に難色を示す。おそらく先刻のヴェリィが魔獣王と名乗ったことをまだ引き摺ずっているのだろう。とっておきの一撃は憎にくき父の仇あだにこそぶつけたい──そう考えていたのかもしれない。しかし、木き瀬せは自分の決定を曲げなかった。

「全員死ぬぞ！　急げっ！」

「は、はい！」

　木瀬が切せつ迫ぱくした面おも持もちで声を荒あららげると、ようやくクラウディアが御み輿こしを飛び降りた。すぐにファリーゼを掲かかげて兵士に集合をかける。木瀬の考案した〝浄じよう化かの剣けん〟のフォーメーションは三つ。剣兵たちの魔ま力りよくを借りるアルファ。弓兵も含ふくめたベータ。そして一人一人が大きな魔力を持つ魔法隊にも参加してもらうオメガだ。特に総力を結集する三つ目の威い力りよくは凄すさまじく、試験的に使ってみた際に半島を島に変えてしまったほどだった。

　相手が魔ま獣じゆう王おうだろうと撃うてば必ず勝てる。木瀬もクラウディアも兵士たちも、フォーメーション・オメガに絶対の自信を持っていた。ところが、

「どうした!?　遅おくれているぞ！」

　クラウディアが叱しつ咤たの声を響ひびかせた。まだ全隊の四分の一も配置に就つけていない。ドラゴンの威い圧あつ感に足が竦すくんでしまっているのか、金かねの団の者たちの動きは明らかに鈍どん重じゆうだった。

　そんな人間たちを尻しり目めに、ツギハギの竜りゆうは喉のど奥おくを赤々と輝かがやかせ始めている。見るからに超ちよう高熱のそれを吐はき出すつもりだろう。直ちよく撃げきすれば人の身など一いつ瞬しゆんで蒸発してしまいそうだ。

「──構わん、撃て！」

　御輿の上で木瀬が吠ほえた。それを合図にクラウディアたちは手を結んでいく。フォーメーションは未いまだ不完全。オメガどころかベータにも満たない人数である。しかし木瀬は完成度よりも速度を重視させた。

「光よ!!」

　クラウディアが声を響ひびかせた直後、大地から眩まばゆい光が噴ふき上がった。たとえ人数が揃そろわずとも〝浄化の剣〟の破は壊かい力はやはり格別だ。ドラゴンの分厚く強きよう靭じんそうな肉体でさえハリボテのごとく容易に貫つらぬいてしまった。

　いや、これは貫くに留まったと言うべきか。神をも殺すはずの閃せん光こうが、ツギハギ竜の右前まえ脚あしから腹部にかけてを失わせただけなのだから。

　これまで多くの強敵を一撃で倒たおして来た〝浄化の剣〟。しかし今回それは叶かなわなかった。ツギハギの竜が今までのどんな魔獣よりも巨きよ大だいだったため、すべてを消しよう滅めつさせる光柱の範はん囲いに体たい軀くが収まり切らなかったのだ。

　威い力りよくを犠ぎ牲せいにしてまで手を速めた先制攻こう撃げきは完かん璧ぺきな結果とは言い難がたい。だがその指示を出した指揮官は嘆なげいていなかった。むしろどこか割り切った面おも持もちである。

「打てる手は打った」

　呟つぶやく木瀬、その視線の先では四し肢しの一つを失ったドラゴンが大きく体勢を崩くずしていた。それでも巨竜の口内には赤い光が煌こう々こうと輝かがやいたままだ。

「あとは神にでも祈いのるしかねぇな」

　そう言って木き瀬せは煙管キセルを吹ふかした。

　ほどなく三本足のドラゴンは地面を転がる。そしてその強きよう震しんを引ひき鉄がねにしたかのように、喉のど奥おくで渦うず巻まいていた赤い一いち撃げきを暴発させた。

　光の柱に続き、今度は火の柱が立ち上がる。倒たおれた時にドラゴンの口が地面を向いていたため、木瀬たちは灼しやく熱ねつの直撃を免まぬかれることができた。とはいえその余波は別である。

　生まれたのは、レンギスタの浜辺での金かねの団による大火球が可愛かわいく思えてしまうほどの大爆ばく発はつだった。鼓こ膜まくを破りかねない爆音が、砕くだけた大地混じりの熱風が一帯を駆かけ抜ぬける。そして木瀬も、クラウディアも、金の団も。誰だれ一人差別されることなく、平等に吹ふき飛ばされた。




「……う、ぐ……」

　全身が痛みで悲鳴を上げている。しかしクラウディアはそれに耳を貸さなかった。吹き飛ばされる中でも離はなさなかったファリーゼを杖つえに、どうにかクラウディアは立ち上がる。すると、まるで彼女の起立を待っていたかのように辺りに充じゆう満まんしていた砂さ塵じんが晴れていく。

　現れたのは陥かん没ぼつと隆りゆう起きが入り乱れた荒あれ果てた大地。少なくともクラウディアの見通せる範はん囲いに人ひと影かげはない。剣けん兵ぺいも弓兵も魔法使いも、そして──木瀬の姿もなかった。残っているのは遠くにある朽くちかけたあの大樹だけである。

「私のせいだ……」

　額から滴したたる血を拭ぬぐうこともせず、彼女はきつく両の手を握にぎり締しめた。

「あのドラゴンが強力な攻こう撃げきをすることは分かっていた。分かっていたのに……！　憎にくしみで目を曇くもらせていた私のせいでみんなを、ユッキー殿どのを……っ！」

　うつむき、涙なみだの代わりに血の雫しずくを落としながらクラウディアは己おのれを責める。あの時、木瀬の指示にすぐ従っていれば。そう思わずにはいられなかった。

　ドラゴンの威い圧あつ感により、確かに金の団の兵士たちの動きは酷ひどく鈍にぶかった。だが仮にフォーメーション・オメガを完成させることはできなかったとしても、彼女がもっと早く動き出していたらベータを構成できる人数は集められたかもしれない。より強い火力で先制できていれば、こんな結果にはならなかったかもしれなかった。

　クラウディアにとって魔ま獣じゆう王おうは父の仇あだである。直接手を下したかは定かでないが、その存在が父を死に追いやったことだけは確かだ。そんな憎き相手と思おぼしき者が現れたことで、彼女の復ふく讐しゆう心に火が点ついてしまった。全身全ぜん霊れいの〝浄じよう化かの剣〟を叩たたき込みたい。父を殺した報むくいを受けさせたいという黒い衝しよう動どうを抑おさえきれなかったのである。

「私が……私が殺したのだ……」

　罪の重さに耐たえられなくなったかのように、クラウディアはその場に両膝ひざを突ついた。ダメージはあるが体はまだ動く。しかし絶望に心を蝕むしばまれ、気力が枯こ渇かつしてしまっている。もはや再び立ち上がることは──

「……か……誰だれか……」

「──！」

　途と端たん、クラウディアの沈しずんでいた顔が跳はね上がった。そのまま四よつん這ばいで幽かすかに声が聞こえた方へ駆かけ出す。見えて来たのは大地に刻まれた長大な亀き裂れつ。そこを覗のぞき込むと深い谷底に見覚えのある鎧よろいやローブを着た者たちがいた。しかもかなりの数だ、二百人はいるだろうか。

「みんな！」

　久しぶりにクラウディアが表情を和やわらげた。おそらくドラゴンの暴発により兵士たちの足場が大変動し、地下に沈しずんでしまったのだろう。

「待っていろ！　すぐに助ける！」

　光が戻もどった瞳ひとみでクラウディアは地中の者たちに告げる。しかし顔を上げたその時、彼女の目は遥はるか前方に首のないドラゴンを捉とらえてしまった。

　先ほどの暴発でツギハギ竜りゆうは一度完全に姿を消したはずである。それが再び登場したということは、巨きよ軀くを構成する魔ま獣じゆう群が新たに呼び寄せられたのだろう。しかも作りかけの顔ながらこちらを向いている。すでにクラウディアにも気づいているようだ。

「……っ、このままでは」

　クラウディアは咄とつ嗟さにファリーゼを構えた。だが彼女は知っている。風の魔ま剣けんは攻こう撃げき力と機動力に優すぐれるが、ドラゴンの吐はき出す灼しやく熱ねつを凌しのぐ防ぼう御ぎよ力は有していないことを。加えて切り札である〝浄じよう化かの剣〟は単独では発動できない。まさに八はつ方ぽう塞ふさがりだ。

「もしかしたらここ以外にも生存者がいるかもしれないというのに……！」

　悔くやしげな顔で、クラウディアはもっとも生きていて欲しい人のことを思い浮かべていた。しかしその者の生死は確かめられそうにない。ドラゴンの火か閃せんは防げないと分かっていても、彼女は眼下の者たちを見捨てられないからだ。

　少女が悲ひ壮そうな決意を固めた頃ころ、ドラゴンは赤々と喉のど奥おくを光らせていた。そしてとうとうすべてを灰かい燼じんに帰す灼熱は放たれた。

「ユッキー殿どの……っ」

　クラウディアはファリーゼに力を込めた。イチかバチか。全身全ぜん霊れいの風の刃やいばで迫せまり来る火閃に対たい抗こうするつもりのようだ。

　ところが次の瞬しゆん間かん、迸ほとばしる灼熱の射線上に颯さつ爽そうと躍おどり出た者がいる。

「──拒こばめぇぇぇぇぇぇっ！」

　雄お叫たけび。同時に右のアッパーカットを繰くり出しドラゴンの火閃を蒼そう穹きゆうに弾はじき返す。

「あなたは……」

　夕焼けよりも赤く燃える空の下、クラウディアの瞳ひとみに映っているのは背中だ。そう、自身と同じ資質を持つ少女の。

「英雄ヒーロー見参──なんちゃって」

　そう言って少女は、最も上がみ透とう子こは肩かた越ごしに笑った。




「おお、あのでっかいのが魔ま獣じゆう王おう？」

　遠くにいるツギハギ竜りゆうを透子が指差すと、クラウディアは「い、いや」と首を振ふった。絶体絶命の危機を凌しのいだばかりのためだろう、若じやつ干かんの混乱が顔に出ている。

「魔獣王と思われる者は別にいる。その女が呼び寄せたらしい魔獣の集合体があのドラゴンだ」

「へえ、魔獣王って女だったんだ。──って、人間なの？　なーんだ、てっきりＲＰＧのラスボスみたいに無む駄だに神っぽいヤツだと思ってたのに」

　期待外れだと言わんばかりに透子は特大の溜ため息いきを落とす。だがすぐに「そういえば」と思い出したかのように辺りを見回した。

「木き瀬せ幸ゆき成なりが見当たらないけど、やっぱ死ん──」

「まだ決まったわけではない！」

　透子の語尾を嚙かみちぎるようにクラウディアが声を荒あららげた。

「地中には我が隊の多くの兵士が閉じ込められている！　きっと彼らと同じようにユッキー殿どのも生き延びているはずだ！」

「そうかなぁ？　木瀬なんて一番死にやす……ごめんごめん」

　異いを唱えかけていた透子が苦笑を浮かべる。剣けん先さきよりも鋭するどいクラウディアの眼まな差ざしに気づいたからだ。

　その時、遠くから複数の足音が近づいて来る。

「トーコ！　てめぇ勝手に先行くんじゃねぇよ！」

　到とう着ちやくするなり怒ど鳴なったのは禿とく頭とうのサニィだ。マリーナも付いて来ている。

「ごっめーん。上陸でクラウディアたちに先越こされて、おまけに魔獣王まで倒たおされちゃったら面おも白しろくないじゃん？　そう考えたら足が勝手に走り出しちゃってさー、あははー」

「あははー、じゃねぇんだよ！　おまえを追いかけるために俺たちは魔獣の大群のど真ん中を突つっ切らされたんだぞ！」

　まったく反省の色の見えない透子の謝罪に、サニィは額にびっしりと青筋を立てた。

「まあ、とりあえずトーコが無事だったんだからいいんじゃない？」

「よくねぇ！」

　いきり立つ武ぶ闘とう家かをマリーナが鎮しずめようとするも、彼の不満は収まらない。

「トーコだけでも迷めい惑わくなのに、おまけに途と中ちゆうでシュワルツまで余計なモン拾いやがってよ！　結局ここまでマリーナと二人だけで頑がん張ばるハメになったんだぜ！　やってらんねぇよ！」

「あ、そういえばシュワルツは？」

　文句を羅ら列れつし続けるサニィを放置し、透子はマリーナを見る。

「彼ならそのうち──来た来た」

　魔ま法ほう使つかいの言葉通り、シュワルツは他ほかの仲間から少し遅おくれて合流した。

「無事か、トーコ」

「全然問題なし。ところで来る途と中ちゆうで何拾ったの？」

　安否確かく認にんの返答もそこそこに、透とう子こはサニィの話で気になった箇か所しよを拾い上げる。するとシュワルツは「うむ」と頷うなずき、ここまで沈ちん黙もくを保っていたクラウディアを見た。厳密には発言しなかったのではなく、矢や継つぎ早ばやの会話に口を挟はさむタイミングが摑つかめなかっただけなのだが。

「キミの仲間、確かユッキーといったか。彼は──」

「──生きている！」

　クラウディアが回答を叩たたきつける。たとえ事実であっても、自らの目で確かめるまでは認めないと言わんばかりだ。

　だがシュワルツの口から飛び出したのは、彼女の想像していた言葉とは違ちがった。

「ああ、生きている」

　意味が理解できずクラウディアは「え？」と目を瞬しばたたかせる。そこへサニィが乱入して来た。

「そうなんだよ！　ぶっ倒たおれてたあいつを介かい抱ほうするためにシュワルツがいなくなってよ！　あんなムカつくヤロー捨てといてよかったのに！」

「どうも彼とは縁えんがあるらしい」

　唾つばを飛ばすサニィにシュワルツは浅い笑えみを見せる。もしかしたら、今とは異なる仲間で旅に出る未来もあったのかもしれない。屈くつ強きようの戦士はふとそんなことを考えた。

「キミが率いていた兵士のことまでは分からないが、少なくとも彼は無事だ。その点だけは安心するといい」

「だってさ。よかったね」

　シュワルツに続くように透子がクラウディアの顔を覗のぞき込む。すると彼女はうつむき、ポロポロと大おお粒つぶの涙なみだをこぼしていた。

「まったく、クラウディアは男の趣しゆ味みが悪いなぁ」

「……自覚はしている」

　呆あきれたように笑う透子に、クラウディアは赤面しながら目元を拭ぬぐった。

「さーて、お喋しやべりはこのぐらいにしよっか。あの大物倒して魔ま獣じゆう王おうを引っ張り出さないと」

　不意に透子は遠くにいるツギハギ竜りゆうを見据すえた。すると彼女の仲間たちも一いつ斉せいに表情を引き締しめる。だが戦せん闘とう態勢に移行する彼らにクラウディアが待ったをかけた。

「ヤツとまともに戦っても勝ち目はない。何か別の方法を考えるべきだ」

「ハァ？　数に頼たよってるおまえたちと一いつ緒しよにすんなよ。俺たちがあんなデカブツごときに負けるわけねぇだろ」

　水を差したクラウディアをサニィが睨にらむ。木き瀬せの仲間ということで、彼女にもあまりいい印象を抱いだいていないようだ。

　その時、剣けん吞のんな雰ふん囲い気きの二人の横を颯さつ爽そうとすり抜ぬけた者がいる。透とう子こだ。

「確かにとんでもない飛び道具持ってるよね、あいつ」

　喋しやべりながら駆かけるのは前方。するとそこに大気を焦こがしながら火か閃せんが飛来した。ドラゴンの第二射である。しかし彼女はまたしても暗黒の盾たてで赤い閃光を弾はじき返す。さらに今回は、それを生み出したドラゴンの顔面に見事直ちよく撃げきさせてみせた。

「あの威い力りよく……人間など骨も残らんな」

　四し肢しだけを残して爆ばく散さんした竜りゆうを眺ながめシュワルツが唸うなった。喧やかましかったサニィも「ホントにとんでもねぇ！」と惨さん状じようを目撃し口を閉じることを忘れている。

「どうやら、クラウディアかのじよがおそれているのは飛び道具だけじゃなさそうよ」

　冷静に意見を紡つむいだのはマリーナだった。女魔ま法ほう使つかいが指差す先にあるのはドラゴンの残ざん骸がいで、そこにはいつの間にか魔ま獣じゆうの群れが這はい回っている。やがて彼らを新たなパーツとしてドラゴンは再構築を始めた。

「魔獣の寄せ集めでできた不死身のドラゴンか。こりゃ厄やつ介かいな相手だね」

　刻一刻と復元していく竜を眺ながめ透子が嘆たん息そくする。それでも後ろのクラウディアを振ふり返った時にはもう笑え顔がおだった。

「でもさ、何とかなる気がしない？　ボクたち四人とキミが協力すれば」

「あなたたちと私が……？」

　クラウディアが面食らっていると、その眼前に透子が手を差し伸のべた。

「さあ、『ボクの考えた最強部隊ドリームチーム』の結成だ」




「……ぅ」

　掠かすれた声を漏もらしたのは木き瀬せだ。そのまま重たい瞼まぶたを徐じよ々じよに上げていくと、もはや見慣れたエフドラの空が目に飛び込んで来た。

「あの状じよう況きようから無傷で生き残ったか。俺の運も大したもんだ」

　木瀬は地面に横たわったまま微び笑しようする。しかしいざ上体を起こそうとした瞬しゆん間かん、臀でん部ぶに走った痛みに白目を剝むきかけた。ドラゴンが起こした爆発に吹ふき飛ばされた瞬間から、ついさっき目覚めるまでのことを木瀬は何も覚えていない。ただこの痛みから推すい理りすると、どうやら爆風で宙を舞まった際、尻しりでの不時着を敢かん行こうしたようだ。

「む、無傷で生き残るなんてさすが俺だぜ……！」

　若じやつ干かん涙なみだ目めになりながらも木瀬は立ち上がった。あくまで無傷と言い張るつもりのようだ。

　ただ、負傷の有う無むはともかく木瀬が強運かもしれないのは確かである。現在彼は枯かれた大樹のある広大な荒あれ地ち、その片かた隅すみにある岩場に潜ひそんでいる形だ。ドラゴンに吹き飛ばされた挙げ句、その足あし下もとで大の字になっていたら踏ふみ潰つぶされていただろう。ところが木瀬は、こんなにも身を隠かくすのに適した場所で気を失っていられた。まるで誰だれかが運び込んでくれたかのような都合の良さである。やはり強運のなせる業わざだろうか。

「おまえもそう思うだろ？」

　自然と隣となりに同意を求めるが、そこにいつもいたお人ひと好よしの少女の姿はない。

「……ちっ」

　バツが悪そうに木き瀬せは頭を搔かいた。『強運』だったのは自分だけ──そんなあまり嬉うれしくもない可能性を想像してしまったからだ。

「大だい丈じよう夫ぶさ。あいつがそう簡単に──」

《──木瀬さま》

　澄すんだ声が頭の中で聞こえた途と端たん、木瀬の顔が目に見えて不ふ機き嫌げんになった。

「てめぇ、今までどこ行ってやがった」

　木瀬が刺とげ々とげしい口調で問うと、音もなく隣にイフが現れた。

「おまえがサボってる間、巨きよ女じよが空中でイリュージョンしたり、魔ま獣じゆうの大群が合体してドラゴンになったりして大おお騒さわぎだったんだぞ!?」

《大変失礼いたしました》

　木瀬の恨うらみがましい眼まな差ざしに対し、イフは深々と頭を下げる。

《実は通信妨ぼう害がいを受けておりました。声と映像が消えてしまったのはそのためでございます》

「通信妨害？　最上あのガキにくっついてるおまえの同どう僚りようの仕し業わざか？」

　半ば確信を持って木瀬は尋たずねる。しかしイフから返って来たのは《いえ》という否定の一語だった。

《まずモアは同僚ではありません。そして通信を妨害したのはヴェリィオットです》

「……おい待て。ヴェリィオットとか言ったか？」

　今は何もない空を木瀬が指差すと、イフはすぐに頷うなずいてみせた。

《はい。通信を妨害したのは先ほど上空に虚きよ像ぞうを見せた者──エフドラの惑わく星せい管理端たん末まつに組み込まれた人工知能『ヴェリィオット』です》

「あれが人工知能？　完全に人間みたいに喋しやべってたぞ」

　素す直なおに感かん嘆たんしていた木瀬だったが、途と中ちゆうで「ちょっと待て」と手でイフを制した。

「おまえ、やけにあの巨女について詳くわしくねぇか？」

《一通りの情報を把は握あくしております。自社の製品ですので》

「自社の製品、だと……っ!?」

　木瀬の頰ほおが、表情がみるみる引きつっていく。一方イフはそれを気に留めた素そ振ぶりも見せず、相変わらずの淡たん々たんとした口調で言葉を続けた。

《木瀬さまに親しみの深い単位でいうところの千七年前、ここエフドラは死の危機に瀕ひんしていました。その原因は、現在の人々が『神』と『魔神』と呼んでいる先人同士の戦争です。彼らは現在よりも高次元な魔法文明を築いており、それを用いた戦せん闘とうは大地へ深刻なダメージを与あたえていました。このまま放置すれば滅ほろびてしまう──そう判断した我が世界『アノーザ』は、異界連盟の盟主として救いの手を差し伸のべることを決定──》

「長なげぇよ！　簡潔にまとめろ！」

《傷ついたエフドラに私たちの祖先が修理装置を送り込みました》

　木き瀬せの無茶な注文に、イフはやはり顔色一つ変えず応こたえた。

「つまりその修理装置がヴェリィオットとかいう巨きよ女じよなのか？」

《ところで先ほどから仰おつしやっている『きょじょ』とは巨大な女という意味ですか？　人工知能である彼女に大きさという概がい念ねんは存在いたしません》

「うるせぇな。俺の中じゃもう巨女のイメージで固まってるんだよ。で？　俺が言ったことで合ってんのか？」

《はい。エフドラ救済のために送り込まれた当社開発の惑わく星せい管理端たん末まつ装置、そこに組み込まれた人工知能がヴェリィオットで間ま違ちがいございません》

「てめぇ、何でそんな大事なこと黙だまってた!?」

《お聞きになられませんでしたので》

　目を剝むいた木瀬に詰つめ寄られながらもイフの受け答えは淡たん々たんとしていた。平常運転だ。

「あいつは自分が魔ま獣じゆう王おうだってことを否定しなかったんだぞ!?　それがおまえらの会社の製品ってことは、おまえらが世界混乱の元げん凶きようじゃねぇか！」

《お恥はずかしい限りです》

「しれっと認めてんじゃねぇ！　おまえらの責任なんだからおまえらが直接解決しろよ！　俺バイトにやらせて高みの見物決め込んでんじゃねぇ！」

《木瀬さまのお言葉はごもっともでございます。ですが、私どもにもこの件に直接関かかわれない事情があるのです》

　そう言うとイフは髪かみのサイドを搔かき上げ、さらに耳の裏側がわを晒さらす。そこには金属製と思おぼしき小さなプレートが皮ひ膚ふに直接埋うまっていた。

《我々の世界は、木瀬さまに親しみの深い言葉でいうところの『ネット』が非常に発はつ達たつしております。そしてそれを使いこなすため、新生児は生後間もなく脳に極小の装置を埋め込む手術をすることが義務づけられています》

「おまえロボットなのか？」

　まじまじとイフに埋め込まれたプレートを凝ぎよう視しする木瀬。しかし彼女は《いえ》と最短の否定を口にした。

《私の体は木瀬さまに親しみの深い単位でいうところの九十九・九五パーセント生なま身みです。ですが今回はその〇・〇五パーセントが問題なのです》

　喋しやべりながらイフは髪型を直す。

《ヴェリィオットが組み込まれた端末は、別次元にある当社とやり取りができるよう強力な通信機能が備わっています。それを転用することで、この世界全域の機械に干かん渉しようできる『波』を発射することが可能なのです》

「は？　エフドラに機械なんてねぇんだから、別に止められたところで……」

　木き瀬せは言いかけてハッとなった。確かに機械に干渉する『波』などこの世界では無意味だ。だが脳に機械が加えられているイフのような者たちにとっては──

《当社は二十年前より、ヴェリィオットを停止するため七度エフドラを訪おとずれました。しかしそのどれもが失敗に終わっています。派は遣けんした者たちの生せい還かん率はゼロです》

「ふん。頭ん中に機械が入ってるおまえらにとっちゃ、あの巨きよ女じよは天敵ってわけだ」

　木瀬が悪態ついでに大きな溜ため息いきを吐つく。

「それでおまえらは俺を選んだってわけだ。機械を埋うめ込んでなくて、なおかつ超ちよう絶ぜつ冴さえた頭脳を持ったこの俺を」

《いえ、『機脳』化していない生なま身みの人間であれば特に誰だれでも問題ありませんでした》

「そこは噓うそでもそうだって言っとけ！」

　率そつ直ちよくすぎるイフに木瀬が食ってかかる。

「いいか？　俺は自分たちが元げん凶きようなことを黙だまってやがったおまえらにムカつきまくってる。ケータイ持ってたらすぐにでも大手法律事務所に電話かけて裁判の準備始めるところだ。けど、今確かく認にんしたいのは弁護士センセーのスケジュールじゃねぇ」

　そう言って木瀬はイフの目を真まっ直すぐ見据すえた。後出しの真実に不信感が募つのっているせいか彼はかなりのしかめっ面つらだ。

「あの巨女を止めれば俺はタダで家に帰れる。……間ま違ちがいないんだろうな、イフ」

《間違いございません》

「よし！　ポンコツ片づけてとっとと帰るぞクソッタレめ！」

　イフの言げん質ちを取ると、木瀬は鼻息荒あらく大おお股またで歩き出した。

《木瀬さま。ヴェリィオットの位置はここから──》

「もう見当はついてる」

　イフの案内を遮さえぎるように木瀬は言う。彼の目が捉とらえているのは、広大な荒あれ地ちの中央に立つ枯かれた大樹だった。

「不自然すぎんだよ。壮そう絶ぜつな爆ばく発はつで辺り一帯ボロボロになってるのにあの木だけ無傷とか」




「こぉばぁめぇぇぇぇぇぇ！」

　咆ほう哮こうに等しい気合が走る。そしてそれを追い抜ぬく勢いで最も上がみ透とう子この右腕うでが、漆しつ黒こくの盾たてが振ふり抜かれた。それにより巨体を支えるための強きよう靭じんさを備えたドラゴンの右前まえ脚あしが、あたかも柔やわらかい粘ねん土どのように抉えぐり取られる。しかし柱の一本を失ってもツギハギ竜は倒たおれない。それどころか残った三本の脚を軸じくにして、攻こう撃げき直後の透子を目がけて長大な尾おを叩たたきつける。だが極ごく太ぶとの鞭むちが少女の体を叩たたき潰つぶすことは叶かなわなかった。

「ぬぅぅぅんっ！」

　透とう子この前に立ちはだかったシュワルツがそれを斬きり落としたからだ。果たしてドラゴンの尾おは振ふり回した勢いも手伝い豪ごう快かいに地面をバウンドし転がる。

　ただ魔ま獣じゆうの集合体であるツギハギ竜りゆうに個体としての痛覚は存在しないようだ。体の欠損をものともせず、すぐに頭を鈍どん器きに見立てて振り下ろそうとする。だがその企たくらみも実現はしない。

「──勇者に宿れ雷かみなり！」

　最前線から少し離はなれた場所で唱えたのはマリーナだ。するとドラゴンを横から強きよう襲しゆうしようとしていたサニィの両拳こぶしがバチバチと紫し電でんを散らし始める。

「こっそり近づいたのに台無しじゃねぇか！」

　派手な音に不満を漏もらしつつ、武ぶ闘とう家は雷をまとった双そう掌しようでドラゴンの横っ腹を打つ。刹せつ那な、電撃が全身を駆かけ巡めぐったのかツギハギの巨きよ軀くがビクンと跳はねた。当然、頭による反撃も繰くり出す前に止まってしまう。

「シメはよろしくね──クラウディア」

　呟つぶやいたのは透子だ。彼女が見ているのはドラゴンの遥はるか頭上、空を背にして白の細剣レイピアを構える少女である。

「はあぁぁぁぁぁぁっ！」
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　可か憐れんな雄お叫たけびとともに、クラウディアは急降下を開始した。ファリーゼで生み出した風の翼つばさに重力の加速が上乗せされる。まるで天から射られた純白の一いつ矢しだ。音速に迫せまる速さのそれは、痺しびれて硬こう直ちよくしていたドラゴンの頭頂部を直ちよく撃げき。瞬またたく間に長い首と胴どう体たいを貫かん通つうした。

　のち、クラウディアは颯さつ爽そうと大地に降り立った。

　相当な速度を帯びていたため着地は非常に高難度だったはずである。しかし迫せまり来る地面へ向けて吹ふかせた風で減速、それにより足裏が多少痺れる程度の衝しよう撃げきで済んでいた。

「いい連れん携けいだったね。やっぱりキミはボクと来るべきだったんだよ」

　拍はく手しゆしながら透とう子こはクラウディアに笑いかける。だが英えい雄ゆうの血を引く少女の表情は険しい。

「……まだ終わっていない」

　クラウディアが見ているのは透子でも倒たおした竜りゆうでもない。この荒あれ地ちの彼方かなただ。そこには早くも新たな魔ま獣じゆうの群れが確かく認にんできた。

「あれでまた復活すんのかよ」

「島中の魔獣を倒し尽つくさなきゃダメってこと？」

　苛いら立だちを覗のぞかせるサニィとマリーナ。そんな二人にシュワルツは最悪の可能性を告げる。

「下手をすれば世界中だ……！」




　大樹の前にいた木き瀬せが不意に後ろを振ふり返る。

「……何かあっちの方でドンパチやってるっぽいな。最も上がみたちか？」

《──木瀬さま》

「どうした？」

　視線を前へ戻もどすと、イフが水分の抜ぬけ切った幹に埋うめ込まれた扉とびらを手で示していた。エレベーターにも似た両開きである。おそらく斥せつ候こうが発見したのはこれだろう。

「パスワードなんて知らねぇぞ？」

　扉の脇わきにあった見慣れない文字の記された入力端たん末まつを認め、木瀬はイフを睨にらむ。

《恐きよう縮しゆくですが、私の指に倣ならって入力していただけますでしょうか》

　そう言ってイフは端末に指を這はわせた。だが彼女は物質に触ふれられないため、実際に操作するのは動きを追つい跡せきする木瀬だ。文字を打ち込むというより、紋もん様ようのようなものを描えがいていく。

《おそらくヴェリィオットは次々とパスワードを変化させ、私たちを侵しん入にゆうさせまいとしているでしょう。ですが──》

　次の瞬しゆん間かん、音もなく扉は左右に開いた。

「初めておまえを使えると思ったぜ」

　珍めずらしく木瀬が褒ほめると、《相手が使っているのは千年前の技術ですので》とイフは髪かみを搔かき上げた。僅わずかに覗のぞいた耳裏のプレートが光る。

「その千年前の技術にあっさり通信を妨ぼう害がいされたのは誰だれだっけ？」

《先刻の妨ぼう害がいを元に、対ヴェリィオット用の防ぼう御ぎよを展開しました。これで姿や音声を遮しや断だんされることはないはずです》

「とか言ってまたやられたりしてな」

　肩かたを竦すくめながら木き瀬せは扉とびらの奥を覗のぞく。すると想像もしていなかった広大な空間が目に飛び込んで来た。野球場が丸々入りそうだ。

「な、何だこりゃ」

　大樹に埋うめ込まれた扉とその先にある白の世界。外側がわと内側を交こう互ごに見ながら木瀬は口をあんぐり開けている。どう考えても容いれ物ものと内容の大きさが釣つり合っていない。

《空間拡かく張ちよう建築といいまして、私の世界ではありふれた建築技術です》

「ハイテク自じ慢まんかよ」

　一いつ旦たんイフを半眼で射てから木瀬は大樹の中に足を踏ふみ入れた。自然が豊かなせいかエフドラの空気はどこか緑臭くさくさえある。しかし扉の向こう側がわに満ちていたのは無味無む臭しゆうの、まさに酸素と呼ぶべきものだ。もはや別の世界である。

「ここまで勢いで来ちまったが、結局どうやって人工知能を止めるんだ？」

　顔も向けずに木瀬はイフに尋たずねた。無策で『最後の敵』の居きよ城じように突とつ入にゆうした割に彼の表情には随ずい分ぶん余よ裕ゆうがある。

「やっぱ端ほん末たいをぶっ壊こわせばいいのか？」

　木瀬がどこで拾ったのか拳こぶし大だいの石を懐ふところから取り出すと、

《それも方法の一つでございます。ですが、先ほどの扉と同じく私の操作を真似まねていただければ、木瀬さまのお手に傷を負わせることなく停止できると存じます》

「そうか。だったら楽な方にしよう」

　イフの答えに木瀬は素す直なおに頷うなずいた。

　機脳破は壊かいに通信妨害。ヴェリィは露ろ骨こつにイフたち製造元の人間を寄せ付けないようにしていた。それはなぜかと木瀬は想像する。

（端末の操作方法に詳くわしいヤツが来たら、簡単に止められちまうからなんじゃねぇか？）

　心しん中ちゆうで結論を打ち出すと木瀬は口くち端はしを吊つり上げた。法の抜ぬけ穴あなを見つけた小悪党のごとき邪よこしまな笑えみである。

（それならイフをここに連れて来ることができた時点で俺の勝利は確定！）

「──ふっ」

《いかがいたしましたか？》

「なに、勝者としての余よ裕ゆうがちょっと漏もれただけだ」

《さようでございましたか》

　ほくそ笑む木瀬にイフはいつも通り頷うなずく。そんなやり取りを繰くり返しながら数分歩いた頃ころ、

「……ここにも木が？」

　ただ白いだけと思われた空間に、床ゆかと天てん井じようを貫つらぬいて立つ大木のような物が見えて来た。

《あれがヴェリィオットの本体である惑わく星せい管理端たん末まつです》

「機械の配線なんかが葉っぱや根っこに見えただけか」

　イフの説明を受けつつ近づくうちに、二本目の木の正体が明らかになっていく。

「いらっしゃいませ」

　一帯に女の声が響ひびく。すると木き瀬せの目の前で淡あわい光が集まり、ほどなく華きや奢しやな少女の姿となった。魔ま獣じゆう王おうこと人工知能ヴェリィオットの登場である。

「出やがったな巨きよ女じよ」

「キョジョではなくヴェリィとお呼びくださいませ」

　睨にらみつける木瀬に対しヴェリィは柔やわらかく微笑ほほえむ。第三者の目には間ま違ちがいなく木瀬の方が敵かたき役に映るだろう。

「ヴェリィでもダディでもどっちでもいい。さっさと魔獣の暴走を止めろ。おまえの製造元からの命令だ」

　高圧的に木瀬が言い放つと、ヴェリィは「承知いたしました」と深々と頭を下げた。

「何かあっさり受け入れられたぞ」

　想定外の反応に木瀬は狐きつねにつままれたような顔でイフを見た。ところがそう簡単にこの仕事は終わらないようである。なぜなら「ただ」と、ヴェリィが言葉の続きを口にしたからだ。

「できれば、あと十日ほどお時間をいただきたく存じます。その間にエフドラ全土の魔獣を合体させた最大最強の『集しゆう竜りゆう』で人間を根ね絶だやしにいたします。その交戦で自然の六割が失われると予想されますがご心配には及およびません。仮にそうなったとしても、このまま人間を生かし続けるより早くエフドラは真の姿を取り戻もどすでしょう」

「こいつ、サラッととんでもねぇことを言いやがった」

　木瀬が顔を引きつらせていると隣となりでイフが口を開いた。

《どうやら彼女は、我々の祖先が望んでいた以上の『再生』を行おうとしているようです》

「どういう意味だ？」

《つまり──……し……の……ざ……す》

「イフ？　おい、イフ!?」

　解説を始めようとした矢先、壊こわれたラジオのようにイフの声に雑音が混じる。並行して映像も歪ゆがみ、そのまま消えてしまった。

「エフドラ再生計画の障害と成り得るものは排はい除じよさせていただきます」

　一礼したのはヴェリィだ。おそらく彼女がイフを退場させたのだろう。

「千年前の技術にやられてんじゃねぇよ。しかも二回も……！」

　対策は立てたと語っていたイフを思い出し、「やっぱ使えねぇ」と木瀬は呻うめいた。

「さて、あなたは先ほど敵対行動を取った一団の中にいらっしゃいましたね」

　笑いかけるヴェリィに木き瀬せは「人ひと違ちがいじゃないか？」と、全力で顎あごをしゃくれさせて誤ご魔ま化かそうとする。

　対して彼女は何気なく掌てのひらを晒さらし、そこに十五インチ程度のウインドウを出現させた。その厚みがまったくない画面には、前の戦いで金かねの団に指示を出す木瀬の勇姿が映っている。しかも頰ほおを伝う汗あせまで鮮せん明めいに確かく認にんできる高画質だ。

「映像と照合……特とく徴ちよう一いつ致ち。同一人物です」

　ヴェリィが笑えみを深める。完全にしゃくれさせ損だった。

（くそっ！　俺一人でラスボスと一対一とか冗じよう談だんじゃねぇ！）

　木瀬は心しん中ちゆうで吐はき捨てた。イフがいれば楽勝。そう高をくくっていたらこの様ざまである。

（魔ま獣じゆうの一匹ぴきでも呼び出されたら即そく終しゆう了りようだ。どうにかしてこの場を切り抜ぬけねぇと）

　木瀬は心中で手札を何度も確かく認にんする。その時、不意に頭の片かた隅すみで閃ひらめくものがあった。

（人工知能っていっても人格は女。もしかしたら口く説どき落とせるかもしれない。──いや）

「俺ならできる……！」

　意を決した木瀬は真まっ直すぐヴェリィを見据すえた。命が懸かかっているせいか自分史上最高のキメ顔である。

「ヴェリィ、全部捨てて俺と来い。おまえに新しい世界を教えてやる」

　両手を広げ木瀬が艶つやのある声で囁ささやいた。するとヴェリィはにっこり笑って、

「あなたは排はい除じよいたしません」

（人工知能まで落としちまうとは……天てん井じよう知らずかよ、俺の魅み力りよく）

　木瀬は自分自身に戦せん慄りつを覚える。しかし、

「無力なあなたより、排除を優先すべき方がたくさんいらっしゃいますので」

　そう言うとヴェリィは周辺の虚こ空くうに十数個のウインドウを発生させた。今度映っているのは木瀬ではなく、いろいろな角度から撮とられた例のドラゴンだ。だがそれだけではない。画面の端はしに時折見切れる人ひと影かげが複数あった。

　どうやら最も上がみ透とう子ことその仲間たちである。

　いや──一人だけ違う。

「生きてると思ってたぜ、クラウディア……！」

　魔獣王が眼前にいることも忘れ、木瀬は嬉うれしそうにその少女の名を口にしたのだった。




「ねえ、みんな」

　立ち込めていた絶望的な雰ふん囲い気きを切り裂さいたのは透子の明るい声だった。

「クラウディアの言う通り、あのドラゴンはまともに戦っても倒たおせそうにないんで諦あきらめよう」

「弱気なこと言ってんじゃねぇぞトーコ！　何万回だってぶっ殺してやりゃいいだろが！」

　サニィが嚙かみつくと、「ノンノン」と透子はしたり顔で一差し指を振ふった。

「まともに戦うのは諦あきらめたけど、勝つこと自体を諦めたなんて言ってないよ？」

「何か策があるのか？」

　シュワルツの問いと同時に全員の視線が透とう子こに集中する。

「──ンない！　誰だれか考えて！」

「期待したあたしたちがバカだったわ……」

　満面の笑えみで無策を宣言した自じ称しよう・救世主に、マリーナたちは溜ため息いきの合唱を行う。そんな中一人挙手をする者がいた。クラウディアである。

「倒たおすのではなく動けなくしたらどうだろう」

「確かに倒さなければドラゴンも復活しないが……」

「落とし穴にでもハメるつもりかよ。あのデカブツを」

　シュワルツとサニィが難色を示す。すると口元を押さえながらマリーナが発言した。

「魔ま法ほうでなら動きを止められるかも。たとえば氷こおり漬づけとか」

「それだ！」

　発案した魔法使いをクラウディアは尊敬の眼まな差ざしで称たたえるが、

「ただ、あの大きさを凍こおらせるとなるとちょっと時間がかかりそう。しかも魔法使ってる間は動けないから……」

　力なく笑ってマリーナは言った。足を止めて魔法を使うということは、あの火か閃せんに身を晒さらすことでもある。

「こうしよう」

　ピン、と。透子が人差し指を立てた。そしてみんなが注目するのを待って語り始める。

「マリーナは遠くから魔法でドラゴンを凍らせる。ドラゴンの炎ほのおはボクがバルツァーで拒こばむ。で、残った人たちはドラゴンをマリーナに近づけないよう遠くで足止めする」

「完かん璧ぺきよ、トーコ！」

　透子とマリーナは固い握あく手しゆを交かわすが、

「ちょっと待て！　じゃあ俺らはトーコの守りなしで接近戦やるのかよ！　あのとんでもねぇ炎吐はくドラゴン相手に！」

　青あお褪ざめた顔でサニィが叫さけぶ。攻こう守しゆの要かなめを欠く厳しい条件に、さすがのシュワルツも神しん妙みような面おも持もちだ。それでもクラウディアだけは違ちがった。

「やろう」

　間もなく再構築を終えそうなドラゴンを見据すえて彼女は言った。その力強くも可か憐れんな横顔にシュワルツとサニィは既き視し感を覚える。どこかの自称・救世主とそっくりなのだ。

「私にはファリーゼがある。最悪独りでも──」

「だーれがやらねぇって言った！」

「独りより三人の方が敵の注意を散らせるので安全だろう」

　サニィとシュワルツがそれぞれクラウディアの両隣どなりに並ぶ。

「ならば行こう──！」

　走り出した少女に男たちが続く。それを笑って見送っていた透とう子こは、

「んじゃ、こっちも始めよっか？」

「残念、もう始めてるわ」

　呼びかけよりも先にマリーナは杖つえを構えていた。狙ねらうは遠く離はなれたツギハギ竜りゆうである。

　そして一人と四人の混成パーティーによる合同作戦が開始された。




　クラウディアを先頭とした三人組が猛もう然ぜんと接近する。それを察知したドラゴンは彼らを踏ふみ潰つぶさんと前まえ脚あしを振ふり上げた。だがその時、天より降って来た氷ひよう槍そうがツギハギ竜の長い首を貫つらぬく。

　狙そ撃げきしたのは遠方で杖を掲かかげるマリーナだ。魔ま獣じゆうの集合体であるドラゴンに意思はない。それを代だい替たいするのは大樹にいるヴェリィである。彼女の発した命令コマンドに従いドラゴンは喉のど奥おくを煌こう々こうと光らせ──女魔法使いに向けて火か閃せんを放った。

　五百人の傭よう兵へいを蹴け散らした悪夢の一撃。ところが圧あつ倒とう的な破は壊かいをもたらすはずのそれは、突とつ如じよ直進を止めて空に向かってしまった。マリーナの前に立つ透子、その黒き盾たてに弾はじかれてしまったのである。

　火閃を防がれたためだろう、ドラゴンが透子たちのいる方に巨きよ体たいを向ける。接近しての攻こう撃げきに切り替かえるつもりだ。しかしそこへ三方から襲おそいかかる影かげがあった。

　正面から来たクラウディアが風の刃やいばでドラゴンの胸むな元もとを斬きり裂さき、横手に回り込んだシュワルツが横っ腹に大たい剣けんを突つき立て、さらに背後を取ったサニィが左後うしろ脚あしの関節を蹴り砕くだく。

　急造とは思えない電光石火の連続攻撃に、さすがのドラゴンも足が止まった。加えて三人の合算ダメージが魔法使いの氷槍以上だったのだろう。ツギハギ竜の双そう眸ぼうが足あし下もとのクラウディアたちを捉とらえた。彼らを優先的に排はい除じよすることに決めたらしい。

　だが次の瞬しゆん間かん、二本目の氷槍がドラゴンの背中に突き刺ささった。それによりもう一度マリーナが排除優先のトップに立つも、間かん髪はつ入いれずに足下の少女たちの同時攻撃が炸さく裂れつした。こうして交こう互ごに注意を引くことで、遠えん距きよ離り組は魔法使用中の無防備なところに接近されず、近距離組は防ぐことのできない火閃を吐はかれずに済む。

　だがこれはあくまで作戦の土台にすぎない。その上にできるはずの『城』は現在急ピッチで建設中である。

「マリーナ進しん捗ちよくは!?」

　火閃を警けい戒かいしながら透子が声をかける。対して女魔法使いは「頑がん張ばってる……！」と苦く悶もんに近い表情で返した。

　その頃ころ、ドラゴンに近接戦せん闘とうを挑いどむ三人の顔に焦しよう燥そうが見みえ隠かくれするようになっていた。自分たちには防ぐことのできない攻撃を持つ者を相手にしているのだ。体力や精神が大おお幅はばに磨すり減っていくのを感じていることだろう。

「まだかよ、マリーナ……！」

　三度目の攻こう撃げきを終えた直後サニィが舌打ちする。

「こっちはそう長く持たねぇぞ？」

　疲ひ労ろうか油断か。高速を保っていた武ぶ闘とう家の動きが一いつ瞬しゆんだけ緩ゆるんだ。それが命取りになった。

「──ぐおっ!?」

　極ごく太ぶとの鞭むちのようにしなったドラゴンの尻尾しつぽがサニィを掠かすめる。当たったのは小指の先が触ふれた程度である。だがそれだけで彼の体は吹ふき飛ばされた。圧あつ倒とう的な質量の差がなせる業わざか。

　そしてドラゴンは地面に倒たおれたサニィに向け大口を開けた。火か閃せんを放つつもりだ。

「くそったれぇ……っ！」

「サニィ！」

　間に合うかは定かでない。それでもシュワルツは仲間を助けようと駆かけ出す。

　刹せつ那な、純白の疾しつ風ぷうが歴戦の戦士を追い抜ぬいた。ファリーゼの風で加速したクラウディアだ。ただそれでもサニィを火閃の射程範はん囲いから逃にがす時間はない。

　そこで彼女が選んだ行動は──突とつ撃げきである。

　クラウディアはドラゴンの懐ふところに潜もぐり込むと、その下した顎あごを白の細剣レイピアで突つき上げた。さらに、

「ファリーゼェェェェェェェェ！」

　風の翼つばさを生やして急上じよう昇しようする。果たしてサニィを狙ねらっていたドラゴンの口は、撥はね上げられて空に向いたのである。

「……よかった」

　空中で安あん堵どしたのはクラウディアだ。だがすぐ真下では煌こう々こうと光るドラゴンの大口が待ち構えている。いかにファリーゼでも今から脱だつ出しゆつするのは不可能だ。

　万事休す。だがクラウディアの顔は穏おだやかだった。自分がここで死んでも、きっと透とう子こたちが世界の混乱を収めてくれるだろうと信じているから。何より──

「……ユッキー殿どのが無事でよかった」

　満足げに微笑ほほえむと彼女は目を閉じた。

　そして終わりが告げられる。ただし、クラウディアの人生にではない。

「待たせたわね、みんなっ!!」

　透子に守られながら、遠方から魔ま法ほうを放っていたマリーナが声を張り上げる。直後、ドラゴンの巨きよ体たいが氷像と化した。早はや技わざにも見えるが実は刺ささった氷ひよう槍そうから冷気を送り込み、内部から凍とう結けつを進めていたのだ。

「つっ！」

　空中に放ほうり出されていたクラウディアは、真上を向いて凍こおりついたドラゴンの口内に背中で着地した。

「これは……」

　高所から身を乗り出すと、遠くで手を振ふっている透とう子この姿が見える。ここでようやくクラウディアは作戦が成功したことを知ったのだった。




「よっしゃぁ勝ったぁ！」

　ガッツポーズとともに放った木き瀬せの大声が白い世界に反はん響きようした。彼が覗のぞき込むウインドウには、あれだけ猛もう威いを振るっていたドラゴンが氷こおり漬づけになった姿が映っている。

「さすがクラウディア。それにあのパーティーの連中はやっぱ有能だわ。まあ、どっちも俺が見み出いだしたんだけど」

　前まえ髪がみを指で巻きながら木瀬は小鼻を広げる。気分はすっかり敏びん腕わんプロデューサーだ。

「まさか人間が集しゆう竜りゆうを無力化できるとは思いませんでした」

　そう言うと、ヴェリィは周囲に浮かべていたウインドウをさらに増やした。おそらく今までの十倍以上の数だ。

「今度は何するつもりだ？」

「エフドラ全土の魔ま獣じゆうをこの島に集結させます。そして複数の集竜を構成し、一いつ斉せいに彼らを排はい除じよいたします」

　作業をしながらヴェリィはにこやかに木瀬の質問に応こたえた。

「全部の魔獣をこの島に？　そんなことしたら道中にある村や町は跡あと形かたもなく踏ふみ荒あらされちまう。つーか、おまえが直そうとしてる自然もメチャクチャになるぞ!?」

「ご安心くださいませ。この世界がどんなに傷ついても私が責任を持って修復させます。何千年、いえ何万年かかろうとも」

　綻ほころび一つない笑え顔がおを向けて来るヴェリィ。だが木瀬は寒さむ気けを覚えずにはいられない。

（そりゃ製造元イフたちもバイト雇やとってでも始末しようとするぜ）

　ヴェリィオットは正常ではなかった。千年という長い時が、それとも修復しても修復しても争いや生活を潤うるおすために大地を傷つける人間たちが狂くるわせたのか。またはその両方か。いずれにしろ、彼女はもはや惑わく星せい管理端たん末まつの人工知能ではない。魔獣を操あやつり人間を駆く逐ちくする魔獣の王と化していた。

「さあ、魔獣たち。世界を傷つける人間を滅ほろぼしなさい」




「どうにか勝てたね」

　氷像となったドラゴン、それを見上げていたクラウディアの隣となりに透子が並んだ。

「さっきはありがと。サニィを助けてくれて」

「気づいたら体が動いていただけだ」

　クラウディアが浅く笑んで真相を明かす。その直後、後方が賑にぎやかになった。気になって振り返ってみると、マリーナとシュワルツに背中を押され半強制的にこちらへやって来るサニィの姿があった。

「ほら、早く！」

「痛ぇな！　分かったよ！」

　マリーナに足を踏ふまれると、サニィはしかめっ面つらのまま頭を下げた。

「……さっきは助かった。あんがとよ」

　若じやつ干かん当たりの強かった武ぶ闘とう家からの礼にクラウディアは目を丸くする。だがほどなく顔を綻ほころばせ、サニィだけでなくシュワルツやマリーナ、そして透とう子こを見回した。

「こちらこそ感謝したい。共に戦ってくれてありがとう」

　クラウディアの言葉に透子たちは口元を緩ゆるめて深く頷うなずく。個人では手に負えない強敵との戦いを通じ、彼らはお互たがいを認め合えたようだ。

「だいぶウチのパーティーとも打ち解けてきたじゃん。このままボクたちの仲間になっちゃいなよクラウディア」

「あ、じゃあサニィと入れ替かえよっか」

「ふざけんな！　おい、シュワルツ。あいつらに何とか言ってくれ」

「……元気でな、サニィ」

「ちょおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉい！」

「ふふっ、あはは」

　小気味よく展開される透子たちの掛かけ合あいに、思わずクラウディアも声を出して笑う。

　しかし和なごやかな空気はさほど長く続かなかった。その原因は不意に始まった地じ響ひびきである。

「……何だ？」

　クラウディアは足裏に震しん動どうを感じながら周囲を見回す。透子たちも同じように辺りを警けい戒かいしていた。すると、

「あ、あれ見て……」

　絞しぼり出したような声を漏もらしたのはマリーナだった。彼女を除いた全員はすぐに半ば呆ぼう然ぜんとしている彼女の視線の先を追う。そこには遠くから津つ波なみのごとく押し寄せる膨ぼう大だいな数の魔ま獣じゆうが見えた。彼らはこちらに近づきながらドラゴンの姿を形成していく。しかも今度は百体以上が同時に登場しようとしていた。

「さすがにきついね、こりゃ」

　軽い調子で言った透子だが、その横顔は見せたことのないような険しいものだ。さすがの自じ称しよう・救世主も余よ裕ゆうがない。

「負ける……負けるものか……！」

　力強く奥歯を嚙かみ締しめたものの、ファリーゼを構えるクラウディアの手は震ふるえていた。五人が協力してようやく止めたドラゴン、それが百体超ちようも近づいて来る。

　いよいよ始まるのだ。このエフドラにおける人間の歴史の終わりが。




「クラウ！」

　ウインドウに映る青あお褪ざめたクラウディアの顔に木き瀬せが叫さけんだ。一方、ヴェリィの作業は絶えず進んでいる。

「たった五人で集しゆう竜りゆうを無力化させたことは予想外でした。しかし、彼らの抵てい抗こうもここまでです」

　ヴェリィが告げると画面内でドラゴンが構築される速度が上じよう昇しようした。確実にクラウディアたちを、いや人間を全ぜん滅めつさせるつもりだ。

「くそっ……！」

　木瀬は焦しよう燥そうに駆かられた面おも持もちで自分の胸むな元もとを摑つかんだ。このままではすべてが無む駄だになってしまう。危険と隣となり合あわせだったここまでの旅が、何より金が。

（冗じよう談だんじゃねぇ。人間が滅ほろんじまったら『クラウディアちゃん布ふ団とんカバー』で稼かせいだこの世界の通貨がゴミになっちまう。そうなったら『両りよう替がえ屋』も両替してくれなそうだ……！）

　かつて貨か幣へいだったゴミの山、その頂で体育座りする己おのれを想像して木瀬は震ふるえた。あまりにおそろしい絵え面づらだった。

「俺がやるしかねぇ……！」

　財産を失いかけてやる気を出すというあまりにも酷ひどい点火方法だが、木瀬幸ゆき成なりは決意した。

（調子の悪い機械は──叩たたいて直す）

　前時代めいた結論に至ると、木瀬は懐ふところから拳こぶし大だいの石を取り出す。そして白の世界の天と地を貫つらぬく機械樹へと駆かけ出した。だが一体どこを壊こわせばヴェリィは止まるのか。

「さあ、おまえらの価値を見せろ!?」

　木瀬はここで『制服』によって得た『鑑かん定てい眼がん』を発動。惑わく星せい管理端たん末まつを構成するあらゆるパーツの値段が細かに目視できるようになる。するとある箇か所しよの数字を見た木瀬の表情がにわかに変わった。

「──そこだぁ！」

　木瀬は握にぎり締しめた石を機械樹の幹に叩きつける。だが石のみが砕くだけ端末は無傷のままだ。

「端末の外装は万年単位の使用を想定した超ちよう硬こう度どの金属で構成されております。その程度の物理的衝しよう撃げきでは傷一つつけられません」

　いつの間にか背後にはヴェリィがいた。木瀬は肩かた越ごしに彼女を認めると、「そうみたいだな」と苛いら立だたしげに舌を打つ。

「──なぜその箇所を攻こう撃げきされたのですか？」

「あん？」

　ヴェリィの言葉に木瀬は眉まゆをひそめる。彼女が彼に問いを発したのはこれが初めてだった。

「あなたは迷いなくその箇所を狙ねらわれました。何か理由でもあるのでしょうか」

「……千年って長なげぇよな」

　唐とう突とつに木き瀬せが切り出した。

「そんだけ時間が経たつと何もかも変わっちまう。人も、環かん境きようも、文化も、技術も」

「質問にお答えいただけないでしょうか。あなたはなぜその箇か所しよを攻こう撃げきされたのですか？」

　微かすかに早く聞こえる口調でヴェリィが問いを重ねる。すると木瀬が自らの目を指差した。

「おまえの生まれた時代からあるのかは知らんが、『制服』のお陰かげで俺の目は物の適正な値段が見えるようになっててな」

「適正な値段、でございますか」

　木瀬は「ああ」と頷うなずく。

「おまえの言った通り、端たん末まつを守る外の金属は何万年も使えるいいものらしいな。千年経過してるのに結構な高値がついてる。中の機械はだいぶ値ね崩くずれしてるけど、モノによっちゃアホみたいに高い部分もあったよ。今じゃ枯こ渇かつしちまったレアな素材でも使ってるのかもな」

「そろそろ私の質問にお答えいただきたく存じます。あなたはなぜ──」

「零タダだったからだよ」

　木瀬はくるりとヴェリィに向き直ると、機械樹に寄りかかった。

「色んな値段が浮かんでる中で、唯ゆい一いつ『零ゼロ』が付いてた場所があったから気になったんだ」

　コンコン、と。先ほど石で叩たたいた箇所をノックする。
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「もしかして、ここって人工知能あんたがいるとこ？」

「有り得ません。私は最高の技術を結集した人工知能です。これがその証しよう拠こです」

　ヴェリィはドラゴンの構成に使っていたウインドウ、そのうちの数枚を割さいて木き瀬せの前に寄よ越こす。自分の性能を羅ら列れつしたもののようだが、残念なことに地球生まれに読める言語では書かれていない。

　一方、ヴェリィの反応が自分の見立ての裏付けとなった木瀬はさらに攻こう勢せいに出た。ここが勝負の時だと、何度か裏切られた勝負師ギヤンブラーの勘かんが告げている。

「やっぱタダなのはあんたか。まあ、ちょっと気の毒だけどしょうがねぇよ。作られたのは千年前、しかも壊こわれてるんじゃ高いくらいだぜ──タダでもな！」

　木瀬は全力でサディスティックな笑えみを作り言い放った。

「──有り得ません」

　相変わらずヴェリィは笑みを保ったままだ。しかしウインドウの多くを自分がいかに高性能かを証明するレポートの表示に変え、次々と木瀬に寄越して来る。やがてそれが彼の視界を埋うめ尽つくそうとしたその時、

《左手後方のパネルに右手で触ふれていただきたく存じます》

「──！」

　聞き慣れた声が耳に届くなり、木瀬は体を反転させる。するとパネルの前で待機する少女が見えた。そのまま彼女の指の動きに倣ならって木瀬はパネルに紋もん様ようを描き──完成させた。

「あり……え……ま……」

　ほどなくヴェリィは沈ちん黙もくし、大量に開いていたウインドウとともに搔かき消えてしまう。

「倒たおしたのか……？」

　木瀬が訝いぶかしげに辺りを見回していると、

《先ほどご入力いただいたのは強制停止コードでございます。もはやヴェリィオットが起動することはないかと存じます》

「遅おせぇぞ役立たず」

　深々とお辞じ儀ぎをするイフを、木瀬はしかめっ面つらと悪あつ口こうで迎むかえた。

《大変ご迷めい惑わくをおかけいたしました》

「ほんとにな。千年前の技術にあっさりやられてんじゃねぇよ、しかも二回も！」

《前回受けた妨ぼう害がいよりもさらに古い手法を使われました。もはや使用された例がなく防ぼう御ぎよ方法も不明になっておりまして。そのため解かい析せきに多少時間がかかってしまいました》

「あれが多少かよ！　おまえがいない間、降り注ぐレーザーの雨を搔い潜くぐったり、世界中の人間を助ける代わりに俺の命を要求されたりして大変だったんだからな！　ちょっとぐらい給料上乗せしてくれてもいいんじゃねぇか？」

《誠まことに申し訳ございませんでした。すぐに惑わく星せい管理端たん末まつから私の不在間の映像データを取り出し、木き瀬せさまのご活かつ躍やくを確かく認にんさせていただきます。その上で報ほう酬しゆうの増額を検けん討とう──》

「ま、まあ、おまえも頑がん張ばって帰って来たみたいだし。それに免めんじて許してやるよ」

《感謝いたします》

（……こいつ、実は全部観みてたんじゃないだろうな）

　深々と礼をするイフの後頭部に、木瀬は疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを突つき刺さす。

「とりあえずこれで仕事は終わりってことでいいのか？」

　木瀬が尋たずねるとイフも《はい》と頷うなずいた。

《世界を混乱させていたヴェリィオットは停止しました。お疲つかれさまでした。あとの処理はこちらで行いますので、木瀬さまはご帰宅の準備を──》

　イフの言葉の途と中ちゆう、虚こ空くうに次々と真っ黒なウインドウが開き始めた。それはほどなく真っ白だったこの空間を染め上げていく。

「な、何だ!?」

《自分の停止を再生のトリガーとした動画──どうやらヴェリィオットの遺ゆい言ごんのようです》

「遺言……？」

　木瀬が聞き返した直後、すべてのウインドウに停止したはずのヴェリィオットが映った。

《このエフドラは私が長き時をかけて癒いやした愛いとしい世界です》

　数多あまたの唇くちびるが一いつ斉せいに動き出す。先ほどまでの穏おだやかな口調が噓うそのように、動画内のヴェリィはイフ以上に抑よく揚ようがなかった。

《誰だれかに奪うばわれるくらいなら──》

　そこでヴェリィオットの動画は途と絶だえた。残されたのは砂すな嵐あらしの流れるウインドウのみだ。

「『奪われるくらいなら』……？」

　遺ゆい言ごんの内容に木瀬が首を傾かしげていると、不意に機械樹が低い唸うなり声ごえを上げ始めた。

「何だ？　勝手に動き出しやがったぞ!?」

　驚おどろく木瀬にイフが報告する。

《端たん末まつより信号が発せられています。送信先は──人工衛星です》

「人工衛星？」

《はい。通信などのためにいくつか打ち上げられております。そして先ほどその中の惑わく星せい観測用人工衛星に端末からエンジン停止の信号が送られました。これにより──》

「長くなりそうだから結論だけ言え！」

《この世界の生命体はほぼ死し滅めつします。木瀬さまに親しみの深い単位でいうところの約一時間後に》

「は、端折はしよった部分を詳くわしく説明しろ！」

　引きつった顔で木瀬はイフに話の巻き戻しを要よう請せいした。

《エンジンが停止した人工衛星はエフドラの重力に引かれて落下します。衛星が使用している燃料は少し前まで次元超ちよう越えつにも採用されていた非常に強力なものです。墜つい落らくした場合、この星を飲み込むほどの炎ほのおと衝しよう撃げきが発生すると推すい測そくされます。その結果、動植物の七割が死に絶え、のちに起こる急激な環かん境きよう変化でさらに多くの命が失われていくでしょう》

　こんな時でもイフは淡たん々たんとしていた。対する木き瀬せは説明を聞いて完全に顔色を失っている。

「……どうすりゃいい？」

　僅わずかな沈ちん黙もくのあと、木瀬の口から掠かすれた声が漏もれた。

「どうしたら最悪の事態を避さけられる？」

《上空で撃げき破はする以外ありません。それも可能な限り高層で》

「上空で撃破──」

　木瀬は視線を落として言葉を繰くり返し、それからあらためてイフを見つめた。

「イフ。ヴェリィがいなくてもそこの端たん末まつは使えるのか？」

《世界に影えい響きようを与あたえるレベルの高い機能は使用できません。ですが、通信程度なら》

「充じゆう分ぶんだ、使い方を教えてくれ。時間がないから簡潔にな」




「一体何が……？」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていたクラウディアが呟つぶやく。ほんの少し前まで百体以上のドラゴンに囲まれ、彼女と透とう子このパーティーは死を覚かく悟ごせざるを得ない状じよう況きようだった。それがどうだ。今周りにいるのは、合体して竜りゆうを成すはずだった膨ぼう大だいな数の魔ま獣じゆうである。しかし今までのように襲おそって来る気配はない。どの種族のどの個体も憑つきものが落ちたように凶きよう暴ぼうさが抜ぬけ、迷子の子供のような鳴き声を上げていた。

「ひょっとしたら、誰だれかが魔獣王倒たおしちゃったのかもね」

　そう言ってクラウディアの肩かたに手を置いたのは透子だ。玉ぎよく砕さいも辞さないような悲ひ壮そう感が消え、顔に明るさが戻もどって来ている。

「誰かが魔獣王を……？」

　クラウディアが訝いぶかしげに言葉を繰くり返すと、「そう」と透子は笑った。

「ここにいない誰かさんが、ね。あくまでひょっとしたら、だけど」

「……もしやあの方が」

　クラウディアの頭に一人の男子の顔が浮かぶ。彼がやってくれたのだとしたら、突とつ然ぜんのドラゴンの分解も、魔獣の沈ちん静せい化も説明がつく。

「さすがです、ユッキー殿どの！」

　剣けんを空に掲かかげクラウディアが叫さけぶ。すると突然大空いっぱいに本人の顔が映った。

「ゆ、ゆ、ゆっ……」

「ありゃー、木瀬幸ゆき成なり。見ない間に随ずい分ぶん大きく育っちゃって」

　驚おどろきのあまり言葉を詰つまらせているクラウディアの背中をこすりながら、透子は頭上の木瀬の映像に手を振ふる。しかし《冗じよう談だんに付き合ってられる状じよう況きようじゃねぇ》と、いつものように絡からんで来なかった。

《クラウディア、『フォーメーション・オメガ』の準備だ》

「お、『おめが』ですか？」

　目を見開いたクラウディアに木き瀬せは首しゆ肯こうする。

《説明は後でする。今すぐ生きてるヤツ搔かき集めろ》




　クラウディアは透とう子こたちの協力を得て、地下に閉じ込められていた金かねの団の者たちを救出することができた。それによりどうにか『フォーメーション・オメガ』と呼こ称しようできるだけの魔ま力りよくを確保できそうだった。

「状じよう況きようはさっき説明した通りだ」

　荒あれ地ちに作られた蛇じや腹ばら状の列。手と手を結んで並ぶ者たちに木瀬が呼びかける。

「もうじき宇宙そらから衛星ほしが落ちて来る。しつこいようだが墜つい落らくしたらこの世界は終わりだ。そうならないためにも全員の魔力を借りた〝浄じよう化かの剣けん〟で撃げき破はする」

　一いつ旦たん言葉を切ると木瀬は列の先頭にいるクラウディアを見た。

「おまえが世界を救うんだ」

「は、はい！」

　クラウディアが緊きん張ちようの面おも持もちで背筋を伸のばす。すると後ろにいた透子が口を挟はさんで来た。

「こういう時はプレッシャーじゃなくてリラックスできる言葉をかけてあげなきゃ」

「俺たちには俺たちのやり方がある。ほっとけ」

「ところで木瀬幸ゆき成なりは参加しないの？」

　左右どちらも繫つながった手を上げて透子は聞いた。ちなみに右手はクラウディアと、左手はマリーナと結んでいる。その後ろにはシュワルツとサニィも加わっていた。

「あ、もしかして全然魔力持ってないとか？」

「ほ、ほっとけ」

　顔を背そむけると木瀬は足早に列から離はなれて行く。

「図ず星ぼしだったか」

　やや哀あい愁しゆうのある背中を見送っていると、すかさずクラウディアの援護フオローが入った。

「ゆ、ユッキー殿どのは全体の指揮を執とらねばならない。だからあえて列に入らないのだ」

「まあ、そういうことにしとくよ」

　無む邪じや気きに笑うと透子はクラウディアの手を強く握にぎった。




「魔力魔力うるせぇな。俺だって好きで魔力ねぇわけじゃねぇっつーの」

　木瀬がブツブツと愚ぐ痴ちっていると、隣となりでイフが深く頷うなずいた。

《心しん中ちゆうお察しいたします》

「勝手に察すな。くそ、通信で指示だけ出す『指令ポジション』を続けたかったぜ……！」

《ですが木き瀬せさま。万が一衛星の撃げき破はに失敗した場合、空間拡かく張ちようの扉とびらもおそらく壊こわれてしまいます。そうなれば出入り口を失い、木瀬さまは一生あそこに閉じ込められてしまいます》

「それはさっきも聞いた。お得意の次元超ちよう越えつでも脱だつ出しゆつできないんだろ？」

《はい。すべてのものから孤こ立りつします。それは次元間の繫つながりも例外ではありません》

「じゃあ外に出るしかねぇじゃん。でもって、少しでも撃破の可能性が上がるようにクラウディアたちの近くでサポートするしかねぇじゃん」

　言い終えると木瀬は深い溜ため息いきを吐つく。その直後、

《間もなく予定時刻です》

「──来たか」

　イフの声と同時に木瀬は視線を跳はね上げた。まだ夜と呼ぶには早すぎる時間である。しかし青空の彼方かなたに赤く燃える衛星ほしが確かに瞬またたいていた。

「クラウディア！」

「『ふぉーめーしょん・おめが』を開始する！」

　木瀬の合図を受けてクラウディアが全体に通つう達たつした。そして透子と繫がった左手を通し、蛇じや腹ばらの列を成す多くの者たちから魔力を集めていく。

「これは──」

　体を満たすかつてないほど膨ぼう大だいかつ質の高い力にクラウディアは驚おどろきを隠かくせない。これまでの〝浄じよう化かの剣けん〟と何が違ちがうのか。その答えはすぐ隣となりにあった。

「やっちゃえ、クラウディア」

　笑う透とう子こに首しゆ肯こうを返すと、クラウディアは誰だれとも繫がっていない右手を天上へ向けた。

　狙ねらうは死をもたらさんとする赤い衛星ほしである。

「墜おちろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　英えい雄ゆうの末まつ裔えいが吠ほえた直後、大地から凄すさまじい勢いで光が噴ふき上がる。やがてその奔ほん流りゆうは空を駆かけ、ついに天まで到とう達たつした。

「来い！　そのまま来い！」

　獲え物ものが罠わなにかかるのを待つ心境で木瀬は拳こぶしを固める。すると彼の言葉に引き寄せられるように、少しずつ人工衛星は光の柱に近づいて行く。だが次の瞬しゆん間かん、

　──ビシッ、という音が一帯に響ひびいた。突とつ然ぜんの異音に誰もが視線を散らすも、原因らしきものがまるで発見できない。

　そして皮肉なことに、『それ』にもっとも早く気づいたのは列に加われなかった木瀬だった。

「一いつ旦たん中止しろクラウディア！」

「──!?」

　木き瀬せの警告が届いた時、クラウディアの立っている地面に稲いな妻ずまのごとき亀き裂れつが走った。そして大地という名の怪かい物ぶつが大口を開けてすべてを飲み込もうとする。

「よいっしょぉぉぉ！」

　足場を失い地割れに吸い込まれかけたクラウディアだったが、寸前のところで透とう子こが空中に放ほうり投げてくれた。

「トーコ！」

　クラウディアは上じよう昇しようしながらファリーゼを抜ぬき、そのまま風の翼つばさで空に留とどまる。だが直後に見えた眼下の光景に、彼女は言葉を失った。幸い裂さけ目めに落ちた者はいないように見える。しかし『フォーメーション・オメガ』を完かん遂すいするための隊列は、底の見えない谷によっていくつかに分断されてしまっていた。

「何で足場が崩くずれた!?」

　列から離はなれていたため被ひ害がいを受けなかった木瀬が声を荒あららげてイフに詰つめ寄る。

《ヴェリィオットが集しゆう竜りゆうと呼んでいた存在の超高熱砲ほう撃げきにより地じ盤ばんが脆もろくなっていたためです。──ただ、それは私も計算に入れておりました。想定外だったのはクラウディアと最も上がみ透子です。英えい雄ゆう二人の相乗効果で、〝浄じよう化かの剣けん〟の出力が四倍に膨ふくれ上がってしまったことが最大の原因と言えるかと》

「威い力りよくの出すぎだと……っ」

　才能の共鳴が裏目に出るという思わぬ事態に木瀬は頭を抱かかえた。しかしいつまでも悔くやんではいられない。こうしている間にも衛星は落下を続けているのだから。

「別の手はないのかイフ！」

《クラウディアと最上透子による〝浄化の剣〟。衛星を破は壊かいできるとしたらこれ以外にないかと。ただ彼女たちを隔へだてている距きよ離りから計算して……非常に難しいと存じます》

　どんな時も淡たん々たんと事実を伝えるイフが言葉を濁にごした。おそらく僅わずかなミスも許されないシビアなタイミングが要求されているのだろう。だがもはや他ほかに選せん択たく肢しは残されていない。

「もう一度だクラウディア！　最上と二人でもう一度〝浄化の剣〟を撃うつんだ！　急げ！」

　木瀬は滞たい空くうしているクラウディアに叫さけんだ。そして自身も走り出す。

《どこへ行かれるのですか木瀬さま》

「保険をかけに行くんだよ！」

　イフの声に木瀬は振ふり返らない。まだ崩ほう壊かいを孕はらんでそうな揺ゆれる地面を懸けん命めいに駆かける。

《その場にお留まりくださいませ。僅かな間ではありましたが木瀬さまは確かに『世界の混乱』を収めました。特別措そ置ちとして次元門ゲートを開きます。どうか脱だつ出しゆつを》

「混乱は収まった？　この光景を、この世界を見てそんなこと思えるかよ！」

　大地は砕くだけ、空からは死を呼ぶ星が降る。これではダメだ。このままでは『混乱を収める』という仕事をやり遂とげたとはいえない。そして何より──

「まだこの世界の土産みやげが決まってねぇ！」

　熱く咆ほう哮こうすると木き瀬せは大きめの裂さけ目めを跳とび越こえた。




「トーコ！」

　放物線を描えがいて降下しながらクラウディアは左手を伸のばす。透とう子こもそれに気づいて同じ手を上げた。しかし二人の手が重なる直前、再び大地が揺ゆらいだ。

　沈しずむ。透子の足場が三十センチだけ沈んだ。僅わずか三十センチ。だがそれは彼女たちとこの世界にとって絶望的な距きよ離りだった。

　すれ違ちがう。希望を紡つむぐはずの手と手が。終わる。世界がおわ──

「まだだぁぁぁっ！」

　通り過ぎようとしていたクラウディアの手が、何も摑つかめなかったはずの透子の手が繫つながる。木瀬だ。汗あせだくで走り込んで来た木瀬が、隔へだたれていた二人の少女の間を繫いだのだ。

「──ユッキー殿どの！」

　クラウディアは顔を綻ほころばせながら空中で強ごう引いんに反転する。そして純白の細剣レイピアの切っ先を衛星に向けた。

「「いっけぇぇぇぇぇぇクラウディアァァァァァァ！」」

　初めて重なる二人の日本人の声。

　それに背中を押されながらクラウディアは放つ。絶望を斬きり裂さく希望の剣けんを。

「〝浄じよう化かの剣〟──！」




　時間としてはそろそろ夕刻を迎むかえる頃ころだろう。だが少し前まで魔ま獣じゆう王おうがいた最北の島の上空に広がっているのは、茜あかね色ではなく赤あか紫むらさきの天てん蓋がいである。衛星に積まれていた特とく殊しゆな燃料が爆ばく発はつした結果、このように変色してしまったのだ。しかも薄うすい緑色のオーロラのようなものまで発生している。

　そんな幻げん想そう的な空を、木瀬とクラウディアは荒あれた大地に寝ね転ころがって見上げていた。

「終わったのでしょうか？」

「……だと嬉うれしいがな」

　クラウディアの問いに、魂たましいが抜ぬけたようにぼんやりした顔で木瀬は答えた。慣れない無茶をしたせいか寿じゆ命みようがごっそり削けずれたような感覚だった。

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ、ユッキー殿！」

　不意にクラウディアが木瀬に抱だき付いた。体の前面に極ごく柔やわの感かん触しよくが襲しゆう来らいし、自然と彼も表情が緩ゆるんでしまう。

「ありがとうございました。ユッキー殿が来てくださらなかったら今いま頃ごろ……本当にありがとうございました！」

「言葉で感謝されるより『別の形』で感謝してもらう方が好きだな、俺は」

　木き瀬せは会話を続けながらも、しれっとクラウディアの尻しりに手を伸のばす。まるで傷いたみやすい果物を扱あつかうように優やさしく──

《お取り込み中のところ失礼いたします》

（失礼にもほどがあるぞ、その登場は）

　無言のまま木瀬が全力のしかめっ面つらを披ひ露ろうする。なぜなら映像であるのをいいことに、クラウディアの尻を透とう過かしてイフが顔を出したからだ。

（空気読めよ。今いいとこなんだよ）

　木瀬は視線と唇くちびるの動きでイフに退場を命じる。しかし、

《申し訳ございません。大事なお話ですので》

　案内役は譲ゆずらない。仕方なく木瀬はクラウディアの頭をポンと叩たたき、離はなれさせた。

「それで話って？」

《本社から業務完かん了りようを認める通達がありました。お疲つかれさまでした》

「長い戦いだったぜ……」

　ずっと背負っていた荷物を下ろした。そんな解放感を木瀬は覚える。

《時に木瀬さま。お持ち帰りになるものはお決まりでしょうか》

「実はまだ決めてねぇんだよ」

　木瀬は瞑めい目もくして考える。脳内ではエフドラで見聞きしたものがグルグルと回る。

「持って帰るもの……持って帰るもの……──よし！」

　ほどなく木瀬がカッと目を見開いた。そして彼が『神イフ』と対話するのを黙だまって見守っていたクラウディアを抱だき寄せる。

「美人、従順、巨きよ乳にゆうと走そう攻こう守しゆが揃そろったこいつを持って帰る！」

《現地の生物は許可できません》

「くそっ、いいアイデアだと思ったのに！」

　木瀬は空に吠ほえた。よっぽど欲しかったのだろう。

「何を悩なやんでいるのですか？」

　未いまだ抱き寄せられたままのクラウディアが、火が点つきそうなほど真っ赤な顔で木瀬を見る。

「ああ、近いうちに元の世界に帰らなきゃいけねぇからよ。エフドラの土産みやげを選んでんだ」

「元の世界に……」

　木瀬の言葉にクラウディアが驚おどろきの面おも持もちを作っていると、

「あ、いたいた！」

　元気のいい声が響ひびいた。発したのは遠くからこちらに駆かけて来る透とう子こである。

「二人とも無事でよかったよ。……誰だれかさんはクラウディアの手はしっかり握にぎってたのに、ボクの手はあっさり離はなしてくれたよね。お陰かげで随ずい分ぶん遠くまで吹ふっ飛ばされたよ？」

　急に顔を背そむけた木き瀬せに半眼の透とう子こが絡からむ。しかしすぐに彼女は笑え顔がおを作った。

「まあ三人とも無事だからいいけどね。ところで木瀬幸ゆき成なりは帰らなくていいの？」

「ん？　いやまあ、そのうち帰ると思うけど」

「早く帰らないとまずいんじゃない？　そうなんだよね？」

　透子が尋たずねたのは木瀬ではなく自分の背後の女だ。いつの間にかモアがそこにいた。

《欠けつ陥かん人工知能で大問題を起こしたイフリーデたちは、責任を取ってエフドラの管理業務から外れたわ。よって彼女もあなたもこの世界にいる資格はない。早さつ急きゆうに退去してください》

「退去？　世界を救ったのに退去？」

　モアの話を聞いて木瀬は瞬まばたきを繰くり返す。さすがに世界を救った上で退去を言い渡わたされる展開は予想していなかった。

「おいイフ。もしかして『大事な話』って……」

《はい。できればもう少し大団円の空気を満まん喫きつしていただきたかったのですが、実は先ほどから本社より帰き還かん命令が十秒ごとに送信されております》

　申し訳ございません、と。イフはほぼ直角に頭を下げた。

《イフリーデ。その男を連れてさっさと退去しなさい。規約違い反はんで訴うつたえるわよ》

《失礼いたしました。ヴェリィオットの通信妨ぼう害がいを一度も解除できず、島に来てからずっと何もできなかったモアニカさん》

　抑よく揚ようなく飛ばしたイフの皮肉にモアは《うぐ……っ》ときれいな顔を歪ゆがめた。木瀬の評価はともかく、一度でもヴェリィオットの呪じゆ縛ばくから抜ぬけ出したイフは実のところやり手なのかもしれない。

「木瀬幸成は安心して帰りなよ。あとのことはボクらに任せて」

　屈くつ託たくなく笑うと、透子はクラウディアの肩かたに腕うでを回した。確かにこの二人がいれば大たい抵ていのことはカタがつきそうである。

《次元門ゲートを開きます》

　イフがコンペイトウに似た結けつ晶しようを虚こ空くうに放ほうる。すると間もなく青白い渦うずが発生した。

「こんな形で自分の世界に帰るヒーローって前代未み聞もんだろ。桃もも太た郎ろうだって村に帰る時は鬼おにヶが島しまの金銀財宝を──そうだ！」

　うな垂だれていた木瀬が急に素す早ばやい視線をイフに送る。

「イフ、土産みやげのことなんだが」

《お決まりになりましたか？》

「この世界で稼かせいだ金！　……ってのはアリか？」

《かしこまりました。エフドラでの木瀬さまの財産を精算し、元の世界の口座に振ふり込んでおきます》

「よっしゃ！　これで思い残すことはねぇ！」

　一転明るい顔になると、木き瀬せはスキップで次元門ゲートに向かう。そのまま帰ってしまうのかと思いきや渦うずの前で踵きびすを返した。

「──クラウ！」

　ともに旅した仲間に呼びかけると、木瀬は大きく手を振ふった。

「じゃあな！　結構楽しかったぜ！」

「──っ」

　その瞬しゆん間かん、透とう子こと並んで見送っていたクラウディアが弾はじかれたように駆かけ出した。

「ユッキー殿どの！」

　飛ぶような走りでクラウディアは木瀬の元へ急ぐ。しかし、手を伸のばせば届く距きよ離りに差しかかったところで不可視の壁かべが彼女を阻はばんだ。

《申し訳ございません。次元を越こえる際、巻き込み事故を防止するためシールドを張る規則がございますので》

　クラウディアの目には映らないイフが一礼する。

「行かないで！　行かないでくださいユッキー殿！　私はあなたが！　あなたのことが！」

　見えない壁を叩たたきながら、涙なみだを散らしてクラウディアが訴うつたえる。

「──なあ、イフ」

　少女の涙を見据すえたまま、木瀬はイフに囁ささやいた。

「もし、俺がこの世界に残りたいって言ったらどうなる？」

《可能です。ですが、この世界に適応できるよう私が行っていたサポートは打ち切られます。おそらく長くても一週間の命かと》

「……あんないい女、一週間で独りにするわけにはいかねぇよな」

　浅く笑いながら背を向けると、木瀬は渦うずの中に足を踏ふみ入れた。そして、

「イフ、頼たのむ」

「ユッキィィィィィィ！」

　元の世界に戻もどって行ったのである。




「透子！」

　ケガをした傭よう兵へいたちを介かい抱ほうしていたシュワルツたちが、騒さわぎを聞きつけて駆けつけた。

「さっきの叫さけび声ごえは何？」

「ありゃタダゴトじゃねぇだろ」

　マリーナとサニィが透子を質問責めにする。そんな中シュワルツはあることに気づいた。どういうわけか少し離はなれた場所にバルツァーが落ちていたのだ。

「なぜこんなところに……？」

「バルツァーが何でも拒こばむって本当だね」

　黒の盾たてを拾い上げたシュワルツの背中に透とう子こが声をかけた。

「好きな人と別れなきゃいけない女の子の、悲しい運命さえも拒こばんじゃったよ」

「どういう意味だ？」

　シュワルツだけでなく、サニィやマリーナも透子の言葉に首を傾かしげる。だが自じ称しよう・救世主はそれ以上何も語らない。ただ、とても嬉うれしげに遠い彼方かなたを見つめるのみだ。




　ゆっくりと目を開けると、木き瀬せは慣れ親しんだ服装で自室にいた。段ボールからはみ出すアインシュタインのプリントされた布ふ団とんカバーを見つけて涙なみだが出そうになる。

《これで今回の業務は完かん了りようです。お疲つかれさまでした》

「お疲れ！　おまえには何度か殺意を覚えたけど、まあ終わりよければすべてよしだ！」

　恭うやうやしく頭を下げたイフに親指を立てると、木瀬は床ゆかに落ちていた携けい帯たい電話を拾う。不在着信の数が凄すさまじい。するとちょうどそこへ新たに電話がかかって来た。阿あ久く津つからだった。

《やっと出たなユッキー！　丸一日反応なかったから死んでるんじゃないかと思ったぜ!?》

「一日!?」

　木瀬が目を剝むいてイフを見ると、彼女は無言のまま頷うなずいた。どうやらこちらでは一日しか経過していないらしい。

「け、ケータイ忘れて仕事に行っちまってよ。そんなことより阿久津、ビッグマネーが入ったからパーリーしようぜ」

《おっ、やっちゃう？　やっちゃう系？　んじゃ、光の速さで迎むかえに行くわ！》

「おう」

　木瀬が楽しげに電話を切ると、

《あまり無む駄だ遣づかいはされない方がよろしいかと存じます》

　イフが淡たん々たんと助言を寄よ越こした。ファンタジーでも現実でも彼女の表情にはブレがない。

「問題ない問題ない。何しろエフドラで稼かせいだ大金があるからな」

《ございません》

「まあ、正確にはまだ銀行から引き出してないけど」

《引き出せません》

「おまえでもジョークを言うんだな。あんまり面おも白しろくねぇけど」

《ジョークではなく事実を述べているだけです。エフドラにおける金銭はすべて没ぼつ収しゆうとなりました》

「はあ？　何でも一つ持ち帰っていい約束だろ？　俺が『金持って帰りたい』って言ったら了りよう承しようしてたじゃねぇか」

《はい。ですが木瀬さまは現地の生物を持ち帰ってしまいました。これは重大な違い反はんです》

「ふざけんな！　俺は何も持って帰って──」

「う……ん」

　木き瀬せが激げき昂こうしかけたその時、足あし下もとから声が聞こえた。女の声である。

「……いや、でもこれ俺が持って帰って来たわけじゃないよ？　正確には付いて来ちゃっただけだからね？」

　あくまで下を見ないようにしながら木瀬はイフに訴うつたえる。しかし、

《申し訳ございません。規則ですので》

　案内役は無表情に現実を突つきつけた。するとそのタイミングを待っていたかのように『彼女』が目を覚ました。

「……カウョシデノルイテミヲメユ、シタワ」

　どこかぼんやりとした瞳ひとみで『彼女』は木瀬を見つめる。だが少しずつ意識がハッキリするにつれ、一つ、また一つと涙なみだがこぼれ始めた。

「ネスデノイナ……ハデメユ……ッ！」

　そして『彼女』は──クラウディアは弾はじかれたように木瀬の胸に飛び込んだ。
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「ノドユッキータシマエアタマ……タシマエアタマ……！」

「わ、分かった。何言ってるか全然分からんが、メチャクチャ喜んでるのだけは分かった」

　しがみつくクラウディアによろめきながら木瀬は窓辺に寄りかかった。すると不用心にも窓ガラスが空いていることに気づく。その直後、甲かん高だかいクラクションの音が一帯に木霊こだました。嫌いやな予感がして窓の外に目をやると的中だった。アパート前に一台のリムジンが窮きゆう屈くつそうに停とまっているのが見える。

「ヘイヘイ！　レッツパーリーだぜ！」

　車窓から体を乗り出し、いわゆる箱乗りで手招きするのは阿あ久く津つだ。どこで購こう入にゆうしたのか電でん飾しよくの巻きついたスーツをまとい、チカチカと全身を点てん滅めつさせている。

「……なあイフ、今回の仕事で最終的に俺の手元にいくら残ったか分かるか？」

　下品な看板を連想させる友人を眺ながめながら木き瀬せはイフに尋たずねた。ちなみに翠すい玉ぎよく色の髪かみの少女はこの世界にも特とく殊しゆな映像で来ているらしく、やはり木瀬以外には見えていないようだ。恥はずかしがり屋のクラウディアが情熱的なハグを止やめようとしないのがその証しよう拠こである。

《七十五万円です。表の車のチャーター料を木瀬さまがお支し払はらいになるのなら残金は七十万円となります》

「あんな死ぬような思いして七十万ちょっとか。高いんだか安いんだか……」

　がっくりとうな垂だれる木瀬。するとインターホンが鳴った。おそらく待ちきれなくなった阿久津だろう。

「阿久津、パーリーは中止！　車は返して来なさい！」

　気力を振ふり絞しぼってドアを開けた木瀬だが、そこにいたのは悪友ではなかった。

「ごめん木瀬くん。もう来るなって言われたのに……」

　元同どう僚りようの田た中なか美み里さとだった。別れたくて別れたわけではない。だからまた彼女と会えて嬉うれしい気持ちは確かにある。

　だがこのタイミングは最悪だ。

「……カスデノモニナハタカノコ、ノドユッキー？」

「……木瀬くん、誰だれなのこの子」

「ダノモルスニモトヲチノイトノドユッキー。ヴァンダレイ・クラウディアハシタワ」

「何言ってるか分からないけど木瀬くんの彼女は私なんだから！」

「「……！」」

　玄げん関かんで火花を散らして睨にらみ合う異世界の美少女とこの世界の美女。さらに、

「ハリーアップ、ユッキー！　パーリーしようぜ！　フォーッ！」

　アパート前では相変わらず親友バカが騒さわいでいる。

　そんな混こん沌とんの中、木瀬はまだ部屋にいるイフを振ふり返った。そして引きつった笑え顔がおでこう告げた。

「バイト紹しよう介かいしてくんね？　できれば勤務地が異世界のここじやないヤツ」


終















　　　あとがき







　お、おまえ……生きていたのか!?　フフフ、地じ獄ごくが満員で追い返されちまったぜ。

　そんなこんなで蝉せみ川かわタカマルです。どうもお久しぶりです。お久しぶりになってしまいました、またしても！

　──というわけで『誰だれも教えてくれなかった　無職から英えい雄ゆうの仲間の商人になる方法』、略して『だれおし』（自分から名付けていくスタイル）をお送りしました。いかがでしたでしょうか。

　さてこの『だれおし』。２０１５年現在、世の中を席せつ巻けんしている異世界ものなのですが、タイトル付けでとにかく苦しみまして。蝉川としては絶対タイトルに〝異世界〟を入れたくありませんでした。なぜなら、周りに〝異世界〟を含ふくむタイトルがたくさんあって埋うもれてしまうと思ったから！　何て小こ物ものらしい発想（笑）。

　しかしいざ〝異世界〟を禁止すると、なかなかいいタイトルが思いつかない！　といっても元々タイトルセンスは壊かい滅めつ的に悪いんで、禁止してなくても思いつかないんですけどね！　せっかくなのでボツになったタイトル案の一部をどうぞ！

『テラバイト』

『ＡＷＢ（アナザー・ワールド・ビジネス）』

『無職・木き瀬せ幸ゆき成なりは手を汚よごさない』

『クズが商人でウハウハのこんなファンタジー世界じゃ』

『蝉川タカマル愛の劇場　大だい魔ま王おうギャラン＝ドゥ復活編』

　迷走です！　勝手に〝異世界〟を禁じ手にした結果、酷ひどく迷走しているのがよく分かりますね！　ちなみに最後のヤツは一番自信があったんですが、担当さんに提出する勇気がありませんでした！　タカマルの意い気く地じなし！

　そんな後こう悔かいを抱かかえつつ、今回の『ありがとうな人たち』を紹しよう介かいします。

　毎度ご迷めい惑わくをおかけしております担当編集の高たか林ばやしさま。特に木瀬のイラストがお気に入りですイラストレーターのポップキュンさま。この本が世に出るお手伝いをしてくださった方々。宮みや沢ざわさん、渡わた邊なべくん。ありがとうございました。

　最後にこの本を手に取ってくださったあなたに最大の感謝を。また次の本で、できるだけ早くお会いしましょう。


蝉川タカマル
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蝉せみ川かわタカマル

東京都出身。趣味はフットサルとコーヒーを淹れること。字面だけならモテそう。うん、字面だけならね。
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イラスト／ポップキュン

イラストレーター。

昔のアニメ、レトロゲームが好きです。

どうぞよろしくお願いいたします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「蝉川タカマル先生」係

「ポップキュン先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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誰だれも教おしえてくれなかった　無む職しょくから英えい雄ゆうの仲なか間まの商しょう人にんになる方ほう法ほう








蝉せみ川かわタカマル
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